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子どもアートスタジオ
小学生が豊富な素材で工作を楽しみ
ました
6月26日　文化会館 小ホール

子どもアートスタジオ
小学生が豊富な素材で工作を楽しみ
ました
6月26日　文化会館 小ホール
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こ
れ
ま
で
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
燃
え

る
ゴ
ミ
と
し
て
収
集
さ
れ
、
清
掃
セ
ン

タ
ー
で
焼
却
処
理
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

市
で
は
ご
み
の
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル

の
促
進
を
図
る
た
め
、
昨
年
度
か
ら

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
分
別
回
収
に
つ
い
て

準
備
を
進
め
、今
年
の
６
月
１
日
よ
り
、

拠
点
回
収
方
式
に
よ
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
分
別
回
収
を
始
め
ま
し
た
。
市
内
４

施
設
で
回
収
さ
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は

次
の
手
順
で
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
ま
す
。

　
開
始
か
ら
１
か
月
で
、
約
１
ト
ン
の

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
回
収
し
ま
し
た
。
500

m
l
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
３
万
４
千
本
相

当
に
な
り
ま
す
。

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
本
体
と
、
キ
ャ
ッ
プ

や
ラ
ベ
ル
で
は
素
材
が
異
な
り
ま
す
。

回
収
時
に
キ
ャ
ッ
プ
と
ラ
ベ
ル
を
取
り

除
く
こ
と
で
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
以
外
の
異

物
が
除
去
さ
れ
、
よ
り
効
率
的
に
品
質

の
高
い
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
集
め
ら
れ
た

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
大
変
き
れ
い
に
分
別

さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
内
４
か
所
に
設
置
し
た
回
収
箱
に

は
、
い
つ
で
も
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
持
ち

込
め
ま
す
。
ま
た
、
ど
の
回
収
場
所
を

利
用
し
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
回
収
場
所

に
持
ち
込
め
な
い
人
は
、
こ
れ
ま
で
ど

お
り
燃
え
る
ご
み
の
日
に
出
す
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　
市
で
は
、
今
後
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
回
収
な
ど
、

よ
り
良
い
回
収
方
法
の
検
討
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

ビ
ン
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

　
　
リ
サ
イ
ク
ル

ペットボトルのリサイクル手順

市内４施設に設置した回収箱でペットボトルを回収します。
回収場所：コミュニティセンター、加茂市役所
　　　　 （七谷・須田・上条）

④ -2　飲料メーカー
②市内処理業者

①拠点回収

④ -1　繊維メーカー

回収されたペットボトルを、市内業者に
て、圧縮処理し、最終的に県外のリサイ
クル工場に搬出します。

ペットボトルを、工場で細
かく砕いた後、洗浄し「フ
レーク」と呼ばれる再生原
料にします。

フレークをさらに除染し、
「レジン」と呼ばれる飲用
の再生樹脂にします。
これを原料に新たなペット
ボトルを生成します。

衣類の繊維原料や食品
容器に加工します。

再生フレーク

③リサイクル工場

飲料用再生レジン

旭
日
中
綬
章

前
加
茂
市
長

元
防
衛
庁
教
育
訓
練
局
長

小
池

　清
彦
さ
ん

旭
日
小
綬
章

元
新
潟
県
議
会
議
員

金
谷

　國
彦
さ
ん

　
小
池
さ
ん
は
、
32
年
間
奉
職
さ
れ
た

防
衛
庁
（
現
、
防
衛
省
）
を
平
成
４
年

に
退
官
後
、
平
成
７
年
４
月
に
加
茂
市

長
選
挙
で
初
当
選
し
た
の
ち
、
６
期
に

わ
た
り
加
茂
市
長
と
し
て
加
茂
市
政
に

手
腕
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。
「
『
仁
』

の
一
字
を
中
心
と
し
て
、
愛
情
を
根
本

と
す
る
市
政
」
と
し
て
日
本
一
の
福
祉

の
ま
ち
を
め
ざ
し
、
市
民
バ
ス
の
運
行

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
整
備
、

美
人
の
湯
の
建
設
・
運
営
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
無
料
化
な
ど
６
期
24
年
の
う
ち

に
様
々
な
施
策
を
打
ち
出
し
、
市
民
の

福
祉
の
充
実
を
実
現
し
ま
し
た
。

　
勲
章
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
つ
い
て

小
池
さ
ん
は
「
勲
章
は
天
皇
陛
下
か
ら

賜
る
栄
典
で
あ
り
、
光
栄
こ
の
上
な
い

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
加
茂
市
民
の
皆

様
、
一
緒
に
働
い
て
く
だ
さ
っ
た
加
茂

市
役
所
の
皆
様
と
防
衛
庁
の
皆
様
に
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
私

だ
け
頂
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、
ご
指
導

く
だ
さ
っ
た
加
茂
市
民
の
皆
様
、
加
茂

市
役
所
の
皆
様
と
防
衛
庁
の
皆
様
に
申

し
訳
な
く
思
い
ま
す
」
と
感
謝
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、
平
和
憲
法
の
堅

持
と
海
外
派
兵
・
徴
兵
制
の
阻
止
、
防

衛
力
の
整
備
、
少
子
化
脱
却
の
た
め
の

政
策
提
言
、
日
本
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
市

政
水
準
の
維
持
、
柳
生
新
陰
流
剣
法
や

太
極
拳
な
ど
の
武
芸
の
継
承
、
ご
自
身

が
宮
司
を
勤
め
る
長
瀬
神
社
の
神
徳
発

揚
と
、
多
岐
に
わ
た
る
物
事
に
対
し
て

「
尽
力
し
た
い
と
決
意
し
て
お
り
ま

す
。
」
と
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

そ
し
て
「
今
後
ま
す
ま
す
の
加
茂
市
民

の
皆
様
お
一
人
お
ひ
と
り
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
と
ご
繁
栄
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
と
と
も
に
、
国
民
の
平
安
と
繁
栄
を

心
か
ら
お
祈
り
し
て
や
み
ま
せ
ん
。
」

と
お
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
金
谷
さ
ん
は
、
加
茂
農
林
高
校
教
員
、

加
茂
市
教
育
委
員
会
委
員
長
を
経
て
、

平
成
11
年
４
月
の
県
議
会
議
員
選
挙
で

初
当
選
し
た
の
ち
、
５
期
連
続
当
選
し

て
県
議
会
議
長
も
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

在
任
中
に
は
、
県
立
加
茂
病
院
の
存
続

問
題
や
、
国
道
４
０
３
号
線
の
バ
イ
パ

ス
道
路
、
県
道
出
戸
村
松
線
の
道
路
の

拡
張
な
ど
、
様
々
な
地
元
の
課
題
に
真

摯
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

農
業
高
校
出
身
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

農
業
振
興
に
も
尽
力
し
ま
し
た
。
平
成

31
年
の
４
月
に
、
ご
自
身
が
取
り
組
ん

で
き
た
課
題
に
一
定
の
見
通
し
が
つ
い

た
こ
と
、
ま
た
ご
自
身
が
高
齢
で
あ
る

こ
と
な
ど
を
理
由
に
、
任
期
満
了
で
引

退
を
表
明
し
ま
し
た
。

　
今
は
、
稲
荷
神
社
の
宮
司
の
ほ
か
に
、

近
隣
の
神
社
20
社
の
宮
司
を
兼
務
し
て

い
る
金
谷
さ
ん
。
神
社
な
の
で
、
春
と

秋
の
祭
り
の
時
期
に
な
る
と
行
事
が
立

て
込
ん
で
忙
し
く
な
る
そ
う
で
す
。
ま

た
、
大
学
時
代
か
ら
修
練
し
て
い
る
空

手
道
は
現
在
、
県
空
手
道
連
盟
の
顧
問

と
し
て
、
選
手
に
直
接
指
導
す
る
立
場

か
ら
は
離
れ
、
空
手
道
の
定
着
を
含
め

た
後
進
指
導
者
の
育
成
に
尽
力
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
受
章
に
つ
い
て
金
谷
さ
ん
は
「
周
り

の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
が
あ
っ
て
今
ま
で

や
っ
て
こ
れ
た
。
特
に
空
手
の
教
え
子

が
よ
く
動
い
て
く
れ
て
、
大
変
助
か
っ

た
。
皆
さ
ん
と
頂
い
た
受
章
だ
と
思

う
。
」
と
、
支
援
者
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
お
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
に
つ
い
て
伺
っ
た
と
こ
ろ
「
今

受
け
持
っ
て
い
る
社
を
守
り
、
日
本
の

良
き
伝
統
や
風
習
を
守
っ
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。
」
と
、
ご
自
身
の
宮
司
と

し
て
の
勤
め
に
ま
い
進
し
て
い
く
こ
と

を
お
話
さ
れ
ま
し
た
。
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ビ
ン
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

　
　
　
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て

加
茂
市
長
　藤
田
明
美

ガラスビンのリサイクル手順

①中間ストックヤード
　　　（衛生センター）

②リサイクル施設

③カレット工場

④ビン工場

ごみステーションで回収されたガラス・セトモノ類
を、中間ストックヤードに搬入します。

分別されたガラスビンを県内の処理業
者に持ち込み、色分別を行います。

出展：ガラスびん3Ｒ促進協議会

完成したカレットを、けい砂、石灰石、ソーダ灰など
天然素材と混ぜ合わせ、溶解し、新たなビンに再生さ
せます。

ガラス・セトモノ類を、手作業で袋から出し、ガラスの空ビンとその他の瓦礫に分別
し、ガラスの空ビンだけをカゴに入れていきます。

　
こ
れ
ま
で
ガ
ラ
ス
の
空
ビ
ン
は
、
ガ

ラ
ス
・
セ
ト
モ
ノ
類
と
し
て
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
収
集
さ
れ
、
鱈
田
沢
不

燃
物
埋
立
処
分
場
に
搬
入
し
破
砕
後
、

埋
立
処
理
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
の
４
月
末
を
も
っ
て
鱈
田
沢
不

燃
物
埋
立
処
分
場
が
満
杯
と
な
り
、
不

燃
物
の
受
入
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
５
月
１
日
よ
り
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
で
収
集
さ
れ
た
ガ
ラ
ス
・
セ
ト
モ
ノ

類
は
、
加
茂
市
・
田
上
町
消
防
衛
生
保

育
組
合
が
衛
生
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
（
加

茂
新
田
）に
設
置
し
た「
不
燃
物
中
間
ス

ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
」
に
搬
入
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
ガ
ラ
ス
の
空
き
ビ
ン
と
そ

の
他
の
瓦
礫
に
分
別
さ
れ
、
空
ビ
ン
は

次
の
手
順
で
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
毎
月
15
ト
ン
程
度
の

ガ
ラ
ス
ビ
ン
が
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ビ
ー
ル
の
大
ビ
ン
２

万
５
千
本
相
当
に
な
り
ま
す
。

　
中
間
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
で
の
分
別
作

業
は
、
職
員
の
手
作
業
で
行
っ
て
お
り

ま
す
。
空
き
ビ
ン
は
、
割
れ
た
ビ
ン
や

ガ
ラ
ス
・
セ
ト
モ
ノ
類
と
分
け
て
袋
に

入
れ
て
か
ら
出
し
て
い
た
だ
け
る
と
分

別
作
業
が
効
率
化
し
、
安
全
性
も
向
上

し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
日
頃
よ
り
ご
み
の
分
別
・
収
集
に
ご
理
解
・
ご
協
力
く
だ
さ
り
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
加
茂
市
で
は
、
令
和
３
年
度
よ
り
、
新
た
に
「
ガ
ラ
ス
の
空
ビ
ン
」
と

「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な
方
法
で

リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
の
か
、
そ
の
流
れ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ガ
ラ
ス
ビ
ン
の

　
　
リ
サ
イ
ク
ル

その後、県外の処理
工場で細かく砕き、
「カレット」と呼ば
れる再生原料にしま
す。

カレット

出展：ガラスびん3Ｒ促進協議会
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市内４施設に設置した回収箱でペットボトルを回収します。
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　　　　 （七谷・須田・上条）
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①拠点回収

④ -1　繊維メーカー

回収されたペットボトルを、市内業者に
て、圧縮処理し、最終的に県外のリサイ
クル工場に搬出します。

ペットボトルを、工場で細
かく砕いた後、洗浄し「フ
レーク」と呼ばれる再生原
料にします。

フレークをさらに除染し、
「レジン」と呼ばれる飲用
の再生樹脂にします。
これを原料に新たなペット
ボトルを生成します。

衣類の繊維原料や食品
容器に加工します。

再生フレーク

③リサイクル工場

飲料用再生レジン

旭
日
中
綬
章

前
加
茂
市
長

元
防
衛
庁
教
育
訓
練
局
長

小
池

　清
彦
さ
ん

旭
日
小
綬
章

元
新
潟
県
議
会
議
員

金
谷

　國
彦
さ
ん

　
小
池
さ
ん
は
、
32
年
間
奉
職
さ
れ
た

防
衛
庁
（
現
、
防
衛
省
）
を
平
成
４
年

に
退
官
後
、
平
成
７
年
４
月
に
加
茂
市

長
選
挙
で
初
当
選
し
た
の
ち
、
６
期
に

わ
た
り
加
茂
市
長
と
し
て
加
茂
市
政
に

手
腕
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。
「
『
仁
』

の
一
字
を
中
心
と
し
て
、
愛
情
を
根
本

と
す
る
市
政
」
と
し
て
日
本
一
の
福
祉

の
ま
ち
を
め
ざ
し
、
市
民
バ
ス
の
運
行

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
整
備
、

美
人
の
湯
の
建
設
・
運
営
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
無
料
化
な
ど
６
期
24
年
の
う
ち

に
様
々
な
施
策
を
打
ち
出
し
、
市
民
の

福
祉
の
充
実
を
実
現
し
ま
し
た
。

　
勲
章
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
つ
い
て

小
池
さ
ん
は
「
勲
章
は
天
皇
陛
下
か
ら

賜
る
栄
典
で
あ
り
、
光
栄
こ
の
上
な
い

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
加
茂
市
民
の
皆

様
、
一
緒
に
働
い
て
く
だ
さ
っ
た
加
茂

市
役
所
の
皆
様
と
防
衛
庁
の
皆
様
に
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
私

だ
け
頂
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、
ご
指
導

く
だ
さ
っ
た
加
茂
市
民
の
皆
様
、
加
茂

市
役
所
の
皆
様
と
防
衛
庁
の
皆
様
に
申

し
訳
な
く
思
い
ま
す
」
と
感
謝
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、
平
和
憲
法
の
堅

持
と
海
外
派
兵
・
徴
兵
制
の
阻
止
、
防

衛
力
の
整
備
、
少
子
化
脱
却
の
た
め
の

政
策
提
言
、
日
本
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
市

政
水
準
の
維
持
、
柳
生
新
陰
流
剣
法
や

太
極
拳
な
ど
の
武
芸
の
継
承
、
ご
自
身

が
宮
司
を
勤
め
る
長
瀬
神
社
の
神
徳
発

揚
と
、
多
岐
に
わ
た
る
物
事
に
対
し
て

「
尽
力
し
た
い
と
決
意
し
て
お
り
ま

す
。
」
と
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

そ
し
て
「
今
後
ま
す
ま
す
の
加
茂
市
民

の
皆
様
お
一
人
お
ひ
と
り
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
と
ご
繁
栄
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
と
と
も
に
、
国
民
の
平
安
と
繁
栄
を

心
か
ら
お
祈
り
し
て
や
み
ま
せ
ん
。
」

と
お
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
金
谷
さ
ん
は
、
加
茂
農
林
高
校
教
員
、

加
茂
市
教
育
委
員
会
委
員
長
を
経
て
、

平
成
11
年
４
月
の
県
議
会
議
員
選
挙
で

初
当
選
し
た
の
ち
、
５
期
連
続
当
選
し

て
県
議
会
議
長
も
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

在
任
中
に
は
、
県
立
加
茂
病
院
の
存
続

問
題
や
、
国
道
４
０
３
号
線
の
バ
イ
パ

ス
道
路
、
県
道
出
戸
村
松
線
の
道
路
の

拡
張
な
ど
、
様
々
な
地
元
の
課
題
に
真

摯
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

農
業
高
校
出
身
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

農
業
振
興
に
も
尽
力
し
ま
し
た
。
平
成

31
年
の
４
月
に
、
ご
自
身
が
取
り
組
ん

で
き
た
課
題
に
一
定
の
見
通
し
が
つ
い

た
こ
と
、
ま
た
ご
自
身
が
高
齢
で
あ
る

こ
と
な
ど
を
理
由
に
、
任
期
満
了
で
引

退
を
表
明
し
ま
し
た
。

　
今
は
、
稲
荷
神
社
の
宮
司
の
ほ
か
に
、

近
隣
の
神
社
20
社
の
宮
司
を
兼
務
し
て

い
る
金
谷
さ
ん
。
神
社
な
の
で
、
春
と

秋
の
祭
り
の
時
期
に
な
る
と
行
事
が
立

て
込
ん
で
忙
し
く
な
る
そ
う
で
す
。
ま

た
、
大
学
時
代
か
ら
修
練
し
て
い
る
空

手
道
は
現
在
、
県
空
手
道
連
盟
の
顧
問

と
し
て
、
選
手
に
直
接
指
導
す
る
立
場

か
ら
は
離
れ
、
空
手
道
の
定
着
を
含
め

た
後
進
指
導
者
の
育
成
に
尽
力
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
受
章
に
つ
い
て
金
谷
さ
ん
は
「
周
り

の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
が
あ
っ
て
今
ま
で

や
っ
て
こ
れ
た
。
特
に
空
手
の
教
え
子

が
よ
く
動
い
て
く
れ
て
、
大
変
助
か
っ

た
。
皆
さ
ん
と
頂
い
た
受
章
だ
と
思

う
。
」
と
、
支
援
者
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
お
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
に
つ
い
て
伺
っ
た
と
こ
ろ
「
今

受
け
持
っ
て
い
る
社
を
守
り
、
日
本
の

良
き
伝
統
や
風
習
を
守
っ
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。
」
と
、
ご
自
身
の
宮
司
と

し
て
の
勤
め
に
ま
い
進
し
て
い
く
こ
と

を
お
話
さ
れ
ま
し
た
。
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こ
れ
ま
で
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
燃
え

る
ゴ
ミ
と
し
て
収
集
さ
れ
、
清
掃
セ
ン

タ
ー
で
焼
却
処
理
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

市
で
は
ご
み
の
減
量
化
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リ
サ
イ
ク
ル
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め
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ッ
ト
ボ
ト
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分
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回
収
に
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い
て

準
備
を
進
め
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年
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６
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り
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拠
点
回
収
方
式
に
よ
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ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
分
別
回
収
を
始
め
ま
し
た
。
市
内
４

施
設
で
回
収
さ
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は

次
の
手
順
で
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
ま
す
。

　
開
始
か
ら
１
か
月
で
、
約
１
ト
ン
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ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
回
収
し
ま
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た
。
500

m
l
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
３
万
４
千
本
相

当
に
な
り
ま
す
。

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
本
体
と
、
キ
ャ
ッ
プ

や
ラ
ベ
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で
は
素
材
が
異
な
り
ま
す
。

回
収
時
に
キ
ャ
ッ
プ
と
ラ
ベ
ル
を
取
り

除
く
こ
と
で
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
以
外
の
異

物
が
除
去
さ
れ
、
よ
り
効
率
的
に
品
質

の
高
い
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
集
め
ら
れ
た

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
大
変
き
れ
い
に
分
別

さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
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４
か
所
に
設
置
し
た
回
収
箱
に

は
、
い
つ
で
も
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
持
ち

込
め
ま
す
。
ま
た
、
ど
の
回
収
場
所
を

利
用
し
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
回
収
場
所

に
持
ち
込
め
な
い
人
は
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こ
れ
ま
で
ど

お
り
燃
え
る
ご
み
の
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に
出
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こ
と
も

で
き
ま
す
。
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今
後
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ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

ご
み
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ー
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ョ
ン
で
の
回
収
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ど
、

よ
り
良
い
回
収
方
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の
検
討
を
進
め
て

ま
い
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ま
す
。

ビ
ン
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

　
　
リ
サ
イ
ク
ル

ペットボトルのリサイクル手順

市内４施設に設置した回収箱でペットボトルを回収します。
回収場所：コミュニティセンター、加茂市役所
　　　　 （七谷・須田・上条）

④ -2　飲料メーカー
②市内処理業者

①拠点回収

④ -1　繊維メーカー

回収されたペットボトルを、市内業者に
て、圧縮処理し、最終的に県外のリサイ
クル工場に搬出します。

ペットボトルを、工場で細
かく砕いた後、洗浄し「フ
レーク」と呼ばれる再生原
料にします。

フレークをさらに除染し、
「レジン」と呼ばれる飲用
の再生樹脂にします。
これを原料に新たなペット
ボトルを生成します。

衣類の繊維原料や食品
容器に加工します。

再生フレーク

③リサイクル工場

飲料用再生レジン
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小
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日
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元
新
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議
会
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員
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小
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（
現
、
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に
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後
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長
選
挙
で
初
当
選
し
た
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期
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り
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長
と
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加
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市
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に

手
腕
を
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た
。
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の
一
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を
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と
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、
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を
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市
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と
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て
日
本
一
の
福
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、
市
民
バ
ス
の
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行

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
整
備
、
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人
の
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の
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、
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ス
の
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化
な
ど
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期
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年
の
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ち

に
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な
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策
を
打
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出
し
、
市
民
の
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の
充
実
を
実
現
し
ま
し
た
。
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だ
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た
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と
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て
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は
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は
天
皇
陛
下
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ら

賜
る
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典
で
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り
、
光
栄
こ
の
上
な
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と
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ろ
で
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。
加
茂
市
民
の
皆
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、
一
緒
に
働
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く
だ
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た
加
茂

市
役
所
の
皆
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と
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の
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に
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か
ら
感
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申
し
上
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す
。
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私
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て
、
ご
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だ
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の
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、
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の
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に
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く
思
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ま
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」
と
感
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の
言
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を
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ま
し
た
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今
後
に
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は
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和
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法
の
堅

持
と
海
外
派
兵
・
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兵
制
の
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止
、
防
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力
の
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、
少
子
化
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の
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め
の
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提
言
、
日
本
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プ
ク
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ス
の
市

政
水
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の
維
持
、
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新
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流
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法
や

太
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な
ど
の
武
芸
の
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承
、
ご
自
身

が
宮
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を
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る
長
瀬
神
社
の
神
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発

揚
と
、
多
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に
わ
た
る
物
事
に
対
し
て

「
尽
力
し
た
い
と
決
意
し
て
お
り
ま

す
。
」
と
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て
く
だ
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い
ま
し
た
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今
後
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の
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の
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の
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安
と
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ら
お
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り
し
て
や
み
ま
せ
ん
。
」

と
お
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さ
れ
ま
し
た
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金
谷
さ
ん
は
、
加
茂
農
林
高
校
教
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、

加
茂
市
教
育
委
員
会
委
員
長
を
経
て
、

平
成
11
年
４
月
の
県
議
会
議
員
選
挙
で

初
当
選
し
た
の
ち
、
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期
連
続
当
選
し

て
県
議
会
議
長
も
務
め
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れ
ま
し
た
。

在
任
中
に
は
、
県
立
加
茂
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院
の
存
続
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や
、
国
道
４
０
３
号
線
の
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ス
道
路
、
県
道
出
戸
村
松
線
の
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路
の

拡
張
な
ど
、
様
々
な
地
元
の
課
題
に
真

摯
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

農
業
高
校
出
身
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

農
業
振
興
に
も
尽
力
し
ま
し
た
。
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成

31
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の
４
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に
、
ご
自
身
が
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り
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ん

で
き
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に
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の
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し
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い

た
こ
と
、
ま
た
ご
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が
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で
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る

こ
と
な
ど
を
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由
に
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了
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を
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ま
し
た
。
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、
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の
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に
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の
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社
の
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を
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て
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る
金
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。
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社
な
の
で
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春
と

秋
の
祭
り
の
時
期
に
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る
と
行
事
が
立

て
込
ん
で
忙
し
く
な
る
そ
う
で
す
。
ま

た
、
大
学
時
代
か
ら
修
練
し
て
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る
空

手
道
は
現
在
、
県
空
手
道
連
盟
の
顧
問

と
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て
、
選
手
に
直
接
指
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す
る
立
場

か
ら
は
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れ
、
空
手
道
の
定
着
を
含
め

た
後
進
指
導
者
の
育
成
に
尽
力
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
受
章
に
つ
い
て
金
谷
さ
ん
は
「
周
り

の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
が
あ
っ
て
今
ま
で

や
っ
て
こ
れ
た
。
特
に
空
手
の
教
え
子

が
よ
く
動
い
て
く
れ
て
、
大
変
助
か
っ

た
。
皆
さ
ん
と
頂
い
た
受
章
だ
と
思

う
。
」
と
、
支
援
者
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
お
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
に
つ
い
て
伺
っ
た
と
こ
ろ
「
今

受
け
持
っ
て
い
る
社
を
守
り
、
日
本
の

良
き
伝
統
や
風
習
を
守
っ
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。
」
と
、
ご
自
身
の
宮
司
と

し
て
の
勤
め
に
ま
い
進
し
て
い
く
こ
と

を
お
話
さ
れ
ま
し
た
。
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【有料広告】

N E W S  T O P I C S

ランドセルが紡ぐ学びのリレー（6/9）

「マイ・タイムライン」をもっと身近に（6/9）
　三条地域振興局地域整備部職員と市総務課防災係職員によ
る防災授業「マイ・タイムライン教室～みずから避難で命を
守ろう」が、６月９日（水）に須田中学校で開催されました。
　マイ・タイムラインとは、災害発生の際に取るべき行動を
時系列的に整理して作成する個人の防災行動計画のことです。
授業では、県の職員から、実際の場面では警報が出ているの
に逃げる判断が出来ないこと、それは防災に関する知識が不
足していることなどの説明がありました。市の職員からは、
市の洪水ハザードマップの内容の解説がありました。また、
グループワークでは生徒たちは地区ごとに８つのグループに
分かれて、ハザードマップ上の自宅の位置や避難場所の確認、
警戒レベルの名称と避難情報の組み合わせゲーム、各グルー
プでマイ・タイムラインの作成・発表、それを受けて各自の
マイ・タイムラインの作成をしました。

　新潟経営大学ボランティアサークルが、不要になったラ
ンドセルをアジアの子ども達へ送る「ランドセル回収プロ
ジェクト」に取り組んでいます。
　昨年冬に加茂市内の商店街を中心に呼びかけて回収した
ランドセル 74 個を発送する準備を、９日に大学の学生玄
関で行いました。ランドセルは愛知県の仲介業者を経て、
フィリピンなどの子ども達に送られます。仲介業者までの
発送費用は、学生たちが学内で募ったほか、市内のリサイ
クル業者の協賛も得られ、無事発送することができました。ランドセルのうち１個は第二弾の活動への
バトンとして保管するそうです。第二弾は今年秋ごろを予定していて、サークル代表の伊藤光咲さんは
「ランドセル以外に送る品目を増やしたい」と話していました。

※年々、風水害が頻発化・激甚化し
ています。「その時」は、いつやっ
てくるか分かりません。家庭、学校、
職場など各場面でのマイ・タイム
ラインを作って、風水害に備えま
しょう。
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催
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ランドセルが紡ぐ学びのリレー（6/9）

「マイ・タイムライン」をもっと身近に（6/9）
　三条地域振興局地域整備部職員と市総務課防災係職員によ
る防災授業「マイ・タイムライン教室～みずから避難で命を
守ろう」が、６月９日（水）に須田中学校で開催されました。
　マイ・タイムラインとは、災害発生の際に取るべき行動を
時系列的に整理して作成する個人の防災行動計画のことです。
授業では、県の職員から、実際の場面では警報が出ているの
に逃げる判断が出来ないこと、それは防災に関する知識が不
足していることなどの説明がありました。市の職員からは、
市の洪水ハザードマップの内容の解説がありました。また、
グループワークでは生徒たちは地区ごとに８つのグループに
分かれて、ハザードマップ上の自宅の位置や避難場所の確認、
警戒レベルの名称と避難情報の組み合わせゲーム、各グルー
プでマイ・タイムラインの作成・発表、それを受けて各自の
マイ・タイムラインの作成をしました。

　新潟経営大学ボランティアサークルが、不要になったラ
ンドセルをアジアの子ども達へ送る「ランドセル回収プロ
ジェクト」に取り組んでいます。
　昨年冬に加茂市内の商店街を中心に呼びかけて回収した
ランドセル 74 個を発送する準備を、９日に大学の学生玄
関で行いました。ランドセルは愛知県の仲介業者を経て、
フィリピンなどの子ども達に送られます。仲介業者までの
発送費用は、学生たちが学内で募ったほか、市内のリサイ
クル業者の協賛も得られ、無事発送することができました。ランドセルのうち１個は第二弾の活動への
バトンとして保管するそうです。第二弾は今年秋ごろを予定していて、サークル代表の伊藤光咲さんは
「ランドセル以外に送る品目を増やしたい」と話していました。

※年々、風水害が頻発化・激甚化し
ています。「その時」は、いつやっ
てくるか分かりません。家庭、学校、
職場など各場面でのマイ・タイム
ラインを作って、風水害に備えま
しょう。
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瀬
神
社
の
氏
子
と
し

て
陣
ヶ
峰
区
の
ま
と
め
役
や
、
地
元
区

の
神
社
の
神
社
委
員
長
と
し
て
お
祭
り

の
際
に
は
そ
の
運
営
を
務
め
る
な
ど
、

地
域
へ
貢
献
す
る
活
動
の
か
た
わ
ら
、

わ
ら
び
な
ど
の
山
菜
取
り
や
海
釣
り
を

し
て
楽
し
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

　
後
進
の
消
防
団
員
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
伺
う
と
「
何
よ
り
経
験
が
大
事
。
火

を
見
る
と
人
は
興
奮
し
て
し
ま
う
。
例

え
ば
ホ
ー
ス
の
向
き
も
普
通
な
ら
決
ま

っ
て
い
る
け
ど
、
い
ざ
そ
の
場
に
来
る

と
気
が
動
転
し
て
逆
に
出
し
て
し
ま
う

な
ん
て
こ
と
も
あ
る
。
」
と
、
経
験
を

積
む
こ
と
の
大
切
さ
を
お
話
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
「
署
か
ら
も
指
示
が
あ
る

が
、
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
の
見
守

り
が
大
切
。
」
と
、
災
害
時
以
外
の
平

時
の
地
域
の
つ
な
が
り
も
大
切
だ
と
い

う
こ
と
を
お
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
６
月
６
日
（
日
）
午
前
６
時
か
ら
、

加
茂
川
河
川
敷
で
加
茂
川
一
斉
清
掃
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
市
内
協
力
団

体
や
、
地
域
の
住
民
、
小
中
学
生
な
ど

約
千
二
百
人
が
参
加
し
、
市
民
の
憩
い

の
場
で
あ
る
河
川
敷
を
掃
除
し
ま
し
た
。

集
ま
っ
た
ゴ
ミ
や
草
刈
り
で
出
た
草
は

清
掃
終
了
後
に
市
の
ト
ラ
ッ
ク
が
回
収

し
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
１
巡
目
の
国
民
体
育
大

会
を
前
に
市
を
挙
げ
て
行
っ
た
の
が
始

ま
り
で
す
。
そ
の
後
水
害
や
河
川
改
修

で
中
断
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
48

年
に
環
境
衛
生
協
議
会
の
主
催
で
再
開

さ
れ
、
昭
和
54
年
か
ら
は
毎
年
行
わ
れ

る
事
業
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

加
茂
川
清
掃
　
〜
番
外
編
〜

加
茂
中
学
校
の
１
年
生
が
地
域
美
化
活

動
と
し
て
、
７
月
１
日
に
加
茂
川
河
川

敷
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

市
民
の
憩
い
の
場

　
　
い
つ
ま
で
も
き
れ
い
に

加
茂
川
一
斉
清
掃
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ニ
ュ
ー
ス
　
ト
ピ
ッ
ク
ス

N E W S  T O P I C S

デジタルサイネージを設置しました（7/1）

自主防災シンポジウムを開催しました（6/27）
　出水期（川が増水しやすい時期）に合わせて、新潟
県と共催で自主防災シンポジウムを産業センターホー
ルで開催しました。市内外から131人が参加しました。
　シンポジウムでは柏崎市関町町内会長（前自主防災
会会長）の白川信彦さんの「…ながら防災」講演や、
パネラーとして白川さんと、田上町上野地区自主防災
会会長の中澤幸一さん、加茂市中村区自主防災会会長
の荒井誠治さん、コーディネーターに公益社団法人中
越防災安全推進機構の河内毅さんを迎えてパネルディ
スカッションを行いました。
　参加者アンケートでは参加者から「出来る事から活
動したい」や「避難ルートを家庭で確認する」などの
前向きなご意見を頂きました。

　ディスプレイにコンピュータ制御で広告と行政情報な
どを映し出す、デジタルサイネージ（わが街 NAVI）が市
役所１階の市民課と税務課の間に設置されました。これ
は、株式会社サイネックスと加茂市が共同で設置するも
ので、導入費用などは株式会社サイネックスが広告費な
どから負担し、加茂市の負担はありません。
　デジタルサイネージの設置工事後は、大きな画面に行
政情報の静止画や、事業者の広告動画などが映し出され
ました。明るく大きいディスプレイに映し出される広告
や加茂市内の風景動画などを、来庁者は足を止めて見て
いました。

第一生命保険株式会社と包括連携協定（7/5）
　加茂市と第一生命保険株式会社が、地方創生に
関する包括連携協定を結びました。第一生命保険
株式会社との同協定の締結は県内で２例目です。
　協定の内容は「健康増進」「地域の活性化」
「市民の安心・安全」「スポーツ振興」「女性活
躍推進」「その他、地方創生の実現」の６つで、
今後は既に着手している事業（ワクチン予約のお
手伝いなど）に加えて、これらに関わる事業を具
体的に検討していくことになります。

※「わが街NAVI」への広告掲載のお問い合わせは株式会社サイネックス新潟支店（☎025－243－5673）へ

国
保
か
ら
の
お
知
ら
せ
（
保
険
証
）

国
保
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
保
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、
病
気

や
け
が
の
と
き
に
安
心
し
て
受
診
で
き

る
よ
う
に
、
日
ご
ろ
か
ら
収
入
に
応
じ

て
お
金
（
国
保
税
）
を
出
し
合
い
、
み

ん
な
で
助
け
合
う
制
度
で
す
。

　
国
保
は
医
療
保
険
の
ひ
と
つ
と
し
て

新
潟
県
が
主
体
と
な
り
運
営
し
、
職
場

の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
と
そ

の
扶
養
家
族
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
加
入
し
て
い
る
人
、
生
活
保
護
を
受

け
て
い
る
人
な
ど
を
除
い
て
、
す
べ
て

の
人
が
国
保
に
加
入
し
ま
す
。

　
国
保
の
保
険
証
（
国
民

健
康
保
険
被
保
険
者
証
）

を
８
月
に
更
新
し
ま
す
。

新
し
い
保
険
証
は
「
ベ
ー
ジ
ュ
色
」
で

す
。
世
帯
の
分
を
ま
と
め
て
世
帯
主
宛

て
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
内
容
を
確
認

は
、
有
効
期
限
が
誕
生
月
の
月
末
（
１

日
生
ま
れ
の
人
は
前
月
末
）
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。
対
象
者
に
は
、
有
効

期
限
が
切
れ
る
前
に
一
部
負
担
金
の
割

合
が
記
載
さ
れ
た
新
し
い
保
険
証
（
兼

高
齢
受
給
者
証
）
を
お
届
け
し
ま
す
。

保
険
証
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　
通
常
、
保
険
証
の
有
効
期
限
は
毎
年

７
月
31
日
で
す
が
、
次
の
場
合
は
有
効

期
限
が
別
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
新
た
に
70
歳
に
な
る
人
の
保
険
証

保
険
証
の
有
効
期
限

保
険
証
８
月
か
ら

「
ベ
ー
ジ
ュ
色
」

の
う
え
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
資
格
が
な
く
な
っ
た
ら
届
け
出
を

　
職
場
の
保
険
に
加
入
し
た
と
き
や
他

の
市
町
村
へ
転
出
す
る
場
合
は
、
必
ず

届
け
出
て
保
険
証
を
お
返
し
く
だ
さ

い
。

▼
学
生
の
場
合

　
市
外
に
住
所
を
移
し
て
い
る
学
生

は
、
特
例
で
加
茂
市
か
ら
国
保
の
保
険

証
を
交
付
し
ま
す
。
在
学
証
明
書
ま
た

は
学
生
証
の
写
し
を
添
付
し
、
市
民
課

の
窓
口
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問

健
康
福
祉
課
（
内
線
161
・
163
）

こんなときは お持ちいただくもの

 

他市町村から転入してきたとき 転出証明書
退職や認定取消などで
他の健康保険をやめたとき

健保などの資格等喪失
連絡票

子どもが生まれたとき 母子健康手帳
生活保護を受けなくなったとき 保護廃止連絡票
他市町村へ転出するとき 保険証
他の健康保険に加入したとき 国保と健保などの保険証
死亡したとき 保険証
生活保護を受けたとき 保険証・保護開始連絡票
住所・世帯主・氏名などが変わった
とき 保険証

保険証をなくしたとき 本人を確認できるもの
（代理人の場合は郵送） 

保険証の内容訂正または汚れたとき 保険証
修学のため他市町村へ行くとき 保険証・在学の証明書

国 

保 

に 

加 

入
国 

保 

脱 

退

そ 

の 

他

こんなときは14日以内に市民課へ届け出ください

※届け出のときは、個人番号（マイナンバー）が分かる書類をお持ちください。

▼
70
歳
に
な
る
人
に
は
「
〜
兼
高
齢
受

給
者
証
」
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国
保
か
ら
の
お
知
ら
せ
（
国
保
税
）

■
食
事
の
減
額
認
定
証

　
入
院
時
の
食
事
負
担
額
は
１
食
460
円

で
す
が
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
で
「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

を
お
持
ち
の
人
は
、
１
食
210
円
（
過
去

12
か
月
の
入
院
日
数
が
90
日
を
超
え
る

長
期
入
院
の
場
合
は
160
円
、
70
歳
以
上

の
人
で
所
得
が
０
円
と
な
る
世
帯
の
人

は
100
円
）
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

 
●入院したときの食事代の標準負担額（１食当たり） 

一般（下記以外の人） 460円  

住民税非課税世帯 
低所得者Ⅱ（70 歳以上） 

90 日までの入院 210円  

90 日超の入院（過去 12 か月
の入院日数） 160円  

低所得者Ⅰ（70 歳以上） 100円  

※住民税非課税世帯（低所得者Ⅰ・Ⅱ）の人は「限度額適用・標準負担 
額減額認定証」が必要です。健康福祉課の窓口にお申し出ください。 

●７０歳以上７５歳未満の人の所得区分について 
・現役並み所得者（３割負担） 

同一世帯に住民税課税所得が 145 万円以上の、70歳以上 75歳未満の国保被保険者がいる人。 
ただし、70 歳以上 75 歳未満の国保被保険者の収入合計が、２人以上で 520 万円未満、一人で 383 万

円未満の場合は、申請により２割負担となります。 

・低所得者Ⅱ
 

同一世帯の世帯主および国保被保険者が住民税非課税の人。
 

・低所得者Ⅰ 
世帯主および国保被保険者が住民税非課税で、その世帯の各所得が必要経費・控除（年金の所得は控

除額を 80万円として計算）を差し引いたときに０円となる人。

 
 

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

問

税
務
課
民
税
係
（
内
線
121
）

■
国
民
健
康
保
険
税
は
忘
れ
ず
に

　
国
保
税
は
国
保
に
加
入
し
て
い
る
世

帯
員
の
分
を
ま
と
め
て
世
帯
主
か
ら
納

め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

納
期
限
ま
で
に
納
め
る
よ
う
ご
協
力
く

だ
さ
い
。
納
期
は
７
月
か
ら
翌
年
３
月

ま
で
の
９
回
で
す
。

・
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
口
座
振
替
の
依
頼
書
は
、
市
内
の
金

融
機
関
（
郵
便
局
を
含
む
）
と
税
務
課
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
に
あ

り
ま
す
。
25
日
（
郵
便
局
は
20
日
）
ま

で
の
申
し
込
み
で
、
翌
月
納
期
分
か
ら

口
座
振
替
納
税
で
き
ま
す
。

・
納
税
は
い
つ
か
ら

　
国
保
税
は
、
国
保
の
資
格
を
得
た
月

の
分
か
ら
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
届

け
出
を
し
た
と
き
か
ら
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
世
帯
主
お
よ
び
世
帯
全
員
が
65
歳

以
上
75
歳
未
満
の
世
帯
は
、
原
則
と
し

て
年
金
か
ら
の
天
引
に
よ
る
納
付
と
な

り
ま
す
。

　
国
保
税
を
納
め
な
い
ま
ま
で
い
る

と
、
有
効
期
限
の
短
い
「
短
期
被
保
険

者
証
」
や
「
資
格
証
明
書
」
が
交
付
さ

れ
た
り
、
高
額
療
養
費
の
限
度
額
適
用

認
定
も
制
限
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

令和３年度　加茂市の国民健康保険税率

所得割

資産割

均等割

平均割

賦課限度額

前年中の所得から33万円を控除し
た基礎額に右の割合を乗じて算出
今年度の固定資産税額に右の割合
を乗じて計算

１人当たり

１世帯当たり

医療給付費分 後期高齢者
支援金分

介護納付金分
（40～64歳のみ）

7.40％

19.78％

29,400円

20,600円

63万円

2.10％

7.80％

9,600円

5,400円

19万円

2.45％

-　

13,420円

-　

17万円

・上記の割合で算出した国民健康保険料は、世帯主に対して課税します。
・年度途中の加入・脱退については、月割りで計算します。

国
保
か
ら
の
お
知
ら
せ
（
高
額
療
養
費
）

　
新
た
に
75
歳
に
達
す
る
人
の
保
険
証

の
有
効
期
限
は
誕
生
日
の
前
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
75
歳
に
な
る
と
「
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
」
に
加
入
す
る
こ
と
に

な
る
た
め
で
す
。
75
歳
の
誕
生
日
ま
で

に
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
証

を
お
届
け
し
ま
す
。

・
国
保
税
を
滞
納
す
る
と

　
特
別
な
事
情
が
な
く
国
保
税
を
滞
納

す
る
と
、
有
効
期
限
が
短
い
「
短
期
被

保
険
者
証
」
が
交
付
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
国
保
税
の
納
付
が
困
難
な
場

合
は
税
務
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
保
険
証
が
更
新
さ

れ
ま
す
。
８
月
か
ら
の
保
険
証
は
「
桃

色
」
で
、
個
人
宛
て
に
郵
送
し
ま
す
。

医
療
機
関
の
窓
口
で
そ
の
区
分
に
応
じ

た
限
度
額
を
適
用
さ
せ
る
た
め
に
は

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
が
必
要
で

す
。
入
院
や
通
院
で
自
己
負
担
が
高
額

に
な
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
健
康
福

祉
課
で
申
請
し
、
交
付
さ
れ
た
認
定
証

を
医
療
機
関
に
提
示
す
る
こ
と
で
、
医

療
機
関
で
の
負
担
が
限
度
額
ま
で
と
な

り
ま
す
。

　
な
お
、
複
数
の
医
療
機
関
へ
の
支
払

い
で
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
る
場
合

は
、
い
っ
た
ん
３
割
分
を
支
払
い
、
後

か
ら
申
請
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
自
己

負
担
限
度
額
を
超
え
た
分
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

■
70
歳
以
上
の
高
額
療
養
費

　
一
般
世
帯
は
「
保
険
証
」
だ
け
を
、

現
役
並
み
所
得
者
の
う
ち
現
役
区
分

Ⅰ・
Ⅱ
に
該
当
す
る
人
は
「
保
険
証
と

限
度
額
適
用
認
定
証
」
を
、
低
所
得
者

Ⅰ・
Ⅱ
に
該
当
す
る
人
は
、「
保
険
証
と

減
額
認
定
証
」
を
そ
れ
ぞ
れ
提
示
す
る

こ
と
で
医
療
機
関
で
の
支
払
い
が
限
度

額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
月
の
途
中
で
75
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
て
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
と
な
る
人
は
、
同
一
月
で
そ
れ

ま
で
加
入
し
て
い
た
医
療
保
険
制
度

（
国
保
な
ど
）
と
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
そ
れ
ぞ
れ
で
限
度
額
を
負
担
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
特
例
と
し
て
75

歳
に
到
達
し
た
月
は
、
移
行
前
後
の
医

療
保
険
制
度
で
の
限
度
額
が
そ
れ
ぞ
れ

本
来
の
額
の
２
分
の
１
に
な
り
ま
す
。

（
１
日
生
ま
れ
を
除
く
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

▼
75
歳
の
誕
生
日
か
ら
は
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に

■
70
歳
未
満
の
高
額
療
養
費

　
国
保
に
加
入
し
て
い
る
人
の
医
療
費

が
高
額
に
な
っ
た
と
き
に
、
一
つ
の
医

療
機
関
の
窓
口
で
の
支
払
い
は
、
高
額

療
養
費
の
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
で
済

む
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
高
額
療
養
費
の
限
度
額
は
所
得
に

よ
っ
て
複
数
の
区
分
が
あ
り
ま
す
が
、

高
額
療
養
費
に
つ
い
て

保
険
証
は
８
月
か
ら

「
桃
色
」

●70歳未満の高額療養費自己負担限度額（月額） 
      回 数 
所得区分 ３回目まで ４回目以降（※1） 

上位所得世帯 （※2）
総所得金額が９０１万円超 

252,600 円＋（総医療費
－842,000円）×１％ 140,100円 

上位所得世帯 
総所得金額が６００万円超９０１万円以下 

167,400 円＋（総医療費
－558,000円）×１％  93,000円 

一般世帯 
総所得金額が２１０万円超６００万円以下 

 80,100 円＋（総医療費
－267,000円）×１％  44,400円 

一般世帯 
総所得金額が２１０万円以下（非課税世帯を
除く） 

 57,600円  44,400円 

住民税非課税世帯  35,400円  24,600円 
※１ 過去12か月間に、一つの世帯で高額療養費の支給が４回以上あった場合

の４回目以降の限度額。
※２ 所得の申告がない場合も上位所得世帯<ｱ>とみなされます。 
《ここでの総所得は「基礎控除後の総所得金額等」のことです。》 

＜ア＞

＜イ＞

＜ウ＞

＜エ＞

＜オ＞

●70 歳以上 75歳未満の高額療養費自己負担限度額（月額） 

区分 外来（個人単位） 外来＋入院（世帯単位） 

現
役
並
み
所
得
者 

Ⅲ 
課税所得 690 万円以上 

252,600円＋（総医療費－842,000円）×１％ 
（４回目以降は 140,100 円） 

Ⅱ 
課税所得 380 万円以上 

167,4 00円＋（総医療費－558,000 円）×１％ 
（４回目以降は 93,00 0 円） 

Ⅰ 
課税所得 145 万円以上 

 80,100円＋（総医療費－267,000円）×１％ 
（４回目以降は 44,400 円） 

一般  18,000 円 
（年間上限 144,000 円） 

57,600 円 
（４回目以降は 44,400 円） 

低所得者Ⅱ 
  8,000 円 

24,600円 

低所得者Ⅰ 15,000円 
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ニ
ュ
ー
ス
　
ト
ピ
ッ
ク
ス

N E W S  T O P I C S

デジタルサイネージを設置しました（7/1）

自主防災シンポジウムを開催しました（6/27）
　出水期（川が増水しやすい時期）に合わせて、新潟
県と共催で自主防災シンポジウムを産業センターホー
ルで開催しました。市内外から131人が参加しました。
　シンポジウムでは柏崎市関町町内会長（前自主防災
会会長）の白川信彦さんの「…ながら防災」講演や、
パネラーとして白川さんと、田上町上野地区自主防災
会会長の中澤幸一さん、加茂市中村区自主防災会会長
の荒井誠治さん、コーディネーターに公益社団法人中
越防災安全推進機構の河内毅さんを迎えてパネルディ
スカッションを行いました。
　参加者アンケートでは参加者から「出来る事から活
動したい」や「避難ルートを家庭で確認する」などの
前向きなご意見を頂きました。

　ディスプレイにコンピュータ制御で広告と行政情報な
どを映し出す、デジタルサイネージ（わが街 NAVI）が市
役所１階の市民課と税務課の間に設置されました。これ
は、株式会社サイネックスと加茂市が共同で設置するも
ので、導入費用などは株式会社サイネックスが広告費な
どから負担し、加茂市の負担はありません。
　デジタルサイネージの設置工事後は、大きな画面に行
政情報の静止画や、事業者の広告動画などが映し出され
ました。明るく大きいディスプレイに映し出される広告
や加茂市内の風景動画などを、来庁者は足を止めて見て
いました。

第一生命保険株式会社と包括連携協定（7/5）
　加茂市と第一生命保険株式会社が、地方創生に
関する包括連携協定を結びました。第一生命保険
株式会社との同協定の締結は県内で２例目です。
　協定の内容は「健康増進」「地域の活性化」
「市民の安心・安全」「スポーツ振興」「女性活
躍推進」「その他、地方創生の実現」の６つで、
今後は既に着手している事業（ワクチン予約のお
手伝いなど）に加えて、これらに関わる事業を具
体的に検討していくことになります。

※「わが街NAVI」への広告掲載のお問い合わせは株式会社サイネックス新潟支店（☎025－243－5673）へ

国
保
か
ら
の
お
知
ら
せ
（
保
険
証
）

国
保
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
保
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、
病
気

や
け
が
の
と
き
に
安
心
し
て
受
診
で
き

る
よ
う
に
、
日
ご
ろ
か
ら
収
入
に
応
じ

て
お
金
（
国
保
税
）
を
出
し
合
い
、
み

ん
な
で
助
け
合
う
制
度
で
す
。

　
国
保
は
医
療
保
険
の
ひ
と
つ
と
し
て

新
潟
県
が
主
体
と
な
り
運
営
し
、
職
場

の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
と
そ

の
扶
養
家
族
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
加
入
し
て
い
る
人
、
生
活
保
護
を
受

け
て
い
る
人
な
ど
を
除
い
て
、
す
べ
て

の
人
が
国
保
に
加
入
し
ま
す
。

　
国
保
の
保
険
証
（
国
民

健
康
保
険
被
保
険
者
証
）

を
８
月
に
更
新
し
ま
す
。

新
し
い
保
険
証
は
「
ベ
ー
ジ
ュ
色
」
で

す
。
世
帯
の
分
を
ま
と
め
て
世
帯
主
宛

て
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
内
容
を
確
認

は
、
有
効
期
限
が
誕
生
月
の
月
末
（
１

日
生
ま
れ
の
人
は
前
月
末
）
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。
対
象
者
に
は
、
有
効

期
限
が
切
れ
る
前
に
一
部
負
担
金
の
割

合
が
記
載
さ
れ
た
新
し
い
保
険
証
（
兼

高
齢
受
給
者
証
）
を
お
届
け
し
ま
す
。

保
険
証
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　
通
常
、
保
険
証
の
有
効
期
限
は
毎
年

７
月
31
日
で
す
が
、
次
の
場
合
は
有
効

期
限
が
別
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
新
た
に
70
歳
に
な
る
人
の
保
険
証

保
険
証
の
有
効
期
限

保
険
証
８
月
か
ら

「
ベ
ー
ジ
ュ
色
」

の
う
え
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
資
格
が
な
く
な
っ
た
ら
届
け
出
を

　
職
場
の
保
険
に
加
入
し
た
と
き
や
他

の
市
町
村
へ
転
出
す
る
場
合
は
、
必
ず

届
け
出
て
保
険
証
を
お
返
し
く
だ
さ

い
。

▼
学
生
の
場
合

　
市
外
に
住
所
を
移
し
て
い
る
学
生

は
、
特
例
で
加
茂
市
か
ら
国
保
の
保
険

証
を
交
付
し
ま
す
。
在
学
証
明
書
ま
た

は
学
生
証
の
写
し
を
添
付
し
、
市
民
課

の
窓
口
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問

健
康
福
祉
課
（
内
線
161
・
163
）

こんなときは お持ちいただくもの

 

他市町村から転入してきたとき 転出証明書
退職や認定取消などで
他の健康保険をやめたとき

健保などの資格等喪失
連絡票

子どもが生まれたとき 母子健康手帳
生活保護を受けなくなったとき 保護廃止連絡票
他市町村へ転出するとき 保険証
他の健康保険に加入したとき 国保と健保などの保険証
死亡したとき 保険証
生活保護を受けたとき 保険証・保護開始連絡票
住所・世帯主・氏名などが変わった
とき 保険証

保険証をなくしたとき 本人を確認できるもの
（代理人の場合は郵送） 

保険証の内容訂正または汚れたとき 保険証
修学のため他市町村へ行くとき 保険証・在学の証明書

国 

保 

に 

加 

入
国 

保 

脱 

退

そ 

の 

他

こんなときは14日以内に市民課へ届け出ください

※届け出のときは、個人番号（マイナンバー）が分かる書類をお持ちください。

▼
70
歳
に
な
る
人
に
は
「
〜
兼
高
齢
受

給
者
証
」
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国
保
か
ら
の
お
知
ら
せ
（
国
保
税
）

■
食
事
の
減
額
認
定
証

　
入
院
時
の
食
事
負
担
額
は
１
食
460
円

で
す
が
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
で
「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

を
お
持
ち
の
人
は
、
１
食
210
円
（
過
去

12
か
月
の
入
院
日
数
が
90
日
を
超
え
る

長
期
入
院
の
場
合
は
160
円
、
70
歳
以
上

の
人
で
所
得
が
０
円
と
な
る
世
帯
の
人

は
100
円
）
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

 
●入院したときの食事代の標準負担額（１食当たり） 

一般（下記以外の人） 460円  

住民税非課税世帯 
低所得者Ⅱ（70 歳以上） 

90 日までの入院 210円  

90 日超の入院（過去 12 か月
の入院日数） 160円  

低所得者Ⅰ（70 歳以上） 100円  

※住民税非課税世帯（低所得者Ⅰ・Ⅱ）の人は「限度額適用・標準負担 
額減額認定証」が必要です。健康福祉課の窓口にお申し出ください。 

●７０歳以上７５歳未満の人の所得区分について 
・現役並み所得者（３割負担） 

同一世帯に住民税課税所得が 145 万円以上の、70歳以上 75歳未満の国保被保険者がいる人。 
ただし、70 歳以上 75 歳未満の国保被保険者の収入合計が、２人以上で 520 万円未満、一人で 383 万
円未満の場合は、申請により２割負担となります。 

・低所得者Ⅱ
 

同一世帯の世帯主および国保被保険者が住民税非課税の人。
 

・低所得者Ⅰ 
世帯主および国保被保険者が住民税非課税で、その世帯の各所得が必要経費・控除（年金の所得は控
除額を 80万円として計算）を差し引いたときに０円となる人。

 
 

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

問

税
務
課
民
税
係
（
内
線
121
）

■
国
民
健
康
保
険
税
は
忘
れ
ず
に

　
国
保
税
は
国
保
に
加
入
し
て
い
る
世

帯
員
の
分
を
ま
と
め
て
世
帯
主
か
ら
納

め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

納
期
限
ま
で
に
納
め
る
よ
う
ご
協
力
く

だ
さ
い
。
納
期
は
７
月
か
ら
翌
年
３
月

ま
で
の
９
回
で
す
。

・
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
口
座
振
替
の
依
頼
書
は
、
市
内
の
金

融
機
関
（
郵
便
局
を
含
む
）
と
税
務
課
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
に
あ

り
ま
す
。
25
日
（
郵
便
局
は
20
日
）
ま

で
の
申
し
込
み
で
、
翌
月
納
期
分
か
ら

口
座
振
替
納
税
で
き
ま
す
。

・
納
税
は
い
つ
か
ら

　
国
保
税
は
、
国
保
の
資
格
を
得
た
月

の
分
か
ら
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
届

け
出
を
し
た
と
き
か
ら
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
世
帯
主
お
よ
び
世
帯
全
員
が
65
歳

以
上
75
歳
未
満
の
世
帯
は
、
原
則
と
し

て
年
金
か
ら
の
天
引
に
よ
る
納
付
と
な

り
ま
す
。

　
国
保
税
を
納
め
な
い
ま
ま
で
い
る

と
、
有
効
期
限
の
短
い
「
短
期
被
保
険

者
証
」
や
「
資
格
証
明
書
」
が
交
付
さ

れ
た
り
、
高
額
療
養
費
の
限
度
額
適
用

認
定
も
制
限
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

令和３年度　加茂市の国民健康保険税率

所得割

資産割

均等割

平均割

賦課限度額

前年中の所得から33万円を控除し
た基礎額に右の割合を乗じて算出
今年度の固定資産税額に右の割合
を乗じて計算

１人当たり

１世帯当たり

医療給付費分 後期高齢者
支援金分

介護納付金分
（40～64歳のみ）

7.40％

19.78％

29,400円

20,600円

63万円

2.10％

7.80％

9,600円

5,400円

19万円

2.45％

-　

13,420円

-　

17万円

・上記の割合で算出した国民健康保険料は、世帯主に対して課税します。
・年度途中の加入・脱退については、月割りで計算します。

国
保
か
ら
の
お
知
ら
せ
（
高
額
療
養
費
）

　
新
た
に
75
歳
に
達
す
る
人
の
保
険
証

の
有
効
期
限
は
誕
生
日
の
前
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
75
歳
に
な
る
と
「
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
」
に
加
入
す
る
こ
と
に

な
る
た
め
で
す
。
75
歳
の
誕
生
日
ま
で

に
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
証

を
お
届
け
し
ま
す
。

・
国
保
税
を
滞
納
す
る
と

　
特
別
な
事
情
が
な
く
国
保
税
を
滞
納

す
る
と
、
有
効
期
限
が
短
い
「
短
期
被

保
険
者
証
」
が
交
付
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
国
保
税
の
納
付
が
困
難
な
場

合
は
税
務
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
保
険
証
が
更
新
さ

れ
ま
す
。
８
月
か
ら
の
保
険
証
は
「
桃

色
」
で
、
個
人
宛
て
に
郵
送
し
ま
す
。

医
療
機
関
の
窓
口
で
そ
の
区
分
に
応
じ

た
限
度
額
を
適
用
さ
せ
る
た
め
に
は

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
が
必
要
で

す
。
入
院
や
通
院
で
自
己
負
担
が
高
額

に
な
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
健
康
福

祉
課
で
申
請
し
、
交
付
さ
れ
た
認
定
証

を
医
療
機
関
に
提
示
す
る
こ
と
で
、
医

療
機
関
で
の
負
担
が
限
度
額
ま
で
と
な

り
ま
す
。

　
な
お
、
複
数
の
医
療
機
関
へ
の
支
払

い
で
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
る
場
合

は
、
い
っ
た
ん
３
割
分
を
支
払
い
、
後

か
ら
申
請
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
自
己

負
担
限
度
額
を
超
え
た
分
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

■
70
歳
以
上
の
高
額
療
養
費

　
一
般
世
帯
は
「
保
険
証
」
だ
け
を
、

現
役
並
み
所
得
者
の
う
ち
現
役
区
分

Ⅰ・
Ⅱ
に
該
当
す
る
人
は
「
保
険
証
と

限
度
額
適
用
認
定
証
」
を
、
低
所
得
者

Ⅰ・
Ⅱ
に
該
当
す
る
人
は
、「
保
険
証
と

減
額
認
定
証
」
を
そ
れ
ぞ
れ
提
示
す
る

こ
と
で
医
療
機
関
で
の
支
払
い
が
限
度

額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
月
の
途
中
で
75
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
て
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
と
な
る
人
は
、
同
一
月
で
そ
れ

ま
で
加
入
し
て
い
た
医
療
保
険
制
度

（
国
保
な
ど
）
と
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
そ
れ
ぞ
れ
で
限
度
額
を
負
担
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
特
例
と
し
て
75

歳
に
到
達
し
た
月
は
、
移
行
前
後
の
医

療
保
険
制
度
で
の
限
度
額
が
そ
れ
ぞ
れ

本
来
の
額
の
２
分
の
１
に
な
り
ま
す
。

（
１
日
生
ま
れ
を
除
く
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

▼
75
歳
の
誕
生
日
か
ら
は
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に

■
70
歳
未
満
の
高
額
療
養
費

　
国
保
に
加
入
し
て
い
る
人
の
医
療
費

が
高
額
に
な
っ
た
と
き
に
、
一
つ
の
医

療
機
関
の
窓
口
で
の
支
払
い
は
、
高
額

療
養
費
の
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
で
済

む
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
高
額
療
養
費
の
限
度
額
は
所
得
に

よ
っ
て
複
数
の
区
分
が
あ
り
ま
す
が
、

高
額
療
養
費
に
つ
い
て

保
険
証
は
８
月
か
ら

「
桃
色
」

●70歳未満の高額療養費自己負担限度額（月額） 
      回 数 
所得区分 ３回目まで ４回目以降（※1） 

上位所得世帯 （※2）
総所得金額が９０１万円超 

252,600 円＋（総医療費
－842,000円）×１％ 140,100円 

上位所得世帯 
総所得金額が６００万円超９０１万円以下 

167,400 円＋（総医療費
－558,000円）×１％  93,000円 

一般世帯 
総所得金額が２１０万円超６００万円以下 

 80,100 円＋（総医療費
－267,000円）×１％  44,400円 

一般世帯 
総所得金額が２１０万円以下（非課税世帯を
除く） 

 57,600円  44,400円 

住民税非課税世帯  35,400円  24,600円 
※１ 過去12か月間に、一つの世帯で高額療養費の支給が４回以上あった場合

の４回目以降の限度額。
※２ 所得の申告がない場合も上位所得世帯<ｱ>とみなされます。 
《ここでの総所得は「基礎控除後の総所得金額等」のことです。》 

＜ア＞

＜イ＞

＜ウ＞

＜エ＞

＜オ＞

●70 歳以上 75歳未満の高額療養費自己負担限度額（月額） 

区分 外来（個人単位） 外来＋入院（世帯単位） 

現
役
並
み
所
得
者 

Ⅲ 
課税所得 690 万円以上 

252,600円＋（総医療費－842,000円）×１％ 
（４回目以降は 140,100 円） 

Ⅱ 
課税所得 380 万円以上 

167,4 00円＋（総医療費－558,000 円）×１％ 
（４回目以降は 93,00 0 円） 

Ⅰ 
課税所得 145 万円以上 

 80,100円＋（総医療費－267,000円）×１％ 
（４回目以降は 44,400 円） 

一般  18,000 円 
（年間上限 144,000 円） 

57,600 円 
（４回目以降は 44,400 円） 

低所得者Ⅱ 
  8,000 円 

24,600円 

低所得者Ⅰ 15,000円 
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国
保
か
ら
の
お
知
ら
せ
（
国
保
税
）

■
食
事
の
減
額
認
定
証

　
入
院
時
の
食
事
負
担
額
は
１
食
460
円

で
す
が
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
で
「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

を
お
持
ち
の
人
は
、
１
食
210
円
（
過
去

12
か
月
の
入
院
日
数
が
90
日
を
超
え
る

長
期
入
院
の
場
合
は
160
円
、
70
歳
以
上

の
人
で
所
得
が
０
円
と
な
る
世
帯
の
人

は
100
円
）
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

 
●入院したときの食事代の標準負担額（１食当たり） 

一般（下記以外の人） 460円  

住民税非課税世帯 
低所得者Ⅱ（70 歳以上） 

90 日までの入院 210円  

90 日超の入院（過去 12 か月
の入院日数） 160円  

低所得者Ⅰ（70 歳以上） 100円  

※住民税非課税世帯（低所得者Ⅰ・Ⅱ）の人は「限度額適用・標準負担 
額減額認定証」が必要です。健康福祉課の窓口にお申し出ください。 

●７０歳以上７５歳未満の人の所得区分について 
・現役並み所得者（３割負担） 

同一世帯に住民税課税所得が 145 万円以上の、70歳以上 75歳未満の国保被保険者がいる人。 
ただし、70 歳以上 75 歳未満の国保被保険者の収入合計が、２人以上で 520 万円未満、一人で 383 万

円未満の場合は、申請により２割負担となります。 

・低所得者Ⅱ
 

同一世帯の世帯主および国保被保険者が住民税非課税の人。
 

・低所得者Ⅰ 
世帯主および国保被保険者が住民税非課税で、その世帯の各所得が必要経費・控除（年金の所得は控

除額を 80万円として計算）を差し引いたときに０円となる人。

 
 

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

問

税
務
課
民
税
係
（
内
線
121
）

■
国
民
健
康
保
険
税
は
忘
れ
ず
に

　
国
保
税
は
国
保
に
加
入
し
て
い
る
世

帯
員
の
分
を
ま
と
め
て
世
帯
主
か
ら
納

め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

納
期
限
ま
で
に
納
め
る
よ
う
ご
協
力
く

だ
さ
い
。
納
期
は
７
月
か
ら
翌
年
３
月

ま
で
の
９
回
で
す
。

・
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
口
座
振
替
の
依
頼
書
は
、
市
内
の
金

融
機
関
（
郵
便
局
を
含
む
）
と
税
務
課
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
に
あ

り
ま
す
。
25
日
（
郵
便
局
は
20
日
）
ま

で
の
申
し
込
み
で
、
翌
月
納
期
分
か
ら

口
座
振
替
納
税
で
き
ま
す
。

・
納
税
は
い
つ
か
ら

　
国
保
税
は
、
国
保
の
資
格
を
得
た
月

の
分
か
ら
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
届

け
出
を
し
た
と
き
か
ら
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
世
帯
主
お
よ
び
世
帯
全
員
が
65
歳

以
上
75
歳
未
満
の
世
帯
は
、
原
則
と
し

て
年
金
か
ら
の
天
引
に
よ
る
納
付
と
な

り
ま
す
。

　
国
保
税
を
納
め
な
い
ま
ま
で
い
る

と
、
有
効
期
限
の
短
い
「
短
期
被
保
険

者
証
」
や
「
資
格
証
明
書
」
が
交
付
さ

れ
た
り
、
高
額
療
養
費
の
限
度
額
適
用

認
定
も
制
限
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

令和３年度　加茂市の国民健康保険税率

所得割

資産割

均等割

平均割

賦課限度額

前年中の所得から33万円を控除し
た基礎額に右の割合を乗じて算出
今年度の固定資産税額に右の割合
を乗じて計算

１人当たり

１世帯当たり

医療給付費分 後期高齢者
支援金分

介護納付金分
（40～64歳のみ）

7.40％

19.78％

29,400円

20,600円

63万円

2.10％

7.80％

9,600円

5,400円

19万円

2.45％

-　

13,420円

-　

17万円

・上記の割合で算出した国民健康保険料は、世帯主に対して課税します。
・年度途中の加入・脱退については、月割りで計算します。

国
保
か
ら
の
お
知
ら
せ
（
高
額
療
養
費
）

　
新
た
に
75
歳
に
達
す
る
人
の
保
険
証

の
有
効
期
限
は
誕
生
日
の
前
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
75
歳
に
な
る
と
「
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
」
に
加
入
す
る
こ
と
に

な
る
た
め
で
す
。
75
歳
の
誕
生
日
ま
で

に
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
証

を
お
届
け
し
ま
す
。

・
国
保
税
を
滞
納
す
る
と

　
特
別
な
事
情
が
な
く
国
保
税
を
滞
納

す
る
と
、
有
効
期
限
が
短
い
「
短
期
被

保
険
者
証
」
が
交
付
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
国
保
税
の
納
付
が
困
難
な
場

合
は
税
務
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
保
険
証
が
更
新
さ

れ
ま
す
。
８
月
か
ら
の
保
険
証
は
「
桃

色
」
で
、
個
人
宛
て
に
郵
送
し
ま
す
。

医
療
機
関
の
窓
口
で
そ
の
区
分
に
応
じ

た
限
度
額
を
適
用
さ
せ
る
た
め
に
は

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
が
必
要
で

す
。
入
院
や
通
院
で
自
己
負
担
が
高
額

に
な
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
健
康
福

祉
課
で
申
請
し
、
交
付
さ
れ
た
認
定
証

を
医
療
機
関
に
提
示
す
る
こ
と
で
、
医

療
機
関
で
の
負
担
が
限
度
額
ま
で
と
な

り
ま
す
。

　
な
お
、
複
数
の
医
療
機
関
へ
の
支
払

い
で
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
る
場
合

は
、
い
っ
た
ん
３
割
分
を
支
払
い
、
後

か
ら
申
請
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
自
己

負
担
限
度
額
を
超
え
た
分
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

■
70
歳
以
上
の
高
額
療
養
費

　
一
般
世
帯
は
「
保
険
証
」
だ
け
を
、

現
役
並
み
所
得
者
の
う
ち
現
役
区
分

Ⅰ・
Ⅱ
に
該
当
す
る
人
は
「
保
険
証
と

限
度
額
適
用
認
定
証
」
を
、
低
所
得
者

Ⅰ・
Ⅱ
に
該
当
す
る
人
は
、「
保
険
証
と

減
額
認
定
証
」
を
そ
れ
ぞ
れ
提
示
す
る

こ
と
で
医
療
機
関
で
の
支
払
い
が
限
度

額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
月
の
途
中
で
75
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
て
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
と
な
る
人
は
、
同
一
月
で
そ
れ

ま
で
加
入
し
て
い
た
医
療
保
険
制
度

（
国
保
な
ど
）
と
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
そ
れ
ぞ
れ
で
限
度
額
を
負
担
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
特
例
と
し
て
75

歳
に
到
達
し
た
月
は
、
移
行
前
後
の
医

療
保
険
制
度
で
の
限
度
額
が
そ
れ
ぞ
れ

本
来
の
額
の
２
分
の
１
に
な
り
ま
す
。

（
１
日
生
ま
れ
を
除
く
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

▼
75
歳
の
誕
生
日
か
ら
は
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に

■
70
歳
未
満
の
高
額
療
養
費

　
国
保
に
加
入
し
て
い
る
人
の
医
療
費

が
高
額
に
な
っ
た
と
き
に
、
一
つ
の
医

療
機
関
の
窓
口
で
の
支
払
い
は
、
高
額

療
養
費
の
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
で
済

む
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
高
額
療
養
費
の
限
度
額
は
所
得
に

よ
っ
て
複
数
の
区
分
が
あ
り
ま
す
が
、

高
額
療
養
費
に
つ
い
て

保
険
証
は
８
月
か
ら

「
桃
色
」

●70歳未満の高額療養費自己負担限度額（月額） 
      回 数 
所得区分 ３回目まで ４回目以降（※1） 

上位所得世帯 （※2）
総所得金額が９０１万円超 

252,600 円＋（総医療費
－842,000円）×１％ 140,100円 

上位所得世帯 
総所得金額が６００万円超９０１万円以下 

167,400 円＋（総医療費
－558,000円）×１％  93,000円 

一般世帯 
総所得金額が２１０万円超６００万円以下 

 80,100 円＋（総医療費
－267,000円）×１％  44,400円 

一般世帯 
総所得金額が２１０万円以下（非課税世帯を
除く） 

 57,600円  44,400円 

住民税非課税世帯  35,400円  24,600円 
※１ 過去12か月間に、一つの世帯で高額療養費の支給が４回以上あった場合

の４回目以降の限度額。
※２ 所得の申告がない場合も上位所得世帯<ｱ>とみなされます。 
《ここでの総所得は「基礎控除後の総所得金額等」のことです。》 

＜ア＞

＜イ＞

＜ウ＞

＜エ＞

＜オ＞

●70 歳以上 75歳未満の高額療養費自己負担限度額（月額） 

区分 外来（個人単位） 外来＋入院（世帯単位） 

現
役
並
み
所
得
者 

Ⅲ 
課税所得 690 万円以上 

252,600円＋（総医療費－842,000円）×１％ 
（４回目以降は 140,100 円） 

Ⅱ 
課税所得 380 万円以上 

167,4 00円＋（総医療費－558,000 円）×１％ 
（４回目以降は 93,00 0 円） 

Ⅰ 
課税所得 145 万円以上 

 80,100円＋（総医療費－267,000円）×１％ 
（４回目以降は 44,400 円） 

一般  18,000 円 
（年間上限 144,000 円） 

57,600 円 
（４回目以降は 44,400 円） 

低所得者Ⅱ 
  8,000 円 

24,600円 

低所得者Ⅰ 15,000円 
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国
保
か
ら
の
お
知
ら
せ
（
人
間
ド
ッ
ク
）

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢

者
人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
に
つ

い
て

対
象
者

国
民
健
康
保
険
加
入
者

　
受
診
日
に
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

　
て
い
る
30
歳
か
ら
74
歳
の
人
で
、
国

　
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

　
世
帯
に
属
す
る
人

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

　
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
４
年

　
３
月
31
日
ま
で
に
人
間
ド
ッ
ク
を
受

　
診
し
た
人
で
、
受
診
時
に
後
期
高
齢

　
者
で
あ
る
人

助
成
金
額
　
２
万
５
千
200
円
（
国
保
）

　
　
　
　
　
１
万
円
（
後
期
高
齢
）

助
成
方
法

国
民
健
康
保
険
加
入
者

　
❶
市
と
契
約
し
て
い
る
健
診
機
関 

　（
人
間
ド
ッ
ク
意
向
調
査
票
に
記
載
）

　
で
受
診
し
た
場
合
は
、
人
間
ド
ッ
ク

　
費
用
と
助
成
金
額
の
差
額
を
健
診
機

　
関
の
窓
口
で
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
❷
市
と
契
約
し
て
い
な
い
健
診
機
関

　
で
受
診
し
た
場
合
は
、
人
間
ド
ッ
ク

　
費
用
を
全
額
支
払
い
、
後
日
助
成
申

　
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

　
人
間
ド
ッ
ク
当
日
は
費
用
を
全
額
支

　
払
い
、
後
日
健
康
福
祉
課
窓
口
で
助

　
成
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

助
成
申
請
に
必
要
な
も
の
（
国
保
・
後

期
高
齢
共
通
）　
❶
申
請
書
（
健
康
福

祉
課
窓
口
に
あ
り
）❷
受
診
者
名
、
受

診
日
が
記
載
さ
れ
、
人
間
ド
ッ
ク
受
診

を
証
明
で
き
る
領
収
書
❸
人
間
ド
ッ
ク

結
果
報
告
書
❹
保
険
証
❺
印
鑑
❻
通
帳

な
ど
振
込
先
口
座
が
分
か
る
も
の

申
請
・
問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課
保
険
医
療
係
（
☎
内
線

161
）後

発
医
薬
品
を

ご
存
知
で
す
か

　
後
発
医
薬
品
（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
）
は
、
先
発
医
薬
品
（
新
薬
）
の
特

許
が
切
れ
た
後
に
販
売
さ
れ
た
、
先
発

医
薬
品
と
同
じ
有
効
成
分
や
効
果
・
効

能
を
も
つ
安
価
な
医
薬
品
で
す
。

　
国
保
で
は
、
現
在
処
方
さ
れ
て
い
る

先
発
医
薬
品
か
ら
、
後
発
医
薬
品
に
切

り
替
え
た
場
合
、
ど
れ
く
ら
い
医
療
費

が
安
く
な
る
か
試
算
し
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

対
象
者
　
月
に
14
日
以
上
薬
を
投
与
さ

れ
た
12
歳
以
上
の
被
保
険
者
で
、
病
名

に
よ
る
絞
り
込
み
を
行
っ
た
試
算
の
結

果
100
円
以
上
の
差
額
が
見
込
ま
れ
る
人

通
知
月
　
７
月
、
11
月
、
３
月
の
予
定

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
変
更

は
、
医
師
や
薬
剤
師
に
相
談
し
、
薬
の

特
徴
や
医
療
費
に
つ
い
て
説
明
を
聞
い

て
判
断
し
ま
し
ょ
う
。
今
ま
で
の
薬
を

一
気
に
変
更
す
る
の
が
不
安
な
と
き

は
、
試
し
に
数
日
分
を
変
更
す
る
こ
と

も
可
能
で
す
。

　
自
分
の
意
思
を
伝
え
る
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
希
望
カ
ー
ド
は
、
健
康
福
祉

課
の
窓
口
で
も
配
付
し
て
い
ま
す
。

医
療
費
の
お
知
ら
せ

医
療
費
を
抑
え
る
た
め
に

　
国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者
の
皆
さ
ん
が
、

病
気
な
ど
で
医
療
機
関

等
を
受
診
し
た
場
合
の

医
療
費
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、「
医

療
費
の
お
知
ら
せ
」
を
行
い
ま
す
。

　
内
容
は
、❶
受
診
月
　
❷
受
診
者
氏

名
　
❸
医
療
機
関
等
の
名
称
　
❹
医

科
（
入
院
・
通
院
）・
歯
科
・
薬
局
等

の
別
　
❺
受
診
日
数
　
❻
医
療
費
の

総
額
等
で
す
。

「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
は
令
和
４
年

２
月
頃
に
封
書
形
式
で
お
届
け
す
る
予

定
で
す
。

　
な
お
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加

入
者
に
は
、
新
潟
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
か
ら
、
年
３
回
（
７
、
11
、

２
月
）「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
を
お

送
り
し
て
い
ま
す
。

　
日
ご
ろ
か
ら
自
分
の
健
康
管
理
に
は

十
分
注
意
し
、
医
療
費
を
有
効
に
使
う

よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
保
険
医
療

係
（
☎
内
線
161
・
163
）
へ

　
国
保
は
高
齢
者
の
加
入
割
合
が
高

く
、
医
療
費
の
増
加
や
国
保
税
の
負
担

能
力
な
ど
、
制
度
の
維
持
、
運
営
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
医
療
費

を
大
切
に
す
る
た
め
に
も
、
上
手
な
受

診
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

・
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

・
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
、
ふ

だ
ん
と
様
子
が
違
っ
た
ら
、
早
め
に
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

・
急
病
な
ど
の
ほ
か
は
時
間
外
や
休
日

の
受
診
は
避
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

・
お
医
者
さ
ん
を
次
々
変
え
る
ハ
シ
ゴ

受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
倒
産
・
解
雇
・
雇
い
止
め
な
ど
の
非

自
発
的
な
失
業
の
た
め
社
会
保
険
を
脱

退
し
、
国
保
に
加
入
し
た
人
の
国
保
税

を
軽
減
し
ま
す
。

対
象
者
　
対
象
と
な
る
の
は
次
の
す
べ

て
の
条
件
を
満
た
す
人
。

・
失
業
時
点
で
65
歳
未
満
の
人

・
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者
（
倒

産
・
解
雇
な
ど
に
よ
る
離
職
者
）
ま
た

は
特
定
理
由
離
職
者
（
雇
い
止
め
な
ど

に
よ
る
離
職
者
）
で
あ
る
人
。

※

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
第
１
面

「
12 

離
職
理
由
」欄
に
記
載
の
離
職

理
由
コ
ー
ド
が
11
、
12
、
21
、
22
、
31
、

32
、
23
、
33
、
34
の
人
が
該
当
し
ま
す
。

軽
減
内
容
　
国
民
健
康
保
険
税
の
所
得

割
を
算
定
す
る
際
に
、
非
自
発
的
失
業

者
の
前
年
の
給
与
所
得
を
30
／
100
と
し

て
算
定
し
ま
す
。

軽
減
期
間
　
離
職
日
の
翌
日
の
属
す
る

月
か
ら
、
そ
の
月
の
属
す
る
年
度
の
翌

年
度
末
ま
で
。

申
請
方
法
　
国
民
健
康
保
険
証
と
雇
用

保
険
受
給
資
格
者
証
の
原
本
を
持
参
し
、

健
康
福
祉
課
窓
口
（
☎
内
線
163
）
に
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

非
自
発
的
失
業
者
に
係
る
国

民
健
康
保
険
税
の
軽
減
措
置

　
市
役
所
や
年
金
事
務
所
の
職
員
な
ど

と
名
乗
り
、
医
療
費
の
還
付
を
す
る
と

い
っ
て
口
座
番
号
を
聞
き
出
し
た
り
、

銀
行
等
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
振
り
込
み
額
を
確

認
す
る
よ
う
促
す
不
審
な
電
話
や
訪
問

の
事
例
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
手
続
き
を
し
て
い
な
い
人

に
口
座
番
号
を
聞
く
こ
と
や
、
銀
行
等

の
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
っ
て
操
作
を
お
願
い
す

る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
電
話
や
訪
問
が
あ
っ
た

ら
健
康
福
祉
課
（
☎
内
線
163
）
ま
た
は

加
茂
警
察
署
（
☎
52
ー
０
１
１
０
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　交通事故など、第三者（加害者）から受けた傷害による医療費は、原則として加害者が負担
すべきものです。しかし、その負担（弁償）が不十分であったり、遅れたりする場合には、国
保や後期高齢者医療制度の保険証を使って治療を受けることができます。
　この場合、医療費を医療保険が一時的に立て替え、あとから加害者に請求します。保険証を
使い交通事故などのけがの治療を受けるときは、「第三者行為による被害届」を提出してくだ
さい。
　
■届け出の際の注意
　・加害者の住所、氏名、自動車損害賠償責任保険
　　の加入の有無を確認しておく。
　・交通事故証明書を取り寄せる。
　・保険証と印鑑を持参する。
■事故に遭ったときは
　・自動車のナンバーをひかえる。
　・免許証、車検証、保険証などで相手を確認する。
　・軽いけがだと思っても、必ず警察へ届ける。
　・示談をする前に健康福祉課保険医療係へ相談する（加害者から治療費を受け取ったり、示談
　　をすませたりすると保険証は使えません）。

不
審
電
話
に

　
　
　
　
ご
注
意
く
だ
さ
い

～国保コラム～　　「交通事故に遭ったら届け出を」

国
保
か
ら
の
お
知
ら
せ
（
交
通
事
故
）
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国
保
か
ら
の
お
知
ら
せ
（
国
保
税
）

■
食
事
の
減
額
認
定
証

　
入
院
時
の
食
事
負
担
額
は
１
食
460
円

で
す
が
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
で
「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

を
お
持
ち
の
人
は
、
１
食
210
円
（
過
去

12
か
月
の
入
院
日
数
が
90
日
を
超
え
る

長
期
入
院
の
場
合
は
160
円
、
70
歳
以
上

の
人
で
所
得
が
０
円
と
な
る
世
帯
の
人

は
100
円
）
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

 
●入院したときの食事代の標準負担額（１食当たり） 

一般（下記以外の人） 460円  

住民税非課税世帯 
低所得者Ⅱ（70 歳以上） 

90 日までの入院 210円  

90 日超の入院（過去 12 か月
の入院日数） 160円  

低所得者Ⅰ（70 歳以上） 100円  

※住民税非課税世帯（低所得者Ⅰ・Ⅱ）の人は「限度額適用・標準負担 
額減額認定証」が必要です。健康福祉課の窓口にお申し出ください。 

●７０歳以上７５歳未満の人の所得区分について 
・現役並み所得者（３割負担） 

同一世帯に住民税課税所得が 145 万円以上の、70歳以上 75歳未満の国保被保険者がいる人。 
ただし、70 歳以上 75 歳未満の国保被保険者の収入合計が、２人以上で 520 万円未満、一人で 383 万
円未満の場合は、申請により２割負担となります。 

・低所得者Ⅱ
 

同一世帯の世帯主および国保被保険者が住民税非課税の人。
 

・低所得者Ⅰ 
世帯主および国保被保険者が住民税非課税で、その世帯の各所得が必要経費・控除（年金の所得は控
除額を 80万円として計算）を差し引いたときに０円となる人。

 
 

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

問

税
務
課
民
税
係
（
内
線
121
）

■
国
民
健
康
保
険
税
は
忘
れ
ず
に

　
国
保
税
は
国
保
に
加
入
し
て
い
る
世

帯
員
の
分
を
ま
と
め
て
世
帯
主
か
ら
納

め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

納
期
限
ま
で
に
納
め
る
よ
う
ご
協
力
く

だ
さ
い
。
納
期
は
７
月
か
ら
翌
年
３
月

ま
で
の
９
回
で
す
。

・
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
口
座
振
替
の
依
頼
書
は
、
市
内
の
金

融
機
関
（
郵
便
局
を
含
む
）
と
税
務
課
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
に
あ

り
ま
す
。
25
日
（
郵
便
局
は
20
日
）
ま

で
の
申
し
込
み
で
、
翌
月
納
期
分
か
ら

口
座
振
替
納
税
で
き
ま
す
。

・
納
税
は
い
つ
か
ら

　
国
保
税
は
、
国
保
の
資
格
を
得
た
月

の
分
か
ら
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
届

け
出
を
し
た
と
き
か
ら
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
世
帯
主
お
よ
び
世
帯
全
員
が
65
歳

以
上
75
歳
未
満
の
世
帯
は
、
原
則
と
し

て
年
金
か
ら
の
天
引
に
よ
る
納
付
と
な

り
ま
す
。

　
国
保
税
を
納
め
な
い
ま
ま
で
い
る

と
、
有
効
期
限
の
短
い
「
短
期
被
保
険

者
証
」
や
「
資
格
証
明
書
」
が
交
付
さ

れ
た
り
、
高
額
療
養
費
の
限
度
額
適
用

認
定
も
制
限
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

令和３年度　加茂市の国民健康保険税率

所得割

資産割

均等割

平均割

賦課限度額

前年中の所得から33万円を控除し
た基礎額に右の割合を乗じて算出
今年度の固定資産税額に右の割合
を乗じて計算

１人当たり

１世帯当たり

医療給付費分 後期高齢者
支援金分

介護納付金分
（40～64歳のみ）

7.40％

19.78％

29,400円

20,600円

63万円

2.10％

7.80％

9,600円

5,400円

19万円

2.45％

-　

13,420円

-　

17万円

・上記の割合で算出した国民健康保険料は、世帯主に対して課税します。
・年度途中の加入・脱退については、月割りで計算します。

国
保
か
ら
の
お
知
ら
せ
（
高
額
療
養
費
）

　
新
た
に
75
歳
に
達
す
る
人
の
保
険
証

の
有
効
期
限
は
誕
生
日
の
前
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
75
歳
に
な
る
と
「
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
」
に
加
入
す
る
こ
と
に

な
る
た
め
で
す
。
75
歳
の
誕
生
日
ま
で

に
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
証

を
お
届
け
し
ま
す
。

・
国
保
税
を
滞
納
す
る
と

　
特
別
な
事
情
が
な
く
国
保
税
を
滞
納

す
る
と
、
有
効
期
限
が
短
い
「
短
期
被

保
険
者
証
」
が
交
付
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
国
保
税
の
納
付
が
困
難
な
場

合
は
税
務
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
保
険
証
が
更
新
さ

れ
ま
す
。
８
月
か
ら
の
保
険
証
は
「
桃

色
」
で
、
個
人
宛
て
に
郵
送
し
ま
す
。

医
療
機
関
の
窓
口
で
そ
の
区
分
に
応
じ

た
限
度
額
を
適
用
さ
せ
る
た
め
に
は

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
が
必
要
で

す
。
入
院
や
通
院
で
自
己
負
担
が
高
額

に
な
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
健
康
福

祉
課
で
申
請
し
、
交
付
さ
れ
た
認
定
証

を
医
療
機
関
に
提
示
す
る
こ
と
で
、
医

療
機
関
で
の
負
担
が
限
度
額
ま
で
と
な

り
ま
す
。

　
な
お
、
複
数
の
医
療
機
関
へ
の
支
払

い
で
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
る
場
合

は
、
い
っ
た
ん
３
割
分
を
支
払
い
、
後

か
ら
申
請
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
自
己

負
担
限
度
額
を
超
え
た
分
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

■
70
歳
以
上
の
高
額
療
養
費

　
一
般
世
帯
は
「
保
険
証
」
だ
け
を
、

現
役
並
み
所
得
者
の
う
ち
現
役
区
分

Ⅰ・
Ⅱ
に
該
当
す
る
人
は
「
保
険
証
と

限
度
額
適
用
認
定
証
」
を
、
低
所
得
者

Ⅰ・
Ⅱ
に
該
当
す
る
人
は
、「
保
険
証
と

減
額
認
定
証
」
を
そ
れ
ぞ
れ
提
示
す
る

こ
と
で
医
療
機
関
で
の
支
払
い
が
限
度

額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
月
の
途
中
で
75
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
て
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
と
な
る
人
は
、
同
一
月
で
そ
れ

ま
で
加
入
し
て
い
た
医
療
保
険
制
度

（
国
保
な
ど
）
と
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
そ
れ
ぞ
れ
で
限
度
額
を
負
担
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
特
例
と
し
て
75

歳
に
到
達
し
た
月
は
、
移
行
前
後
の
医

療
保
険
制
度
で
の
限
度
額
が
そ
れ
ぞ
れ

本
来
の
額
の
２
分
の
１
に
な
り
ま
す
。

（
１
日
生
ま
れ
を
除
く
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

▼
75
歳
の
誕
生
日
か
ら
は
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に

■
70
歳
未
満
の
高
額
療
養
費

　
国
保
に
加
入
し
て
い
る
人
の
医
療
費

が
高
額
に
な
っ
た
と
き
に
、
一
つ
の
医

療
機
関
の
窓
口
で
の
支
払
い
は
、
高
額

療
養
費
の
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
で
済

む
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
高
額
療
養
費
の
限
度
額
は
所
得
に

よ
っ
て
複
数
の
区
分
が
あ
り
ま
す
が
、

高
額
療
養
費
に
つ
い
て

保
険
証
は
８
月
か
ら

「
桃
色
」

●70歳未満の高額療養費自己負担限度額（月額） 
      回 数 
所得区分 ３回目まで ４回目以降（※1） 

上位所得世帯 （※2）
総所得金額が９０１万円超 

252,600 円＋（総医療費
－842,000円）×１％ 140,100円 

上位所得世帯 
総所得金額が６００万円超９０１万円以下 

167,400 円＋（総医療費
－558,000円）×１％  93,000円 

一般世帯 
総所得金額が２１０万円超６００万円以下 

 80,100 円＋（総医療費
－267,000円）×１％  44,400円 

一般世帯 
総所得金額が２１０万円以下（非課税世帯を
除く） 

 57,600円  44,400円 

住民税非課税世帯  35,400円  24,600円 
※１ 過去12か月間に、一つの世帯で高額療養費の支給が４回以上あった場合

の４回目以降の限度額。
※２ 所得の申告がない場合も上位所得世帯<ｱ>とみなされます。 
《ここでの総所得は「基礎控除後の総所得金額等」のことです。》 

＜ア＞

＜イ＞

＜ウ＞

＜エ＞

＜オ＞

●70 歳以上 75歳未満の高額療養費自己負担限度額（月額） 

区分 外来（個人単位） 外来＋入院（世帯単位） 

現
役
並
み
所
得
者 

Ⅲ 
課税所得 690 万円以上 

252,600円＋（総医療費－842,000円）×１％ 
（４回目以降は 140,100 円） 

Ⅱ 
課税所得 380 万円以上 

167,4 00円＋（総医療費－558,000 円）×１％ 
（４回目以降は 93,00 0 円） 

Ⅰ 
課税所得 145 万円以上 

 80,100円＋（総医療費－267,000円）×１％ 
（４回目以降は 44,400 円） 

一般  18,000 円 
（年間上限 144,000 円） 

57,600 円 
（４回目以降は 44,400 円） 

低所得者Ⅱ 
  8,000 円 

24,600円 

低所得者Ⅰ 15,000円 
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国
保
か
ら
の
お
知
ら
せ
（
人
間
ド
ッ
ク
）

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢

者
人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
に
つ

い
て

対
象
者

国
民
健
康
保
険
加
入
者

　
受
診
日
に
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

　
て
い
る
30
歳
か
ら
74
歳
の
人
で
、
国

　
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

　
世
帯
に
属
す
る
人

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

　
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
４
年

　
３
月
31
日
ま
で
に
人
間
ド
ッ
ク
を
受

　
診
し
た
人
で
、
受
診
時
に
後
期
高
齢

　
者
で
あ
る
人

助
成
金
額
　
２
万
５
千
200
円
（
国
保
）

　
　
　
　
　
１
万
円
（
後
期
高
齢
）

助
成
方
法

国
民
健
康
保
険
加
入
者

　
❶
市
と
契
約
し
て
い
る
健
診
機
関 

　（
人
間
ド
ッ
ク
意
向
調
査
票
に
記
載
）

　
で
受
診
し
た
場
合
は
、
人
間
ド
ッ
ク

　
費
用
と
助
成
金
額
の
差
額
を
健
診
機

　
関
の
窓
口
で
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
❷
市
と
契
約
し
て
い
な
い
健
診
機
関

　
で
受
診
し
た
場
合
は
、
人
間
ド
ッ
ク

　
費
用
を
全
額
支
払
い
、
後
日
助
成
申

　
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

　
人
間
ド
ッ
ク
当
日
は
費
用
を
全
額
支

　
払
い
、
後
日
健
康
福
祉
課
窓
口
で
助

　
成
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

助
成
申
請
に
必
要
な
も
の
（
国
保
・
後

期
高
齢
共
通
）　
❶
申
請
書
（
健
康
福

祉
課
窓
口
に
あ
り
）❷
受
診
者
名
、
受

診
日
が
記
載
さ
れ
、
人
間
ド
ッ
ク
受
診

を
証
明
で
き
る
領
収
書
❸
人
間
ド
ッ
ク

結
果
報
告
書
❹
保
険
証
❺
印
鑑
❻
通
帳

な
ど
振
込
先
口
座
が
分
か
る
も
の

申
請
・
問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課
保
険
医
療
係
（
☎
内
線

161
）後

発
医
薬
品
を

ご
存
知
で
す
か

　
後
発
医
薬
品
（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
）
は
、
先
発
医
薬
品
（
新
薬
）
の
特

許
が
切
れ
た
後
に
販
売
さ
れ
た
、
先
発

医
薬
品
と
同
じ
有
効
成
分
や
効
果
・
効

能
を
も
つ
安
価
な
医
薬
品
で
す
。

　
国
保
で
は
、
現
在
処
方
さ
れ
て
い
る

先
発
医
薬
品
か
ら
、
後
発
医
薬
品
に
切

り
替
え
た
場
合
、
ど
れ
く
ら
い
医
療
費

が
安
く
な
る
か
試
算
し
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

対
象
者
　
月
に
14
日
以
上
薬
を
投
与
さ

れ
た
12
歳
以
上
の
被
保
険
者
で
、
病
名

に
よ
る
絞
り
込
み
を
行
っ
た
試
算
の
結

果
100
円
以
上
の
差
額
が
見
込
ま
れ
る
人

通
知
月
　
７
月
、
11
月
、
３
月
の
予
定

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
変
更

は
、
医
師
や
薬
剤
師
に
相
談
し
、
薬
の

特
徴
や
医
療
費
に
つ
い
て
説
明
を
聞
い

て
判
断
し
ま
し
ょ
う
。
今
ま
で
の
薬
を

一
気
に
変
更
す
る
の
が
不
安
な
と
き

は
、
試
し
に
数
日
分
を
変
更
す
る
こ
と

も
可
能
で
す
。

　
自
分
の
意
思
を
伝
え
る
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
希
望
カ
ー
ド
は
、
健
康
福
祉

課
の
窓
口
で
も
配
付
し
て
い
ま
す
。

医
療
費
の
お
知
ら
せ

医
療
費
を
抑
え
る
た
め
に

　
国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者
の
皆
さ
ん
が
、

病
気
な
ど
で
医
療
機
関

等
を
受
診
し
た
場
合
の

医
療
費
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、「
医

療
費
の
お
知
ら
せ
」
を
行
い
ま
す
。

　
内
容
は
、❶
受
診
月
　
❷
受
診
者
氏

名
　
❸
医
療
機
関
等
の
名
称
　
❹
医

科
（
入
院
・
通
院
）・
歯
科
・
薬
局
等

の
別
　
❺
受
診
日
数
　
❻
医
療
費
の

総
額
等
で
す
。

「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
は
令
和
４
年

２
月
頃
に
封
書
形
式
で
お
届
け
す
る
予

定
で
す
。

　
な
お
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加

入
者
に
は
、
新
潟
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
か
ら
、
年
３
回
（
７
、
11
、

２
月
）「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
を
お

送
り
し
て
い
ま
す
。

　
日
ご
ろ
か
ら
自
分
の
健
康
管
理
に
は

十
分
注
意
し
、
医
療
費
を
有
効
に
使
う

よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
保
険
医
療

係
（
☎
内
線
161
・
163
）
へ

　
国
保
は
高
齢
者
の
加
入
割
合
が
高

く
、
医
療
費
の
増
加
や
国
保
税
の
負
担

能
力
な
ど
、
制
度
の
維
持
、
運
営
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
医
療
費

を
大
切
に
す
る
た
め
に
も
、
上
手
な
受

診
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

・
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

・
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
、
ふ

だ
ん
と
様
子
が
違
っ
た
ら
、
早
め
に
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

・
急
病
な
ど
の
ほ
か
は
時
間
外
や
休
日

の
受
診
は
避
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

・
お
医
者
さ
ん
を
次
々
変
え
る
ハ
シ
ゴ

受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
倒
産
・
解
雇
・
雇
い
止
め
な
ど
の
非

自
発
的
な
失
業
の
た
め
社
会
保
険
を
脱

退
し
、
国
保
に
加
入
し
た
人
の
国
保
税

を
軽
減
し
ま
す
。

対
象
者
　
対
象
と
な
る
の
は
次
の
す
べ

て
の
条
件
を
満
た
す
人
。

・
失
業
時
点
で
65
歳
未
満
の
人

・
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者
（
倒

産
・
解
雇
な
ど
に
よ
る
離
職
者
）
ま
た

は
特
定
理
由
離
職
者
（
雇
い
止
め
な
ど

に
よ
る
離
職
者
）
で
あ
る
人
。

※

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
第
１
面

「
12 

離
職
理
由
」欄
に
記
載
の
離
職

理
由
コ
ー
ド
が
11
、
12
、
21
、
22
、
31
、

32
、
23
、
33
、
34
の
人
が
該
当
し
ま
す
。

軽
減
内
容
　
国
民
健
康
保
険
税
の
所
得

割
を
算
定
す
る
際
に
、
非
自
発
的
失
業

者
の
前
年
の
給
与
所
得
を
30
／
100
と
し

て
算
定
し
ま
す
。

軽
減
期
間
　
離
職
日
の
翌
日
の
属
す
る

月
か
ら
、
そ
の
月
の
属
す
る
年
度
の
翌

年
度
末
ま
で
。

申
請
方
法
　
国
民
健
康
保
険
証
と
雇
用

保
険
受
給
資
格
者
証
の
原
本
を
持
参
し
、

健
康
福
祉
課
窓
口
（
☎
内
線
163
）
に
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

非
自
発
的
失
業
者
に
係
る
国

民
健
康
保
険
税
の
軽
減
措
置

　
市
役
所
や
年
金
事
務
所
の
職
員
な
ど

と
名
乗
り
、
医
療
費
の
還
付
を
す
る
と

い
っ
て
口
座
番
号
を
聞
き
出
し
た
り
、

銀
行
等
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
振
り
込
み
額
を
確

認
す
る
よ
う
促
す
不
審
な
電
話
や
訪
問

の
事
例
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
手
続
き
を
し
て
い
な
い
人

に
口
座
番
号
を
聞
く
こ
と
や
、
銀
行
等

の
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
っ
て
操
作
を
お
願
い
す

る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
電
話
や
訪
問
が
あ
っ
た

ら
健
康
福
祉
課
（
☎
内
線
163
）
ま
た
は

加
茂
警
察
署
（
☎
52
ー
０
１
１
０
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　交通事故など、第三者（加害者）から受けた傷害による医療費は、原則として加害者が負担
すべきものです。しかし、その負担（弁償）が不十分であったり、遅れたりする場合には、国
保や後期高齢者医療制度の保険証を使って治療を受けることができます。
　この場合、医療費を医療保険が一時的に立て替え、あとから加害者に請求します。保険証を
使い交通事故などのけがの治療を受けるときは、「第三者行為による被害届」を提出してくだ
さい。
　
■届け出の際の注意
　・加害者の住所、氏名、自動車損害賠償責任保険
　　の加入の有無を確認しておく。
　・交通事故証明書を取り寄せる。
　・保険証と印鑑を持参する。
■事故に遭ったときは
　・自動車のナンバーをひかえる。
　・免許証、車検証、保険証などで相手を確認する。
　・軽いけがだと思っても、必ず警察へ届ける。
　・示談をする前に健康福祉課保険医療係へ相談する（加害者から治療費を受け取ったり、示談
　　をすませたりすると保険証は使えません）。

不
審
電
話
に

　
　
　
　
ご
注
意
く
だ
さ
い

～国保コラム～　　「交通事故に遭ったら届け出を」

国
保
か
ら
の
お
知
ら
せ
（
交
通
事
故
）
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国
保
か
ら
の
お
知
ら
せ
（
人
間
ド
ッ
ク
）

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢

者
人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
に
つ

い
て

対
象
者

国
民
健
康
保
険
加
入
者

　
受
診
日
に
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

　
て
い
る
30
歳
か
ら
74
歳
の
人
で
、
国

　
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

　
世
帯
に
属
す
る
人

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

　
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
４
年

　
３
月
31
日
ま
で
に
人
間
ド
ッ
ク
を
受

　
診
し
た
人
で
、
受
診
時
に
後
期
高
齢

　
者
で
あ
る
人

助
成
金
額
　
２
万
５
千
200
円
（
国
保
）

　
　
　
　
　
１
万
円
（
後
期
高
齢
）

助
成
方
法

国
民
健
康
保
険
加
入
者

　
❶
市
と
契
約
し
て
い
る
健
診
機
関 

　（
人
間
ド
ッ
ク
意
向
調
査
票
に
記
載
）

　
で
受
診
し
た
場
合
は
、
人
間
ド
ッ
ク

　
費
用
と
助
成
金
額
の
差
額
を
健
診
機

　
関
の
窓
口
で
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
❷
市
と
契
約
し
て
い
な
い
健
診
機
関

　
で
受
診
し
た
場
合
は
、
人
間
ド
ッ
ク

　
費
用
を
全
額
支
払
い
、
後
日
助
成
申

　
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

　
人
間
ド
ッ
ク
当
日
は
費
用
を
全
額
支

　
払
い
、
後
日
健
康
福
祉
課
窓
口
で
助

　
成
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

助
成
申
請
に
必
要
な
も
の
（
国
保
・
後

期
高
齢
共
通
）　
❶
申
請
書
（
健
康
福

祉
課
窓
口
に
あ
り
）❷
受
診
者
名
、
受

診
日
が
記
載
さ
れ
、
人
間
ド
ッ
ク
受
診

を
証
明
で
き
る
領
収
書
❸
人
間
ド
ッ
ク

結
果
報
告
書
❹
保
険
証
❺
印
鑑
❻
通
帳

な
ど
振
込
先
口
座
が
分
か
る
も
の

申
請
・
問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課
保
険
医
療
係
（
☎
内
線

161
）後

発
医
薬
品
を

ご
存
知
で
す
か

　
後
発
医
薬
品
（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
）
は
、
先
発
医
薬
品
（
新
薬
）
の
特

許
が
切
れ
た
後
に
販
売
さ
れ
た
、
先
発

医
薬
品
と
同
じ
有
効
成
分
や
効
果
・
効

能
を
も
つ
安
価
な
医
薬
品
で
す
。

　
国
保
で
は
、
現
在
処
方
さ
れ
て
い
る

先
発
医
薬
品
か
ら
、
後
発
医
薬
品
に
切

り
替
え
た
場
合
、
ど
れ
く
ら
い
医
療
費

が
安
く
な
る
か
試
算
し
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

対
象
者
　
月
に
14
日
以
上
薬
を
投
与
さ

れ
た
12
歳
以
上
の
被
保
険
者
で
、
病
名

に
よ
る
絞
り
込
み
を
行
っ
た
試
算
の
結

果
100
円
以
上
の
差
額
が
見
込
ま
れ
る
人

通
知
月
　
７
月
、
11
月
、
３
月
の
予
定

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
変
更

は
、
医
師
や
薬
剤
師
に
相
談
し
、
薬
の

特
徴
や
医
療
費
に
つ
い
て
説
明
を
聞
い

て
判
断
し
ま
し
ょ
う
。
今
ま
で
の
薬
を

一
気
に
変
更
す
る
の
が
不
安
な
と
き

は
、
試
し
に
数
日
分
を
変
更
す
る
こ
と

も
可
能
で
す
。

　
自
分
の
意
思
を
伝
え
る
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
希
望
カ
ー
ド
は
、
健
康
福
祉

課
の
窓
口
で
も
配
付
し
て
い
ま
す
。

医
療
費
の
お
知
ら
せ

医
療
費
を
抑
え
る
た
め
に

　
国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者
の
皆
さ
ん
が
、

病
気
な
ど
で
医
療
機
関

等
を
受
診
し
た
場
合
の

医
療
費
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、「
医

療
費
の
お
知
ら
せ
」
を
行
い
ま
す
。

　
内
容
は
、❶
受
診
月
　
❷
受
診
者
氏

名
　
❸
医
療
機
関
等
の
名
称
　
❹
医

科
（
入
院
・
通
院
）・
歯
科
・
薬
局
等

の
別
　
❺
受
診
日
数
　
❻
医
療
費
の

総
額
等
で
す
。

「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
は
令
和
４
年

２
月
頃
に
封
書
形
式
で
お
届
け
す
る
予

定
で
す
。

　
な
お
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加

入
者
に
は
、
新
潟
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
か
ら
、
年
３
回
（
７
、
11
、

２
月
）「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
を
お

送
り
し
て
い
ま
す
。

　
日
ご
ろ
か
ら
自
分
の
健
康
管
理
に
は

十
分
注
意
し
、
医
療
費
を
有
効
に
使
う

よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
保
険
医
療

係
（
☎
内
線
161
・
163
）
へ

　
国
保
は
高
齢
者
の
加
入
割
合
が
高

く
、
医
療
費
の
増
加
や
国
保
税
の
負
担

能
力
な
ど
、
制
度
の
維
持
、
運
営
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
医
療
費

を
大
切
に
す
る
た
め
に
も
、
上
手
な
受

診
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

・
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

・
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
、
ふ

だ
ん
と
様
子
が
違
っ
た
ら
、
早
め
に
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

・
急
病
な
ど
の
ほ
か
は
時
間
外
や
休
日

の
受
診
は
避
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

・
お
医
者
さ
ん
を
次
々
変
え
る
ハ
シ
ゴ

受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
倒
産
・
解
雇
・
雇
い
止
め
な
ど
の
非

自
発
的
な
失
業
の
た
め
社
会
保
険
を
脱

退
し
、
国
保
に
加
入
し
た
人
の
国
保
税

を
軽
減
し
ま
す
。

対
象
者
　
対
象
と
な
る
の
は
次
の
す
べ

て
の
条
件
を
満
た
す
人
。

・
失
業
時
点
で
65
歳
未
満
の
人

・
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者
（
倒

産
・
解
雇
な
ど
に
よ
る
離
職
者
）
ま
た

は
特
定
理
由
離
職
者
（
雇
い
止
め
な
ど

に
よ
る
離
職
者
）
で
あ
る
人
。

※

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
第
１
面

「
12 

離
職
理
由
」欄
に
記
載
の
離
職

理
由
コ
ー
ド
が
11
、
12
、
21
、
22
、
31
、

32
、
23
、
33
、
34
の
人
が
該
当
し
ま
す
。

軽
減
内
容
　
国
民
健
康
保
険
税
の
所
得

割
を
算
定
す
る
際
に
、
非
自
発
的
失
業

者
の
前
年
の
給
与
所
得
を
30
／
100
と
し

て
算
定
し
ま
す
。

軽
減
期
間
　
離
職
日
の
翌
日
の
属
す
る

月
か
ら
、
そ
の
月
の
属
す
る
年
度
の
翌

年
度
末
ま
で
。

申
請
方
法
　
国
民
健
康
保
険
証
と
雇
用

保
険
受
給
資
格
者
証
の
原
本
を
持
参
し
、

健
康
福
祉
課
窓
口
（
☎
内
線
163
）
に
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

非
自
発
的
失
業
者
に
係
る
国

民
健
康
保
険
税
の
軽
減
措
置

　
市
役
所
や
年
金
事
務
所
の
職
員
な
ど

と
名
乗
り
、
医
療
費
の
還
付
を
す
る
と

い
っ
て
口
座
番
号
を
聞
き
出
し
た
り
、

銀
行
等
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
振
り
込
み
額
を
確

認
す
る
よ
う
促
す
不
審
な
電
話
や
訪
問

の
事
例
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
手
続
き
を
し
て
い
な
い
人

に
口
座
番
号
を
聞
く
こ
と
や
、
銀
行
等

の
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
っ
て
操
作
を
お
願
い
す

る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
電
話
や
訪
問
が
あ
っ
た

ら
健
康
福
祉
課
（
☎
内
線
163
）
ま
た
は

加
茂
警
察
署
（
☎
52
ー
０
１
１
０
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　交通事故など、第三者（加害者）から受けた傷害による医療費は、原則として加害者が負担
すべきものです。しかし、その負担（弁償）が不十分であったり、遅れたりする場合には、国
保や後期高齢者医療制度の保険証を使って治療を受けることができます。
　この場合、医療費を医療保険が一時的に立て替え、あとから加害者に請求します。保険証を
使い交通事故などのけがの治療を受けるときは、「第三者行為による被害届」を提出してくだ
さい。
　
■届け出の際の注意
　・加害者の住所、氏名、自動車損害賠償責任保険
　　の加入の有無を確認しておく。
　・交通事故証明書を取り寄せる。
　・保険証と印鑑を持参する。
■事故に遭ったときは
　・自動車のナンバーをひかえる。
　・免許証、車検証、保険証などで相手を確認する。
　・軽いけがだと思っても、必ず警察へ届ける。
　・示談をする前に健康福祉課保険医療係へ相談する（加害者から治療費を受け取ったり、示談
　　をすませたりすると保険証は使えません）。

不
審
電
話
に

　
　
　
　
ご
注
意
く
だ
さ
い

～国保コラム～　　「交通事故に遭ったら届け出を」

国
保
か
ら
の
お
知
ら
せ
（
交
通
事
故
）
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国
保
か
ら
の
お
知
ら
せ
（
人
間
ド
ッ
ク
）

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢

者
人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
に
つ

い
て

対
象
者

国
民
健
康
保
険
加
入
者

　
受
診
日
に
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

　
て
い
る
30
歳
か
ら
74
歳
の
人
で
、
国

　
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

　
世
帯
に
属
す
る
人

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

　
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
４
年

　
３
月
31
日
ま
で
に
人
間
ド
ッ
ク
を
受

　
診
し
た
人
で
、
受
診
時
に
後
期
高
齢

　
者
で
あ
る
人

助
成
金
額
　
２
万
５
千
200
円
（
国
保
）

　
　
　
　
　
１
万
円
（
後
期
高
齢
）

助
成
方
法

国
民
健
康
保
険
加
入
者

　
❶
市
と
契
約
し
て
い
る
健
診
機
関 

　（
人
間
ド
ッ
ク
意
向
調
査
票
に
記
載
）

　
で
受
診
し
た
場
合
は
、
人
間
ド
ッ
ク

　
費
用
と
助
成
金
額
の
差
額
を
健
診
機

　
関
の
窓
口
で
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
❷
市
と
契
約
し
て
い
な
い
健
診
機
関

　
で
受
診
し
た
場
合
は
、
人
間
ド
ッ
ク

　
費
用
を
全
額
支
払
い
、
後
日
助
成
申

　
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

　
人
間
ド
ッ
ク
当
日
は
費
用
を
全
額
支

　
払
い
、
後
日
健
康
福
祉
課
窓
口
で
助

　
成
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

助
成
申
請
に
必
要
な
も
の
（
国
保
・
後

期
高
齢
共
通
）　
❶
申
請
書
（
健
康
福

祉
課
窓
口
に
あ
り
）❷
受
診
者
名
、
受

診
日
が
記
載
さ
れ
、
人
間
ド
ッ
ク
受
診

を
証
明
で
き
る
領
収
書
❸
人
間
ド
ッ
ク

結
果
報
告
書
❹
保
険
証
❺
印
鑑
❻
通
帳

な
ど
振
込
先
口
座
が
分
か
る
も
の

申
請
・
問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課
保
険
医
療
係
（
☎
内
線

161
）後

発
医
薬
品
を

ご
存
知
で
す
か

　
後
発
医
薬
品
（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
）
は
、
先
発
医
薬
品
（
新
薬
）
の
特

許
が
切
れ
た
後
に
販
売
さ
れ
た
、
先
発

医
薬
品
と
同
じ
有
効
成
分
や
効
果
・
効

能
を
も
つ
安
価
な
医
薬
品
で
す
。

　
国
保
で
は
、
現
在
処
方
さ
れ
て
い
る

先
発
医
薬
品
か
ら
、
後
発
医
薬
品
に
切

り
替
え
た
場
合
、
ど
れ
く
ら
い
医
療
費

が
安
く
な
る
か
試
算
し
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

対
象
者
　
月
に
14
日
以
上
薬
を
投
与
さ

れ
た
12
歳
以
上
の
被
保
険
者
で
、
病
名

に
よ
る
絞
り
込
み
を
行
っ
た
試
算
の
結

果
100
円
以
上
の
差
額
が
見
込
ま
れ
る
人

通
知
月
　
７
月
、
11
月
、
３
月
の
予
定

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
変
更

は
、
医
師
や
薬
剤
師
に
相
談
し
、
薬
の

特
徴
や
医
療
費
に
つ
い
て
説
明
を
聞
い

て
判
断
し
ま
し
ょ
う
。
今
ま
で
の
薬
を

一
気
に
変
更
す
る
の
が
不
安
な
と
き

は
、
試
し
に
数
日
分
を
変
更
す
る
こ
と

も
可
能
で
す
。

　
自
分
の
意
思
を
伝
え
る
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
希
望
カ
ー
ド
は
、
健
康
福
祉

課
の
窓
口
で
も
配
付
し
て
い
ま
す
。

医
療
費
の
お
知
ら
せ

医
療
費
を
抑
え
る
た
め
に

　
国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者
の
皆
さ
ん
が
、

病
気
な
ど
で
医
療
機
関

等
を
受
診
し
た
場
合
の

医
療
費
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、「
医

療
費
の
お
知
ら
せ
」
を
行
い
ま
す
。

　
内
容
は
、❶
受
診
月
　
❷
受
診
者
氏

名
　
❸
医
療
機
関
等
の
名
称
　
❹
医

科
（
入
院
・
通
院
）・
歯
科
・
薬
局
等

の
別
　
❺
受
診
日
数
　
❻
医
療
費
の

総
額
等
で
す
。

「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
は
令
和
４
年

２
月
頃
に
封
書
形
式
で
お
届
け
す
る
予

定
で
す
。

　
な
お
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加

入
者
に
は
、
新
潟
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
か
ら
、
年
３
回
（
７
、
11
、

２
月
）「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
を
お

送
り
し
て
い
ま
す
。

　
日
ご
ろ
か
ら
自
分
の
健
康
管
理
に
は

十
分
注
意
し
、
医
療
費
を
有
効
に
使
う

よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
保
険
医
療

係
（
☎
内
線
161
・
163
）
へ

　
国
保
は
高
齢
者
の
加
入
割
合
が
高

く
、
医
療
費
の
増
加
や
国
保
税
の
負
担

能
力
な
ど
、
制
度
の
維
持
、
運
営
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
医
療
費

を
大
切
に
す
る
た
め
に
も
、
上
手
な
受

診
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

・
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

・
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
、
ふ

だ
ん
と
様
子
が
違
っ
た
ら
、
早
め
に
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

・
急
病
な
ど
の
ほ
か
は
時
間
外
や
休
日

の
受
診
は
避
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

・
お
医
者
さ
ん
を
次
々
変
え
る
ハ
シ
ゴ

受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
倒
産
・
解
雇
・
雇
い
止
め
な
ど
の
非

自
発
的
な
失
業
の
た
め
社
会
保
険
を
脱

退
し
、
国
保
に
加
入
し
た
人
の
国
保
税

を
軽
減
し
ま
す
。

対
象
者
　
対
象
と
な
る
の
は
次
の
す
べ

て
の
条
件
を
満
た
す
人
。

・
失
業
時
点
で
65
歳
未
満
の
人

・
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者
（
倒

産
・
解
雇
な
ど
に
よ
る
離
職
者
）
ま
た

は
特
定
理
由
離
職
者
（
雇
い
止
め
な
ど

に
よ
る
離
職
者
）
で
あ
る
人
。

※

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
第
１
面

「
12 

離
職
理
由
」欄
に
記
載
の
離
職

理
由
コ
ー
ド
が
11
、
12
、
21
、
22
、
31
、

32
、
23
、
33
、
34
の
人
が
該
当
し
ま
す
。

軽
減
内
容
　
国
民
健
康
保
険
税
の
所
得

割
を
算
定
す
る
際
に
、
非
自
発
的
失
業

者
の
前
年
の
給
与
所
得
を
30
／
100
と
し

て
算
定
し
ま
す
。

軽
減
期
間
　
離
職
日
の
翌
日
の
属
す
る

月
か
ら
、
そ
の
月
の
属
す
る
年
度
の
翌

年
度
末
ま
で
。

申
請
方
法
　
国
民
健
康
保
険
証
と
雇
用

保
険
受
給
資
格
者
証
の
原
本
を
持
参
し
、

健
康
福
祉
課
窓
口
（
☎
内
線
163
）
に
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

非
自
発
的
失
業
者
に
係
る
国

民
健
康
保
険
税
の
軽
減
措
置

　
市
役
所
や
年
金
事
務
所
の
職
員
な
ど

と
名
乗
り
、
医
療
費
の
還
付
を
す
る
と

い
っ
て
口
座
番
号
を
聞
き
出
し
た
り
、

銀
行
等
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
振
り
込
み
額
を
確

認
す
る
よ
う
促
す
不
審
な
電
話
や
訪
問

の
事
例
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
手
続
き
を
し
て
い
な
い
人

に
口
座
番
号
を
聞
く
こ
と
や
、
銀
行
等

の
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
っ
て
操
作
を
お
願
い
す

る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
電
話
や
訪
問
が
あ
っ
た

ら
健
康
福
祉
課
（
☎
内
線
163
）
ま
た
は

加
茂
警
察
署
（
☎
52
ー
０
１
１
０
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　交通事故など、第三者（加害者）から受けた傷害による医療費は、原則として加害者が負担
すべきものです。しかし、その負担（弁償）が不十分であったり、遅れたりする場合には、国
保や後期高齢者医療制度の保険証を使って治療を受けることができます。
　この場合、医療費を医療保険が一時的に立て替え、あとから加害者に請求します。保険証を
使い交通事故などのけがの治療を受けるときは、「第三者行為による被害届」を提出してくだ
さい。
　
■届け出の際の注意
　・加害者の住所、氏名、自動車損害賠償責任保険
　　の加入の有無を確認しておく。
　・交通事故証明書を取り寄せる。
　・保険証と印鑑を持参する。
■事故に遭ったときは
　・自動車のナンバーをひかえる。
　・免許証、車検証、保険証などで相手を確認する。
　・軽いけがだと思っても、必ず警察へ届ける。
　・示談をする前に健康福祉課保険医療係へ相談する（加害者から治療費を受け取ったり、示談
　　をすませたりすると保険証は使えません）。

不
審
電
話
に

　
　
　
　
ご
注
意
く
だ
さ
い

～国保コラム～　　「交通事故に遭ったら届け出を」

国
保
か
ら
の
お
知
ら
せ
（
交
通
事
故
）
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お
し
ら
せ

令
和
２
年
度
　
下
半
期
の
財
政
状
況

【有料広告】

　
商
工
会
議
所
で
は
、
地
元
買
物
運
動

推
進
の
一
環
で
、
毎
年
大
好
評
の
「
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」
を
発
行
し
ま
す
。

　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
は
、
１
万
円
で

１
万
２
千
円
分
の
買
い
物
が
で
き
ま
す
。

　
商
品
券
は
、市
内
の
取
扱
店
ポ
ス
タ
ー

の
あ
る
お
店
で
使
え
ま
す
。

販
売
期
間　
８
月
１
日
（
日
）
午
前
９

時
か
ら※

売
り
切
れ
次
第
終
了

販
売
場
所　
加
茂
商
工
会
議
所
、
加
茂

市
商
店
街
協
同
組
合

購
入
上
限　
１
人
５
セ
ッ
ト
ま
で※

18

歳
未
満
の
人
は
購
入
で
き
ま
せ
ん
。

有
効
期
間　
８
月
１
日
（
日
）
〜
12
月

31
日
（
金
）

問
い
合
わ
せ　
加
茂
商
工
会
議
所
（
☎

52
ー
１
７
４
０
、

　
加
茂
美
術
協
会
で
は
、加
茂
の
「
今
」

展
に
出
品
す
る
作
品
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

募
集
作
品
　
日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
販
売

　
　
　
　
１
人
５
セ
ッ
ト
ま
で

加
茂
の
「
今
」
展 

作
品
募
集

info@kamocci.or.jp

）

工
芸
、
写
真
、
書
道
、
生
花

作
品
数
　
１
人
に
つ
き
２
点
以
内

出
品
料
　
１
点
に
つ
き
500
円
（
高
校
生

は
無
料
）

搬
入
日
時
　
９
月
９
日
（
木
）
午
前
９

時
〜
午
後
１
時

搬
出
日
時
　
９
月
13
日
（
月
）
午
後
３

時
〜
４
時

会
　
期
　
９
月
10
日（
金
）〜
13
日（
月
）

会
　
場
　
加
茂
産
業
セ
ン
タ
ー

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
７
月
31
日

（
土
）
ま
で
に
加
茂
美
術
協
会
事
務
局

石
澤
さ
ん
（
☎
080
ー
５
９
３
４―

４
７

１
１
）

　いよいよ開催される東京オリンピック！
　加茂市ではロシア男女体操チーム、ポルトガル女子体操選手フィリッ
パ・マルティンス選手を応援します。
　またホストタウン事業の一環で体操競技観戦ガイドブックを作成しま
した。体操競技観戦ガイドブックは市内各体育施設、コミセン及び市役
所内に無料で設置していますので、観戦の際参考にしてください。
　是非この機会に、日本と激戦を繰り広げる体操競技の世界に触れてみ
ませんか？

7 月 24日（土）　男子予選
7月 25日（日）　女子予選
7月 26日（月）　男子団体決勝
7月 27日（火）　女子団体決勝
7月 28日（水）　男子個人総合決勝
7月 29日（木）　女子個人総合決勝
8月  1 日（日）　種目別決勝　男子ゆか・あん馬、女子跳馬・段違い平行棒
8月  2 日（月）　種目別決勝　男子つり輪・跳馬、女子ゆか
8月  3 日（火）　種目別決勝　男子平行棒・鉄棒、女子平均台

問い合わせ　スポーツ振興課（☎53-2206）

土　　地
建　　物
構 築 物

基　　金

1,386,650㎡
143,316㎡

262基
1億5,585万円

96,253㎡

市有財産の状況
一　般　会　計
下水道事業会計

88億2,695万円
104億 436万円

市 債 の 現 在 高

※市債現在高は88億2,695万円ですが、国が全額負担する分を除き、実際に
　加茂市が返済する金額は26億6,254万円となります。

収益的
資本的

項　目 予　算　額
（万円）

収 入 済 額
（万円）

収　　　入 支　　出

5億5,360
9,668

5億2,941
7,776

収入割合

95.6%
80.4%

予　算　額
（万円）

支 出 済 額
（万円）

5億 450
2億2,818

4億8,861
1億9,539

支出割合

96.9%
85.6%

■水道事業会計

国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
宅 地 造 成 事 業
下　水　道　事　業
介 　 護 　 保 　 険
在宅介護サービス事業

合　　計

項　目 予　算　額
（万円） 収 入 済 額

（万円）

歳　　　入 歳　　出

27億4,379
3億3,734
1億4,733
22億2,382
32億1,468
5億1,060
91億7,756

26億1,888
3億3,517
2,150

15億1,701
32億2,452
4億 506
81億2,214

収入割合

95.4%
99.4%
14.6%
68.2%
100.3%
79.3%
88.5%

支 出 済 額
（万円）
23億9,115
3億3,468

28
18億7,065
28億6,713
4億8,102
79億4,491

支出割合

87.1%
99.2%
0.2%
84.1%
89.2%
94.2%
86.6%

■特別会計

■一般会計

令和２年度　下半期の財政状況
加茂市には、どのようなお金が入り、何に使われているのか・・・。
市では毎年財政状況を公表しています。今回は、令和3年3月31日までの財政状況をお知らせします。

予 算 額　　162億5,518万円
収入済額　　145億1,950万円（収入割合89.3％）
支出済額　　137億2,468万円（支出割合84.4％）

歳　入 歳　出 　上段：予算額
　下段：収入・支出済額　（円）

民生費

総務費

教育費

土木費

商工費

公債費

衛生費

その他

国庫
支出金

地方
交付税※

市　税

諸収入

市　債

県支出金

地方消費税
交付金

その他

41億 210万
37億 615万

39億9,798万
35億7,782万

19億9,246万
14億5,575万

17億9,115万
13億7,607万

13億3,004万
8億8,055万

10億9,180万
10億8,687万

9億9,370万
7億3,155万

9億5,595万
9億 992万

48億7,678万
44億7,170万

43億1,084万
42億9,435万

27億1,350万
26億7,344万

11億6,062万
7億2,789万

9億1,040万
2億2,870万

7億2,625万
6億6,350万

5億8,620万
5億8,577万

9億7,059万
8億7,415万

※臨時財政対策債は地方交付税に含む
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お
し
ら
せ

令
和
２
年
度
　
下
半
期
の
財
政
状
況

【有料広告】

　
商
工
会
議
所
で
は
、
地
元
買
物
運
動

推
進
の
一
環
で
、
毎
年
大
好
評
の
「
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」
を
発
行
し
ま
す
。

　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
は
、
１
万
円
で

１
万
２
千
円
分
の
買
い
物
が
で
き
ま
す
。

　
商
品
券
は
、市
内
の
取
扱
店
ポ
ス
タ
ー

の
あ
る
お
店
で
使
え
ま
す
。

販
売
期
間　
８
月
１
日
（
日
）
午
前
９

時
か
ら※

売
り
切
れ
次
第
終
了

販
売
場
所　
加
茂
商
工
会
議
所
、
加
茂

市
商
店
街
協
同
組
合

購
入
上
限　
１
人
５
セ
ッ
ト
ま
で※

18

歳
未
満
の
人
は
購
入
で
き
ま
せ
ん
。

有
効
期
間　
８
月
１
日
（
日
）
〜
12
月

31
日
（
金
）

問
い
合
わ
せ　
加
茂
商
工
会
議
所
（
☎

52
ー
１
７
４
０
、

　
加
茂
美
術
協
会
で
は
、加
茂
の
「
今
」

展
に
出
品
す
る
作
品
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

募
集
作
品
　
日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
販
売

　
　
　
　
１
人
５
セ
ッ
ト
ま
で

加
茂
の
「
今
」
展 

作
品
募
集

info@kamocci.or.jp

）

工
芸
、
写
真
、
書
道
、
生
花

作
品
数
　
１
人
に
つ
き
２
点
以
内

出
品
料
　
１
点
に
つ
き
500
円
（
高
校
生

は
無
料
）

搬
入
日
時
　
９
月
９
日
（
木
）
午
前
９

時
〜
午
後
１
時

搬
出
日
時
　
９
月
13
日
（
月
）
午
後
３

時
〜
４
時

会
　
期
　
９
月
10
日（
金
）〜
13
日（
月
）

会
　
場
　
加
茂
産
業
セ
ン
タ
ー

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
７
月
31
日

（
土
）
ま
で
に
加
茂
美
術
協
会
事
務
局

石
澤
さ
ん
（
☎
080
ー
５
９
３
４―

４
７

１
１
）

　いよいよ開催される東京オリンピック！
　加茂市ではロシア男女体操チーム、ポルトガル女子体操選手フィリッ
パ・マルティンス選手を応援します。
　またホストタウン事業の一環で体操競技観戦ガイドブックを作成しま
した。体操競技観戦ガイドブックは市内各体育施設、コミセン及び市役
所内に無料で設置していますので、観戦の際参考にしてください。
　是非この機会に、日本と激戦を繰り広げる体操競技の世界に触れてみ
ませんか？

7 月 24日（土）　男子予選
7月 25日（日）　女子予選
7月 26日（月）　男子団体決勝
7月 27日（火）　女子団体決勝
7月 28日（水）　男子個人総合決勝
7月 29日（木）　女子個人総合決勝
8月  1 日（日）　種目別決勝　男子ゆか・あん馬、女子跳馬・段違い平行棒
8月  2 日（月）　種目別決勝　男子つり輪・跳馬、女子ゆか
8月  3 日（火）　種目別決勝　男子平行棒・鉄棒、女子平均台

問い合わせ　スポーツ振興課（☎53-2206）

土　　地
建　　物
構 築 物

基　　金

1,386,650㎡
143,316㎡

262基
1億5,585万円

96,253㎡

市有財産の状況
一　般　会　計
下水道事業会計

88億2,695万円
104億 436万円

市 債 の 現 在 高

※市債現在高は88億2,695万円ですが、国が全額負担する分を除き、実際に
　加茂市が返済する金額は26億6,254万円となります。

収益的
資本的

項　目 予　算　額
（万円）

収 入 済 額
（万円）

収　　　入 支　　出

5億5,360
9,668

5億2,941
7,776

収入割合

95.6%
80.4%

予　算　額
（万円）

支 出 済 額
（万円）

5億 450
2億2,818

4億8,861
1億9,539

支出割合

96.9%
85.6%

■水道事業会計

国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
宅 地 造 成 事 業
下　水　道　事　業
介 　 護 　 保 　 険
在宅介護サービス事業

合　　計

項　目 予　算　額
（万円） 収 入 済 額

（万円）

歳　　　入 歳　　出

27億4,379
3億3,734
1億4,733
22億2,382
32億1,468
5億1,060
91億7,756

26億1,888
3億3,517
2,150

15億1,701
32億2,452
4億 506
81億2,214

収入割合

95.4%
99.4%
14.6%
68.2%
100.3%
79.3%
88.5%

支 出 済 額
（万円）
23億9,115
3億3,468

28
18億7,065
28億6,713
4億8,102
79億4,491

支出割合

87.1%
99.2%
0.2%
84.1%
89.2%
94.2%
86.6%

■特別会計

■一般会計

令和２年度　下半期の財政状況
加茂市には、どのようなお金が入り、何に使われているのか・・・。
市では毎年財政状況を公表しています。今回は、令和3年3月31日までの財政状況をお知らせします。

予 算 額　　162億5,518万円
収入済額　　145億1,950万円（収入割合89.3％）
支出済額　　137億2,468万円（支出割合84.4％）

歳　入 歳　出 　上段：予算額
　下段：収入・支出済額　（円）

民生費

総務費

教育費

土木費

商工費

公債費

衛生費

その他

国庫
支出金

地方
交付税※

市　税

諸収入

市　債

県支出金

地方消費税
交付金

その他

41億 210万
37億 615万

39億9,798万
35億7,782万

19億9,246万
14億5,575万

17億9,115万
13億7,607万

13億3,004万
8億8,055万

10億9,180万
10億8,687万

9億9,370万
7億3,155万

9億5,595万
9億 992万

48億7,678万
44億7,170万

43億1,084万
42億9,435万

27億1,350万
26億7,344万

11億6,062万
7億2,789万

9億1,040万
2億2,870万

7億2,625万
6億6,350万

5億8,620万
5億8,577万

9億7,059万
8億7,415万

※臨時財政対策債は地方交付税に含む
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お
し
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令
和
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年
度
　
下
半
期
の
財
政
状
況

【有料広告】

　
商
工
会
議
所
で
は
、
地
元
買
物
運
動

推
進
の
一
環
で
、
毎
年
大
好
評
の
「
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」
を
発
行
し
ま
す
。

　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
は
、
１
万
円
で

１
万
２
千
円
分
の
買
い
物
が
で
き
ま
す
。

　
商
品
券
は
、市
内
の
取
扱
店
ポ
ス
タ
ー

の
あ
る
お
店
で
使
え
ま
す
。

販
売
期
間　
８
月
１
日
（
日
）
午
前
９

時
か
ら※

売
り
切
れ
次
第
終
了

販
売
場
所　
加
茂
商
工
会
議
所
、
加
茂

市
商
店
街
協
同
組
合

購
入
上
限　
１
人
５
セ
ッ
ト
ま
で※

18

歳
未
満
の
人
は
購
入
で
き
ま
せ
ん
。

有
効
期
間　
８
月
１
日
（
日
）
〜
12
月

31
日
（
金
）

問
い
合
わ
せ　
加
茂
商
工
会
議
所
（
☎

52
ー
１
７
４
０
、

　
加
茂
美
術
協
会
で
は
、加
茂
の
「
今
」

展
に
出
品
す
る
作
品
を
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集
し
て
い
ま

す
。
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品
　
日
本
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、
彫
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、
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５
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茂
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」
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作
品
募
集
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）

工
芸
、
写
真
、
書
道
、
生
花

作
品
数
　
１
人
に
つ
き
２
点
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内
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１
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500
円
（
高
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生
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無
料
）

搬
入
日
時
　
９
月
９
日
（
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）
午
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９

時
〜
午
後
１
時

搬
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時
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月
13
日
（
月
）
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後
３

時
〜
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時

会
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月
10
日（
金
）〜
13
日（
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）

会
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セ
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タ
ー
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し
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・
問
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せ
　
７
月
31
日

（
土
）
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で
に
加
茂
美
術
協
会
事
務
局

石
澤
さ
ん
（
☎
080
ー
５
９
３
４―

４
７

１
１
）

　いよいよ開催される東京オリンピック！
　加茂市ではロシア男女体操チーム、ポルトガル女子体操選手フィリッ
パ・マルティンス選手を応援します。
　またホストタウン事業の一環で体操競技観戦ガイドブックを作成しま
した。体操競技観戦ガイドブックは市内各体育施設、コミセン及び市役
所内に無料で設置していますので、観戦の際参考にしてください。
　是非この機会に、日本と激戦を繰り広げる体操競技の世界に触れてみ
ませんか？

7 月 24日（土）　男子予選
7月 25日（日）　女子予選
7月 26日（月）　男子団体決勝
7月 27日（火）　女子団体決勝
7月 28日（水）　男子個人総合決勝
7月 29日（木）　女子個人総合決勝
8月  1 日（日）　種目別決勝　男子ゆか・あん馬、女子跳馬・段違い平行棒
8月  2 日（月）　種目別決勝　男子つり輪・跳馬、女子ゆか
8月  3 日（火）　種目別決勝　男子平行棒・鉄棒、女子平均台

問い合わせ　スポーツ振興課（☎53-2206）

土　　地
建　　物
構 築 物

基　　金

1,386,650㎡
143,316㎡

262基
1億5,585万円

96,253㎡

市有財産の状況
一　般　会　計
下水道事業会計

88億2,695万円
104億 436万円

市 債 の 現 在 高

※市債現在高は88億2,695万円ですが、国が全額負担する分を除き、実際に
　加茂市が返済する金額は26億6,254万円となります。

収益的
資本的

項　目 予　算　額
（万円）

収 入 済 額
（万円）

収　　　入 支　　出

5億5,360
9,668

5億2,941
7,776

収入割合

95.6%
80.4%

予　算　額
（万円）

支 出 済 額
（万円）

5億 450
2億2,818

4億8,861
1億9,539

支出割合

96.9%
85.6%

■水道事業会計

国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
宅 地 造 成 事 業
下　水　道　事　業
介 　 護 　 保 　 険
在宅介護サービス事業

合　　計

項　目 予　算　額
（万円） 収 入 済 額

（万円）

歳　　　入 歳　　出

27億4,379
3億3,734
1億4,733
22億2,382
32億1,468
5億1,060
91億7,756

26億1,888
3億3,517
2,150

15億1,701
32億2,452
4億 506
81億2,214

収入割合

95.4%
99.4%
14.6%
68.2%
100.3%
79.3%
88.5%

支 出 済 額
（万円）
23億9,115
3億3,468

28
18億7,065
28億6,713
4億8,102
79億4,491

支出割合

87.1%
99.2%
0.2%
84.1%
89.2%
94.2%
86.6%

■特別会計

■一般会計

令和２年度　下半期の財政状況
加茂市には、どのようなお金が入り、何に使われているのか・・・。
市では毎年財政状況を公表しています。今回は、令和3年3月31日までの財政状況をお知らせします。

予 算 額　　162億5,518万円
収入済額　　145億1,950万円（収入割合89.3％）
支出済額　　137億2,468万円（支出割合84.4％）

歳　入 歳　出 　上段：予算額
　下段：収入・支出済額　（円）

民生費

総務費

教育費

土木費

商工費

公債費

衛生費

その他

国庫
支出金

地方
交付税※

市　税

諸収入

市　債

県支出金

地方消費税
交付金

その他

41億 210万
37億 615万

39億9,798万
35億7,782万

19億9,246万
14億5,575万

17億9,115万
13億7,607万

13億3,004万
8億8,055万

10億9,180万
10億8,687万

9億9,370万
7億3,155万

9億5,595万
9億 992万

48億7,678万
44億7,170万

43億1,084万
42億9,435万

27億1,350万
26億7,344万

11億6,062万
7億2,789万

9億1,040万
2億2,870万

7億2,625万
6億6,350万

5億8,620万
5億8,577万

9億7,059万
8億7,415万

※臨時財政対策債は地方交付税に含む
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【有料広告】

　
楽
し
み
な
が
ら
運
動
や
健
康
づ
く
り

に
取
り
組
め
る
よ
う
、
運
動
等
を
ア
プ

リ
で
「
見
え
る
化
」
し
、
協
力
店
舗
で

利
用
可
能
な
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る
な

ど
、
運
動
習
慣
の
定
着
や
健
康
づ
く
り

の
推
進
を
目
指
し
た
「
に
い
が
た
ヘ
ル

ス
＆
ス
ポ
ー
ツ
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
」
を

実
施
し
ま
す
。

　
所
得
が
少
な
い
と

き
や
失
業
な
ど
に
よ

り
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
が
難
し
い
人

の
た
め
に
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

申
請
免
除
制
度

　
本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
の
前
年
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
や
、
失
業
等

の
事
由
が
あ
る
場
合
に
保
険
料
が
免
除

さ
れ
ま
す
。
所
得
に
応
じ
て
全
額
免

除
、
４
分
の
３
免
除
、
半
額
免
除
、
４

分
の
１
免
除
が
あ
り
ま
す
。

納
付
猶
予
制
度

50
歳
未
満
の
人
で
本
人
、
配
偶
者
の

前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
保

険
料
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
免
除
承
認
期
間
は
年
金
の

受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、

将
来
受
け
取
る
年
金
が
全
額
納
め
た
と

き
と
比
べ
て
少
な
く
な
り
ま
す
。
年
金

額
を
増
や
す
た
め
10
年
以
内
で
あ
れ
ば

追
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

手
続
き

　
今
年
度
の
免
除
申
請
は
７
月
か
ら
受

け
付
け
ま
す
。
原
則
と
し
て
毎
年
度

に
い
が
た
ヘ
ル
ス
＆

ス
ポ
ー
ツ
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業

　
　
　
　
地
域
協
力
店
募
集

国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度

（
承
認
期
間
は
７
月
か
ら
翌
年
６
月
ま

で
）
申
請
が
必
要
で
す
が
、
前
年
度
に

継
続
申
請
を
希
望
し
、
全
額
免
除
ま
た

は
納
付
猶
予
が
承
認
さ
れ
た
人
は
、
毎

年
申
請
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
結

果
通
知
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
免
除
申

請
は
申
請
月
か
ら
２
年
１
カ
月
ま
で
さ
か

の
ぼ
っ
て
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

持
ち
物

年
金
手
帳
、
失
業
な
ど
を
理
由
と
す
る

場
合
は
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
や
離

職
票
等
の
写
し
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
国
民
年
金
係

（
☎
内
線
113
）

　
ア
プ
リ
で
貯
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
を
店

舗
の
サ
ー
ビ
ス
や
特
典
と
交
換
す
る
こ

と
が
で
き
る
地
域
協
力
店
の
募
集
し
ま

す
。
申
し
込
み
は
無
料
で
、
地
域
協
力

店
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
県
か
ら
の
店

舗
の
情
報
発
信
、
来
店
促
進
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。

　
募
集
の
詳
細
な
ど
は
、
新
潟
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
新
潟
県
県
民
生
活
・
環

境
部
ス
ポ
ー
ツ
課
企

画
係
（
☎
025

－

280

－

５
６
２
６
）

青空の下の電車は今だけ！
　　　 モハ１写真撮影会

　県内唯一の木造電車モ
ハ１を長く保存するた
め、秋から屋根をかける
工事（新潟県地域活性化
推進事業）を始めます。
　屋根の着工を記念して、鉄道写真の第一人者と
共に、冬鳥越スキーガーデンとその周辺の鉄道遺
跡をめぐる、特別撮影会を開催します。
日　時　8月 7日（土）午前 10時から正午
集合場所 冬鳥越スキーガーデン   ロッジウェールデン
講　師　小竹直人さん（写真家）
定　員　先着 15人
参加費　1,500 円（弁当・お茶代・保険料込）
申し込み　７月 20 日（火）から 8 月 2 日（月）
までに、住所、氏名、電話番号、生年月日を社会教
育課（☎内線461、Fax53－4655、　

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

【有料広告】

　
な
が
い
き
ス
ト

リ
ー
ト
逸
品
フ
ェ

ア
で
ア
ー
ケ
ー
ド
に
掲
示
（
10
月
１

日
〜
11
月
７
日
）
す
る
川
柳
を
募
集

し
ま
す
。

句
題
は
「
晴
」
で
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
晴
れ
舞
台
と
、
霧

が
晴
れ
る
よ
う
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
終
息
す
る
こ
と
を
願
い
、
元
気
に

な
る
川
柳
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
方
法
　
１
人
２
句
以
内
。
は
が

き
裏
面
に
必
要
事
項
を
楷
書
で
記
入

し
、
応
募
（
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
持
参
も

可
）。

必
要
事
項
　
投
稿
句
、
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、

電
話
番
号

申
し
込
み

８
月
15
日
（
日
）
ま
で

に
加
茂
市
商
店
街
協
同
組
合
（
〒
959

－

１
３
５
１
仲
町
１

－

34
、☎
52

－

０

７
７
５
、℻
53

－

３
４
３
４
）

※

入
賞
者
に
は
加
茂
市
商
店
街
共
通

商
品
券
を
進
呈
。

な
が
い
き
川
柳

句
題
「
晴
」

　
皆
さ
ん
が
病
気
に

な
っ
た
り
、
事
故
に
遭
っ
た
と
き
な
ど

の
治
療
に
使
わ
れ
る
輸
血
用
血
液
は
、

す
べ
て
皆
さ
ん
の
善
意
の
献
血
で
得
ら

れ
た
血
液
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
長
期
保
存
で
き
な
い
血
液
を
一
年
を

通
じ
て
安
定
供
給
す
る
た
め
、
献
血
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
県
内
で
は
新
潟
市
と
長
岡
市
の
２
カ

所
の
献
血
ル
ー
ム
で
、
毎
日
献
血
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
新
潟
県
赤
十
字
血
液
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
継
続
的
な
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
健
康
づ
く

り
係
（
☎
内
線
164
）

献
血
に
ご
理
解

　
　  
ご
協
力
を

　
県
内
で
購
入
さ
れ
た
宝
く
じ
の
収

益
金
は
、
市
町
村
の
明
る
く
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
宝
く
じ
は
県
内
で
買
い
ま
し
ょ

う
！

　
市
内
で
毒
を
も
つ
「
チ
ャ
ド
ク
ガ
」

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

８
月
13
日（
金
）ま
で
発
売
中

毒
を
も
つ

  「
チ
ャ
ド
ク
ガ
」に
注
意
！

（http://www.
bs.jrc.or.jp/ktks/niigata/

）

が
目
撃
さ
れ
て
い
ま
す
。
チ
ャ
ド
ク

ガ
は
ツ
バ
キ
科
の
葉
に
発
生
し
ま
す
。

卵
か
ら
成
虫
ま
で
す
べ
て
毒
針
毛（
ど

く
し
ん
も
う
）
と
呼
ば
れ
る
毛
が
あ

り
、
皮
膚
に
刺
さ
る
と
強
い
炎
症
を

起
こ
し
、
猛
烈
な
か
ゆ
み
に
襲
わ
れ

ま
す
。

　
か
い
て
し
ま
う
と
毒
針
毛
が
皮
膚

に
深
く
刺
さ
っ
て
し
ま
う
の
で
、
毒

針
毛
に
触
れ
た
ら
、
こ
す
ら
ず
弱
い

流
水
で
洗
い
流
し
て
く
だ
さ
い
。
粘

着
テ
ー
プ
に
粘
着
さ
せ
る
の
も
効
果

的
で
す
。

　
近
づ
く
際
は
、
必
ず
長
袖
、
長
ズ

ボ
ン
、
マ
ス
ク
や
手
袋
を
着
用
し
、

皮
膚
を
露
出
さ
せ
な
い
よ
う
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
症
状
が
気

に
な
る
場
合
は
速
や
か
に
皮
膚
科
等

の
医
療
機
関
を
受
診
す
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

月日 当番医 ☎

7／18（日）にのみや内科クリニック５７－０７７０

22（木・祝）中村医院 ５２－００９５

23（金・祝）さくらクリニック ５２－９５１１

25（日）田上診療所 ５７－５０１５

８／1（日）鷲塚内科医院 ５２－２０５４

8（日・祝）監物小児科医院 ５２－０８００

9（月・振休）いからし小児科アレルギークリニック ５３－２２５０

syakyo@ci
ty.kamo.niigata.jp）へ。
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お
し
ら
せ

令
和
２
年
度
　
下
半
期
の
財
政
状
況

【有料広告】

　
商
工
会
議
所
で
は
、
地
元
買
物
運
動

推
進
の
一
環
で
、
毎
年
大
好
評
の
「
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」
を
発
行
し
ま
す
。

　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
は
、
１
万
円
で

１
万
２
千
円
分
の
買
い
物
が
で
き
ま
す
。

　
商
品
券
は
、市
内
の
取
扱
店
ポ
ス
タ
ー

の
あ
る
お
店
で
使
え
ま
す
。

販
売
期
間　
８
月
１
日
（
日
）
午
前
９

時
か
ら※

売
り
切
れ
次
第
終
了

販
売
場
所　
加
茂
商
工
会
議
所
、
加
茂

市
商
店
街
協
同
組
合

購
入
上
限　
１
人
５
セ
ッ
ト
ま
で※

18

歳
未
満
の
人
は
購
入
で
き
ま
せ
ん
。

有
効
期
間　
８
月
１
日
（
日
）
〜
12
月

31
日
（
金
）

問
い
合
わ
せ　
加
茂
商
工
会
議
所
（
☎

52
ー
１
７
４
０
、

　
加
茂
美
術
協
会
で
は
、加
茂
の
「
今
」

展
に
出
品
す
る
作
品
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

募
集
作
品
　
日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
販
売

　
　
　
　
１
人
５
セ
ッ
ト
ま
で

加
茂
の
「
今
」
展 

作
品
募
集

info@kamocci.or.jp

）

工
芸
、
写
真
、
書
道
、
生
花

作
品
数
　
１
人
に
つ
き
２
点
以
内

出
品
料
　
１
点
に
つ
き
500
円
（
高
校
生

は
無
料
）

搬
入
日
時
　
９
月
９
日
（
木
）
午
前
９

時
〜
午
後
１
時

搬
出
日
時
　
９
月
13
日
（
月
）
午
後
３

時
〜
４
時

会
　
期
　
９
月
10
日（
金
）〜
13
日（
月
）

会
　
場
　
加
茂
産
業
セ
ン
タ
ー

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
７
月
31
日

（
土
）
ま
で
に
加
茂
美
術
協
会
事
務
局

石
澤
さ
ん
（
☎
080
ー
５
９
３
４―

４
７

１
１
）

　いよいよ開催される東京オリンピック！
　加茂市ではロシア男女体操チーム、ポルトガル女子体操選手フィリッ
パ・マルティンス選手を応援します。
　またホストタウン事業の一環で体操競技観戦ガイドブックを作成しま
した。体操競技観戦ガイドブックは市内各体育施設、コミセン及び市役
所内に無料で設置していますので、観戦の際参考にしてください。
　是非この機会に、日本と激戦を繰り広げる体操競技の世界に触れてみ
ませんか？

7 月 24日（土）　男子予選
7月 25日（日）　女子予選
7月 26日（月）　男子団体決勝
7月 27日（火）　女子団体決勝
7月 28日（水）　男子個人総合決勝
7月 29日（木）　女子個人総合決勝
8月  1 日（日）　種目別決勝　男子ゆか・あん馬、女子跳馬・段違い平行棒
8月  2 日（月）　種目別決勝　男子つり輪・跳馬、女子ゆか
8月  3 日（火）　種目別決勝　男子平行棒・鉄棒、女子平均台

問い合わせ　スポーツ振興課（☎53-2206）

土　　地
建　　物
構 築 物

基　　金

1,386,650㎡
143,316㎡

262基
1億5,585万円

96,253㎡

市有財産の状況
一　般　会　計
下水道事業会計

88億2,695万円
104億 436万円

市 債 の 現 在 高

※市債現在高は88億2,695万円ですが、国が全額負担する分を除き、実際に
　加茂市が返済する金額は26億6,254万円となります。

収益的
資本的

項　目 予　算　額
（万円）

収 入 済 額
（万円）

収　　　入 支　　出

5億5,360
9,668

5億2,941
7,776

収入割合

95.6%
80.4%

予　算　額
（万円）

支 出 済 額
（万円）

5億 450
2億2,818

4億8,861
1億9,539

支出割合

96.9%
85.6%

■水道事業会計

国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
宅 地 造 成 事 業
下　水　道　事　業
介 　 護 　 保 　 険
在宅介護サービス事業

合　　計

項　目 予　算　額
（万円） 収 入 済 額

（万円）

歳　　　入 歳　　出

27億4,379
3億3,734
1億4,733
22億2,382
32億1,468
5億1,060
91億7,756

26億1,888
3億3,517
2,150

15億1,701
32億2,452
4億 506
81億2,214

収入割合

95.4%
99.4%
14.6%
68.2%
100.3%
79.3%
88.5%

支 出 済 額
（万円）
23億9,115
3億3,468

28
18億7,065
28億6,713
4億8,102
79億4,491

支出割合

87.1%
99.2%
0.2%
84.1%
89.2%
94.2%
86.6%

■特別会計

■一般会計

令和２年度　下半期の財政状況
加茂市には、どのようなお金が入り、何に使われているのか・・・。
市では毎年財政状況を公表しています。今回は、令和3年3月31日までの財政状況をお知らせします。

予 算 額　　162億5,518万円
収入済額　　145億1,950万円（収入割合89.3％）
支出済額　　137億2,468万円（支出割合84.4％）

歳　入 歳　出 　上段：予算額
　下段：収入・支出済額　（円）

民生費

総務費

教育費

土木費

商工費

公債費

衛生費

その他

国庫
支出金

地方
交付税※

市　税

諸収入

市　債

県支出金

地方消費税
交付金

その他

41億 210万
37億 615万

39億9,798万
35億7,782万

19億9,246万
14億5,575万

17億9,115万
13億7,607万

13億3,004万
8億8,055万

10億9,180万
10億8,687万

9億9,370万
7億3,155万

9億5,595万
9億 992万

48億7,678万
44億7,170万

43億1,084万
42億9,435万

27億1,350万
26億7,344万

11億6,062万
7億2,789万

9億1,040万
2億2,870万

7億2,625万
6億6,350万

5億8,620万
5億8,577万

9億7,059万
8億7,415万

※臨時財政対策債は地方交付税に含む
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【有料広告】

　
楽
し
み
な
が
ら
運
動
や
健
康
づ
く
り

に
取
り
組
め
る
よ
う
、
運
動
等
を
ア
プ

リ
で
「
見
え
る
化
」
し
、
協
力
店
舗
で

利
用
可
能
な
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る
な

ど
、
運
動
習
慣
の
定
着
や
健
康
づ
く
り

の
推
進
を
目
指
し
た
「
に
い
が
た
ヘ
ル

ス
＆
ス
ポ
ー
ツ
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
」
を

実
施
し
ま
す
。

　
所
得
が
少
な
い
と

き
や
失
業
な
ど
に
よ

り
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
が
難
し
い
人

の
た
め
に
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

申
請
免
除
制
度

　
本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
の
前
年
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
や
、
失
業
等

の
事
由
が
あ
る
場
合
に
保
険
料
が
免
除

さ
れ
ま
す
。
所
得
に
応
じ
て
全
額
免

除
、
４
分
の
３
免
除
、
半
額
免
除
、
４

分
の
１
免
除
が
あ
り
ま
す
。

納
付
猶
予
制
度

50
歳
未
満
の
人
で
本
人
、
配
偶
者
の

前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
保

険
料
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
免
除
承
認
期
間
は
年
金
の

受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、

将
来
受
け
取
る
年
金
が
全
額
納
め
た
と

き
と
比
べ
て
少
な
く
な
り
ま
す
。
年
金

額
を
増
や
す
た
め
10
年
以
内
で
あ
れ
ば

追
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

手
続
き

　
今
年
度
の
免
除
申
請
は
７
月
か
ら
受

け
付
け
ま
す
。
原
則
と
し
て
毎
年
度

に
い
が
た
ヘ
ル
ス
＆

ス
ポ
ー
ツ
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業

　
　
　
　
地
域
協
力
店
募
集

国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度

（
承
認
期
間
は
７
月
か
ら
翌
年
６
月
ま

で
）
申
請
が
必
要
で
す
が
、
前
年
度
に

継
続
申
請
を
希
望
し
、
全
額
免
除
ま
た

は
納
付
猶
予
が
承
認
さ
れ
た
人
は
、
毎

年
申
請
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
結

果
通
知
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
免
除
申

請
は
申
請
月
か
ら
２
年
１
カ
月
ま
で
さ
か

の
ぼ
っ
て
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

持
ち
物

年
金
手
帳
、
失
業
な
ど
を
理
由
と
す
る

場
合
は
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
や
離

職
票
等
の
写
し
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
国
民
年
金
係

（
☎
内
線
113
）

　
ア
プ
リ
で
貯
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
を
店

舗
の
サ
ー
ビ
ス
や
特
典
と
交
換
す
る
こ

と
が
で
き
る
地
域
協
力
店
の
募
集
し
ま

す
。
申
し
込
み
は
無
料
で
、
地
域
協
力

店
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
県
か
ら
の
店

舗
の
情
報
発
信
、
来
店
促
進
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。

　
募
集
の
詳
細
な
ど
は
、
新
潟
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
新
潟
県
県
民
生
活
・
環

境
部
ス
ポ
ー
ツ
課
企

画
係
（
☎
025

－

280

－

５
６
２
６
）

青空の下の電車は今だけ！
　　　 モハ１写真撮影会

　県内唯一の木造電車モ
ハ１を長く保存するた
め、秋から屋根をかける
工事（新潟県地域活性化
推進事業）を始めます。
　屋根の着工を記念して、鉄道写真の第一人者と
共に、冬鳥越スキーガーデンとその周辺の鉄道遺
跡をめぐる、特別撮影会を開催します。
日　時　8月 7日（土）午前 10時から正午
集合場所 冬鳥越スキーガーデン   ロッジウェールデン
講　師　小竹直人さん（写真家）
定　員　先着 15人
参加費　1,500 円（弁当・お茶代・保険料込）
申し込み　７月 20 日（火）から 8 月 2 日（月）
までに、住所、氏名、電話番号、生年月日を社会教
育課（☎内線461、Fax53－4655、　

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

【有料広告】

　
な
が
い
き
ス
ト

リ
ー
ト
逸
品
フ
ェ

ア
で
ア
ー
ケ
ー
ド
に
掲
示
（
10
月
１

日
〜
11
月
７
日
）
す
る
川
柳
を
募
集

し
ま
す
。

句
題
は
「
晴
」
で
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
晴
れ
舞
台
と
、
霧

が
晴
れ
る
よ
う
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
終
息
す
る
こ
と
を
願
い
、
元
気
に

な
る
川
柳
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
方
法
　
１
人
２
句
以
内
。
は
が

き
裏
面
に
必
要
事
項
を
楷
書
で
記
入

し
、
応
募
（
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
持
参
も

可
）。

必
要
事
項
　
投
稿
句
、
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、

電
話
番
号

申
し
込
み

８
月
15
日
（
日
）
ま
で

に
加
茂
市
商
店
街
協
同
組
合
（
〒
959

－

１
３
５
１
仲
町
１

－

34
、☎
52

－

０

７
７
５
、℻
53

－

３
４
３
４
）

※

入
賞
者
に
は
加
茂
市
商
店
街
共
通

商
品
券
を
進
呈
。

な
が
い
き
川
柳

句
題
「
晴
」

　
皆
さ
ん
が
病
気
に

な
っ
た
り
、
事
故
に
遭
っ
た
と
き
な
ど

の
治
療
に
使
わ
れ
る
輸
血
用
血
液
は
、

す
べ
て
皆
さ
ん
の
善
意
の
献
血
で
得
ら

れ
た
血
液
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
長
期
保
存
で
き
な
い
血
液
を
一
年
を

通
じ
て
安
定
供
給
す
る
た
め
、
献
血
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
県
内
で
は
新
潟
市
と
長
岡
市
の
２
カ

所
の
献
血
ル
ー
ム
で
、
毎
日
献
血
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
新
潟
県
赤
十
字
血
液
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
継
続
的
な
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
健
康
づ
く

り
係
（
☎
内
線
164
）

献
血
に
ご
理
解

　
　  

ご
協
力
を

　
県
内
で
購
入
さ
れ
た
宝
く
じ
の
収

益
金
は
、
市
町
村
の
明
る
く
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
宝
く
じ
は
県
内
で
買
い
ま
し
ょ

う
！

　
市
内
で
毒
を
も
つ
「
チ
ャ
ド
ク
ガ
」

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

８
月
13
日（
金
）ま
で
発
売
中

毒
を
も
つ

  「
チ
ャ
ド
ク
ガ
」に
注
意
！

（http://www.
bs.jrc.or.jp/ktks/niigata/

）

が
目
撃
さ
れ
て
い
ま
す
。
チ
ャ
ド
ク

ガ
は
ツ
バ
キ
科
の
葉
に
発
生
し
ま
す
。

卵
か
ら
成
虫
ま
で
す
べ
て
毒
針
毛（
ど

く
し
ん
も
う
）
と
呼
ば
れ
る
毛
が
あ

り
、
皮
膚
に
刺
さ
る
と
強
い
炎
症
を

起
こ
し
、
猛
烈
な
か
ゆ
み
に
襲
わ
れ

ま
す
。

　
か
い
て
し
ま
う
と
毒
針
毛
が
皮
膚

に
深
く
刺
さ
っ
て
し
ま
う
の
で
、
毒

針
毛
に
触
れ
た
ら
、
こ
す
ら
ず
弱
い

流
水
で
洗
い
流
し
て
く
だ
さ
い
。
粘

着
テ
ー
プ
に
粘
着
さ
せ
る
の
も
効
果

的
で
す
。

　
近
づ
く
際
は
、
必
ず
長
袖
、
長
ズ

ボ
ン
、
マ
ス
ク
や
手
袋
を
着
用
し
、

皮
膚
を
露
出
さ
せ
な
い
よ
う
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
症
状
が
気

に
な
る
場
合
は
速
や
か
に
皮
膚
科
等

の
医
療
機
関
を
受
診
す
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

月日 当番医 ☎

7／18（日）にのみや内科クリニック５７－０７７０

22（木・祝）中村医院 ５２－００９５

23（金・祝）さくらクリニック ５２－９５１１

25（日）田上診療所 ５７－５０１５

８／1（日）鷲塚内科医院 ５２－２０５４

8（日・祝）監物小児科医院 ５２－０８００

9（月・振休）いからし小児科アレルギークリニック ５３－２２５０

syakyo@ci
ty.kamo.niigata.jp）へ。
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【有料広告】

　
楽
し
み
な
が
ら
運
動
や
健
康
づ
く
り

に
取
り
組
め
る
よ
う
、
運
動
等
を
ア
プ

リ
で
「
見
え
る
化
」
し
、
協
力
店
舗
で

利
用
可
能
な
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る
な

ど
、
運
動
習
慣
の
定
着
や
健
康
づ
く
り

の
推
進
を
目
指
し
た
「
に
い
が
た
ヘ
ル

ス
＆
ス
ポ
ー
ツ
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
」
を

実
施
し
ま
す
。

　
所
得
が
少
な
い
と

き
や
失
業
な
ど
に
よ

り
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
が
難
し
い
人

の
た
め
に
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

申
請
免
除
制
度

　
本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
の
前
年
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
や
、
失
業
等

の
事
由
が
あ
る
場
合
に
保
険
料
が
免
除

さ
れ
ま
す
。
所
得
に
応
じ
て
全
額
免

除
、
４
分
の
３
免
除
、
半
額
免
除
、
４

分
の
１
免
除
が
あ
り
ま
す
。

納
付
猶
予
制
度

50
歳
未
満
の
人
で
本
人
、
配
偶
者
の

前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
保

険
料
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
免
除
承
認
期
間
は
年
金
の

受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、

将
来
受
け
取
る
年
金
が
全
額
納
め
た
と

き
と
比
べ
て
少
な
く
な
り
ま
す
。
年
金

額
を
増
や
す
た
め
10
年
以
内
で
あ
れ
ば

追
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

手
続
き

　
今
年
度
の
免
除
申
請
は
７
月
か
ら
受

け
付
け
ま
す
。
原
則
と
し
て
毎
年
度

に
い
が
た
ヘ
ル
ス
＆

ス
ポ
ー
ツ
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業

　
　
　
　
地
域
協
力
店
募
集

国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度

（
承
認
期
間
は
７
月
か
ら
翌
年
６
月
ま

で
）
申
請
が
必
要
で
す
が
、
前
年
度
に

継
続
申
請
を
希
望
し
、
全
額
免
除
ま
た

は
納
付
猶
予
が
承
認
さ
れ
た
人
は
、
毎

年
申
請
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
結

果
通
知
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
免
除
申

請
は
申
請
月
か
ら
２
年
１
カ
月
ま
で
さ
か

の
ぼ
っ
て
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

持
ち
物

年
金
手
帳
、
失
業
な
ど
を
理
由
と
す
る

場
合
は
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
や
離

職
票
等
の
写
し
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
国
民
年
金
係

（
☎
内
線
113
）

　
ア
プ
リ
で
貯
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
を
店

舗
の
サ
ー
ビ
ス
や
特
典
と
交
換
す
る
こ

と
が
で
き
る
地
域
協
力
店
の
募
集
し
ま

す
。
申
し
込
み
は
無
料
で
、
地
域
協
力

店
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
県
か
ら
の
店

舗
の
情
報
発
信
、
来
店
促
進
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。

　
募
集
の
詳
細
な
ど
は
、
新
潟
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
新
潟
県
県
民
生
活
・
環

境
部
ス
ポ
ー
ツ
課
企

画
係
（
☎
025

－

280

－

５
６
２
６
）

青空の下の電車は今だけ！
　　　 モハ１写真撮影会

　県内唯一の木造電車モ
ハ１を長く保存するた
め、秋から屋根をかける
工事（新潟県地域活性化
推進事業）を始めます。
　屋根の着工を記念して、鉄道写真の第一人者と
共に、冬鳥越スキーガーデンとその周辺の鉄道遺
跡をめぐる、特別撮影会を開催します。
日　時　8月 7日（土）午前 10時から正午
集合場所 冬鳥越スキーガーデン   ロッジウェールデン
講　師　小竹直人さん（写真家）
定　員　先着 15人
参加費　1,500 円（弁当・お茶代・保険料込）
申し込み　７月 20 日（火）から 8 月 2 日（月）
までに、住所、氏名、電話番号、生年月日を社会教
育課（☎内線461、Fax53－4655、　

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

【有料広告】

　
な
が
い
き
ス
ト

リ
ー
ト
逸
品
フ
ェ

ア
で
ア
ー
ケ
ー
ド
に
掲
示
（
10
月
１

日
〜
11
月
７
日
）
す
る
川
柳
を
募
集

し
ま
す
。

句
題
は
「
晴
」
で
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
晴
れ
舞
台
と
、
霧

が
晴
れ
る
よ
う
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
終
息
す
る
こ
と
を
願
い
、
元
気
に

な
る
川
柳
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
方
法
　
１
人
２
句
以
内
。
は
が

き
裏
面
に
必
要
事
項
を
楷
書
で
記
入

し
、
応
募
（
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
持
参
も

可
）。

必
要
事
項
　
投
稿
句
、
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、

電
話
番
号

申
し
込
み

８
月
15
日
（
日
）
ま
で

に
加
茂
市
商
店
街
協
同
組
合
（
〒
959

－

１
３
５
１
仲
町
１

－

34
、☎
52

－

０

７
７
５
、℻
53

－

３
４
３
４
）

※

入
賞
者
に
は
加
茂
市
商
店
街
共
通

商
品
券
を
進
呈
。

な
が
い
き
川
柳

句
題
「
晴
」

　
皆
さ
ん
が
病
気
に

な
っ
た
り
、
事
故
に
遭
っ
た
と
き
な
ど

の
治
療
に
使
わ
れ
る
輸
血
用
血
液
は
、

す
べ
て
皆
さ
ん
の
善
意
の
献
血
で
得
ら

れ
た
血
液
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
長
期
保
存
で
き
な
い
血
液
を
一
年
を

通
じ
て
安
定
供
給
す
る
た
め
、
献
血
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
県
内
で
は
新
潟
市
と
長
岡
市
の
２
カ

所
の
献
血
ル
ー
ム
で
、
毎
日
献
血
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
新
潟
県
赤
十
字
血
液
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
継
続
的
な
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
健
康
づ
く

り
係
（
☎
内
線
164
）

献
血
に
ご
理
解

　
　  
ご
協
力
を

　
県
内
で
購
入
さ
れ
た
宝
く
じ
の
収

益
金
は
、
市
町
村
の
明
る
く
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
宝
く
じ
は
県
内
で
買
い
ま
し
ょ

う
！

　
市
内
で
毒
を
も
つ
「
チ
ャ
ド
ク
ガ
」

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

８
月
13
日（
金
）ま
で
発
売
中

毒
を
も
つ

  「
チ
ャ
ド
ク
ガ
」に
注
意
！

ご
協
力
を（http://www.

bs.jrc.or.jp/ktks/niigata/

）

が
目
撃
さ
れ
て
い
ま
す
。
チ
ャ
ド
ク

ガ
は
ツ
バ
キ
科
の
葉
に
発
生
し
ま
す
。

卵
か
ら
成
虫
ま
で
す
べ
て
毒
針
毛（
ど

く
し
ん
も
う
）
と
呼
ば
れ
る
毛
が
あ

り
、
皮
膚
に
刺
さ
る
と
強
い
炎
症
を

起
こ
し
、
猛
烈
な
か
ゆ
み
に
襲
わ
れ

ま
す
。

　
か
い
て
し
ま
う
と
毒
針
毛
が
皮
膚

に
深
く
刺
さ
っ
て
し
ま
う
の
で
、
毒

針
毛
に
触
れ
た
ら
、
こ
す
ら
ず
弱
い

流
水
で
洗
い
流
し
て
く
だ
さ
い
。
粘

着
テ
ー
プ
に
粘
着
さ
せ
る
の
も
効
果

的
で
す
。

　
近
づ
く
際
は
、
必
ず
長
袖
、
長
ズ

ボ
ン
、
マ
ス
ク
や
手
袋
を
着
用
し
、

皮
膚
を
露
出
さ
せ
な
い
よ
う
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
症
状
が
気

に
な
る
場
合
は
速
や
か
に
皮
膚
科
等

の
医
療
機
関
を
受
診
す
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

月日 当番医 ☎

7／18（日）にのみや内科クリニック５７－０７７０

22（木・祝）中村医院 ５２－００９５

23（金・祝）さくらクリニック ５２－９５１１

25（日）田上診療所 ５７－５０１５

８／1（日）鷲塚内科医院 ５２－２０５４

8（日・祝）監物小児科医院 ５２－０８００

9（月・振休）いからし小児科アレルギークリニック ５３－２２５０

syakyo@ci
ty.kamo.niigata.jp）へ。
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食 中 毒 予 防 の ６ つ の ポ イ ン ト食 中 毒 予 防 の ６ つ の ポ イ ン ト

　毎日食べる家庭の食事にも、食中毒発生の危険が潜んでいます。
　家庭で起こる食中毒は、発症する人が少なかったり、症状が軽かったりすることが多いことから、風邪や
寝冷えと思われがちです。また、食中毒とは気づかれずに重症化することもあります。
　以下の６つのポイントに注意して、食中毒予防を心がけましょう。

　新しい生活様式にも慣れ、飲食店からのテイクアウトや宅配サービスを利用するこ
とも多くなってきました。
　そこにも食中毒発生の可能性が潜んでいます。

1　購入

4　調理 5　食事

2　保存 3　下準備

6　残った料理

食中毒予防の３原則 食中毒菌を「付けない、増やさない、やっつける」

問い合わせ　健康福祉課（☎内線 165）

・消費期限などの
表示を確認する。
・肉や魚はそれぞ
れ分けて包む。（保

冷剤などがあると良い）
・購入したら寄り道しないで、
まっすぐ帰る。

・要冷蔵（凍）品は、持ち帰っ
たらすぐに冷蔵（凍）庫に入れる。
・冷蔵庫の詰めこ
み過ぎに注意。
・冷蔵庫は 10℃
以下に、冷凍庫は
-15℃以下に維持。

・こまめに手洗い。
・食材もよく洗う。
・タオルやふきんは
清潔なものに交換。
・冷凍食品の解凍は冷蔵庫で。
・ゴミはこまめに捨てる。

・清潔な器具、容器で保存す
る。
・温めなおすときは十分に加
熱する。（目安は 75℃以上）
・時間が経ちすぎたり、少し
でも怪しいと思ったら、思い
切って捨てる。

・食事の前にしっかり手洗い。
・清潔な器具を使い、清潔な食

器に盛り付
ける。
・長時間室
温に放置し
ない。

・食品を冷蔵庫から出したら、
すぐに調理する。
・加熱は十分にする。特に肉や
魚は、中まで火が通っているか
確認！
・調理中の肉や魚の汁が、調理
済みの食品にかからないように
する。

家庭でできる

（厚生労働省「家庭でできる食中毒予防の６つのポイント」参考）

油断大敵
！

弁当等のテイクアウトや宅配サービス利用時の注意点

　すぐに食べきれる量を注文する。
　表示が添付されている弁当等は、消費期限や保
存方法を確認する。表示がない場合は、食べきれ
る期限の目安や持ち運び、保存時の注意点をお店
の人に確認する。

☆購入・注文するとき
　テイクアウト品の購入は、買い物などの最後
にし、常温で長時間持ち歩かない。
　保冷剤を使用するときは、弁当等の上に置く
と冷やしやすい。保冷バッグを使うと、より効
率的。

☆テイクアウトするとき

　弁当等が家の外に放置されないよう、家にいる
ときに届くように手配する。また、配達人と会わ
ずに受け取るときは、到着後すぐに回収する。
　容器や包装が破損している、要冷蔵品が十分に
冷えていないなど、異常を感じたら、食べずに購
入先に連絡する。

☆宅配を受け取るとき
　食べる前には必ず手を洗う。
　弁当等はできるだけすぐに食べきる。すぐに
食べられない場合は、冷蔵庫で保管し、再加熱
するときは、電子レンジ等で中心部まで十分に
加熱する。

☆食べるとき

東京都福祉保健局「とうきょう・ふくしほけん情報「福祉保健」」参考

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

　
市
立
図
書
館
と
市
内
コ
ミ
セ
ン
で

は
、
児
童
・
生
徒
の
み
な
さ
ん
が
勉
強

で
き
る
場
所
を
提
供
し
ま
す
。

　
な
お
、
コ
ミ
セ
ン
が
満
室
の
場
合
は

利
用
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
下
条
コ
ミ
セ
ン
（
☎

53
ー
０
７
８
８
）
、
七
谷
コ
ミ
セ
ン

（
☎
53
ー
２
５
８
８
）
、
須
田
コ
ミ
セ

ン
（
☎
53
ー
３
１
２
１
）
、
中
央
コ
ミ

セ
ン
（
☎
57
ー
７
７
７
５
）
、
上
条
コ

ミ
セ
ン
（
☎
57
ー
１
０
２
１
）
、
北
コ

ミ
セ
ン
（
☎
53
ー
３
３
８
０
）
、
市
立

図
書
館
（
☎
53
ー
３
５
０
０
）

　
加
茂
市
は
ロ
シ
ア
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン

で
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
機
会

に
、
ロ
シ
ア
の
こ
と
、
ロ
シ
ア
の
学
校

の
こ
と
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

日
　
時
　
８
月
４
日
（
水
）
午
後
１
時

30
分
〜
３
時

対
　
象
　
小
学
校
５
年
生
く
ら
い
〜
高

校
生

15
人
　

　
ま
た
、
家
族
浴
室
利
用
料
は
、
1
回

（
１
時
間
）
の
利
用
に
つ
き
千
円
で
す

が
、
「
障
害
者
手
帳
」
を
提
示
し
た
場

合
は
、
利
用
料
が
500
円
（
定
額
の
２
分

の
１
）
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
食
事
や
物
産
品
購
入
の
み
の

ご
利
用
で
入
浴
し
な
い
場
合
の
入
館
料

は
無
料
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
七
谷
温
泉
美
人
の

湯
（
☎
41
ー
４
１
２
２
）

図
書
館
、
コ
ミ
セ
ン

学
習
の
場
と
し
て
利
用
可
能

夏
休
み
企
画

　
　
ロ
シ
ア
を
知
ろ
う
！

コ
ミ
セ
ン
等
の
定
員
変
更

補
聴
器
助
成
受
付
開
始

美
人
の
湯
　
８
月
か
ら

　
　
　
個
室
利
用
料
等
変
更

　
加
茂
七
谷
温
泉
美
人
の
湯
で
は
、
８

月
１
日
（
日
）
か
ら
個
室
利
用
料
等
が

変
わ
り
ま
す
。

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
。

❶
ど
ち
ら
か
一
方
の
耳
の
聴
力
が
40

d
B
以
上
の
人
。

❷
医
師
に
補
聴
器
の
装
着
が
特
に
必
要

と
判
断
さ
れ
た
人
。

助
成
額
　
補
聴
器
購
入
費
の
半
額
（
上

限
２
万
５
千
円
）※

生
活
保
護
世
帯
の

家
族
は
全
額
（
上
限
５
万
円
）
を
助
成

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
福
祉
係

（
☎
内
線
171
）

市
内
福
祉
施
設
（
か
も
川
荘
、
ゆ
き

つ
ば
き
荘
）、
各
コ
ミ
セ
ン
の
部
屋
の

専
用
貸
出
し
に
つ
い
て
、
定
員
が
変
わ

り
ま
し
た
。
各
施
設
・
部
屋
の
定
員
は
、

利
用
し
た
い
施
設
に
直
接
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
健
康
福
祉
課（
☎
内
線
171
）

対
　
象
　
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対

象
で
は
な
い
18
歳
以
上
の
う
ち
、
次
の

※

小
学
校
４
年
生
以
下
で
参
加
を
希
望

す
る
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

会
　
場
　
公
民
館
第
１
研
修
室

参
加
費
　
加
茂
市
国
際
交
流
協
会
会
員

無
料
、
非
会
員

500
円

講
　
師
　
新
潟
県
国
際
交
流
員
　
エ

フ
ィ
モ
ワ
・
エ
カ
チ
ェ
リ
ー
ナ
さ
ん

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
氏
名
（
ふ

り
が
な
）
、
学
校
名
、
学
年
、
住
所
、

電
話
番
号
を
７
月
30
日
（
金
）
ま
で

に
、
加
茂
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

（
総
務
課
内
☎
内
線
327
、

kokusai
@
city.kam

o.niigata.jp

）
へ
。

変更前 変更後 変更前 変更後
平日 1,500円 500円
土日祝 2,400円 800円
平日 3,000円 1,000円
土日祝 4，800円 1,600円

■個室利用料

12畳

24畳

区分
金額（税込）

1回（3時間） 延長（1時間あたり）

2,000円

4,000円

1,000円

2,000円

■利用回数券

変更前 変更後
平日専用 5回券

3,000円
全日専用 5回券

3,500円
大人

（中学生以上）
11回券
7,700円

小人
（小学生）

11回券
2,750円

金額（税込）区分

※変更前の利用回数券も使用できます。
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【有料広告】

　
楽
し
み
な
が
ら
運
動
や
健
康
づ
く
り

に
取
り
組
め
る
よ
う
、
運
動
等
を
ア
プ

リ
で
「
見
え
る
化
」
し
、
協
力
店
舗
で

利
用
可
能
な
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る
な

ど
、
運
動
習
慣
の
定
着
や
健
康
づ
く
り

の
推
進
を
目
指
し
た
「
に
い
が
た
ヘ
ル

ス
＆
ス
ポ
ー
ツ
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
」
を

実
施
し
ま
す
。

　
所
得
が
少
な
い
と

き
や
失
業
な
ど
に
よ

り
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
が
難
し
い
人

の
た
め
に
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

申
請
免
除
制
度

　
本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
の
前
年
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
や
、
失
業
等

の
事
由
が
あ
る
場
合
に
保
険
料
が
免
除

さ
れ
ま
す
。
所
得
に
応
じ
て
全
額
免

除
、
４
分
の
３
免
除
、
半
額
免
除
、
４

分
の
１
免
除
が
あ
り
ま
す
。

納
付
猶
予
制
度

50
歳
未
満
の
人
で
本
人
、
配
偶
者
の

前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
保

険
料
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
免
除
承
認
期
間
は
年
金
の

受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、

将
来
受
け
取
る
年
金
が
全
額
納
め
た
と

き
と
比
べ
て
少
な
く
な
り
ま
す
。
年
金

額
を
増
や
す
た
め
10
年
以
内
で
あ
れ
ば

追
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

手
続
き

　
今
年
度
の
免
除
申
請
は
７
月
か
ら
受

け
付
け
ま
す
。
原
則
と
し
て
毎
年
度

に
い
が
た
ヘ
ル
ス
＆

ス
ポ
ー
ツ
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業

　
　
　
　
地
域
協
力
店
募
集

国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度

（
承
認
期
間
は
７
月
か
ら
翌
年
６
月
ま

で
）
申
請
が
必
要
で
す
が
、
前
年
度
に

継
続
申
請
を
希
望
し
、
全
額
免
除
ま
た

は
納
付
猶
予
が
承
認
さ
れ
た
人
は
、
毎

年
申
請
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
結

果
通
知
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
免
除
申

請
は
申
請
月
か
ら
２
年
１
カ
月
ま
で
さ
か

の
ぼ
っ
て
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

持
ち
物

年
金
手
帳
、
失
業
な
ど
を
理
由
と
す
る

場
合
は
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
や
離

職
票
等
の
写
し
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
国
民
年
金
係

（
☎
内
線
113
）

　
ア
プ
リ
で
貯
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
を
店

舗
の
サ
ー
ビ
ス
や
特
典
と
交
換
す
る
こ

と
が
で
き
る
地
域
協
力
店
の
募
集
し
ま

す
。
申
し
込
み
は
無
料
で
、
地
域
協
力

店
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
県
か
ら
の
店

舗
の
情
報
発
信
、
来
店
促
進
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。

　
募
集
の
詳
細
な
ど
は
、
新
潟
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
新
潟
県
県
民
生
活
・
環

境
部
ス
ポ
ー
ツ
課
企

画
係
（
☎
025

－

280

－

５
６
２
６
）

青空の下の電車は今だけ！
　　　 モハ１写真撮影会

　県内唯一の木造電車モ
ハ１を長く保存するた
め、秋から屋根をかける
工事（新潟県地域活性化
推進事業）を始めます。
　屋根の着工を記念して、鉄道写真の第一人者と
共に、冬鳥越スキーガーデンとその周辺の鉄道遺
跡をめぐる、特別撮影会を開催します。
日　時　8月 7日（土）午前 10時から正午
集合場所 冬鳥越スキーガーデン   ロッジウェールデン
講　師　小竹直人さん（写真家）
定　員　先着 15人
参加費　1,500 円（弁当・お茶代・保険料込）
申し込み　７月 20 日（火）から 8 月 2 日（月）
までに、住所、氏名、電話番号、生年月日を社会教
育課（☎内線461、Fax53－4655、　

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

【有料広告】

　
な
が
い
き
ス
ト

リ
ー
ト
逸
品
フ
ェ

ア
で
ア
ー
ケ
ー
ド
に
掲
示
（
10
月
１

日
〜
11
月
７
日
）
す
る
川
柳
を
募
集

し
ま
す
。

句
題
は
「
晴
」
で
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
晴
れ
舞
台
と
、
霧

が
晴
れ
る
よ
う
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
終
息
す
る
こ
と
を
願
い
、
元
気
に

な
る
川
柳
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
方
法
　
１
人
２
句
以
内
。
は
が

き
裏
面
に
必
要
事
項
を
楷
書
で
記
入

し
、
応
募
（
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
持
参
も

可
）。

必
要
事
項
　
投
稿
句
、
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、

電
話
番
号

申
し
込
み

８
月
15
日
（
日
）
ま
で

に
加
茂
市
商
店
街
協
同
組
合
（
〒
959

－

１
３
５
１
仲
町
１

－

34
、☎
52

－

０

７
７
５
、℻
53

－

３
４
３
４
）

※

入
賞
者
に
は
加
茂
市
商
店
街
共
通

商
品
券
を
進
呈
。

な
が
い
き
川
柳

句
題
「
晴
」

　
皆
さ
ん
が
病
気
に

な
っ
た
り
、
事
故
に
遭
っ
た
と
き
な
ど

の
治
療
に
使
わ
れ
る
輸
血
用
血
液
は
、

す
べ
て
皆
さ
ん
の
善
意
の
献
血
で
得
ら

れ
た
血
液
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
長
期
保
存
で
き
な
い
血
液
を
一
年
を

通
じ
て
安
定
供
給
す
る
た
め
、
献
血
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
県
内
で
は
新
潟
市
と
長
岡
市
の
２
カ

所
の
献
血
ル
ー
ム
で
、
毎
日
献
血
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
新
潟
県
赤
十
字
血
液
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
継
続
的
な
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
健
康
づ
く

り
係
（
☎
内
線
164
）

献
血
に
ご
理
解

　
　  

ご
協
力
を

　
県
内
で
購
入
さ
れ
た
宝
く
じ
の
収

益
金
は
、
市
町
村
の
明
る
く
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
宝
く
じ
は
県
内
で
買
い
ま
し
ょ

う
！

　
市
内
で
毒
を
も
つ
「
チ
ャ
ド
ク
ガ
」

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

８
月
13
日（
金
）ま
で
発
売
中

毒
を
も
つ

  「
チ
ャ
ド
ク
ガ
」に
注
意
！

（http://www.
bs.jrc.or.jp/ktks/niigata/

）

が
目
撃
さ
れ
て
い
ま
す
。
チ
ャ
ド
ク

ガ
は
ツ
バ
キ
科
の
葉
に
発
生
し
ま
す
。

卵
か
ら
成
虫
ま
で
す
べ
て
毒
針
毛（
ど

く
し
ん
も
う
）
と
呼
ば
れ
る
毛
が
あ

り
、
皮
膚
に
刺
さ
る
と
強
い
炎
症
を

起
こ
し
、
猛
烈
な
か
ゆ
み
に
襲
わ
れ

ま
す
。

　
か
い
て
し
ま
う
と
毒
針
毛
が
皮
膚

に
深
く
刺
さ
っ
て
し
ま
う
の
で
、
毒

針
毛
に
触
れ
た
ら
、
こ
す
ら
ず
弱
い

流
水
で
洗
い
流
し
て
く
だ
さ
い
。
粘

着
テ
ー
プ
に
粘
着
さ
せ
る
の
も
効
果

的
で
す
。

　
近
づ
く
際
は
、
必
ず
長
袖
、
長
ズ

ボ
ン
、
マ
ス
ク
や
手
袋
を
着
用
し
、

皮
膚
を
露
出
さ
せ
な
い
よ
う
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
症
状
が
気

に
な
る
場
合
は
速
や
か
に
皮
膚
科
等

の
医
療
機
関
を
受
診
す
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

月日 当番医 ☎

7／18（日）にのみや内科クリニック５７－０７７０

22（木・祝）中村医院 ５２－００９５

23（金・祝）さくらクリニック ５２－９５１１

25（日）田上診療所 ５７－５０１５

８／1（日）鷲塚内科医院 ５２－２０５４

8（日・祝）監物小児科医院 ５２－０８００

9（月・振休）いからし小児科アレルギークリニック ５３－２２５０

syakyo@ci
ty.kamo.niigata.jp）へ。

広報かも　No.781　3．7．15　　 2019　　 広報かも　No.781　3．7．15

食 中 毒 予 防 の ６ つ の ポ イ ン ト食 中 毒 予 防 の ６ つ の ポ イ ン ト

　毎日食べる家庭の食事にも、食中毒発生の危険が潜んでいます。
　家庭で起こる食中毒は、発症する人が少なかったり、症状が軽かったりすることが多いことから、風邪や
寝冷えと思われがちです。また、食中毒とは気づかれずに重症化することもあります。
　以下の６つのポイントに注意して、食中毒予防を心がけましょう。

　新しい生活様式にも慣れ、飲食店からのテイクアウトや宅配サービスを利用するこ
とも多くなってきました。
　そこにも食中毒発生の可能性が潜んでいます。

1　購入

4　調理 5　食事

2　保存 3　下準備

6　残った料理

食中毒予防の３原則 食中毒菌を「付けない、増やさない、やっつける」

問い合わせ　健康福祉課（☎内線 165）

・消費期限などの
表示を確認する。
・肉や魚はそれぞ
れ分けて包む。（保

冷剤などがあると良い）
・購入したら寄り道しないで、
まっすぐ帰る。

・要冷蔵（凍）品は、持ち帰っ
たらすぐに冷蔵（凍）庫に入れる。
・冷蔵庫の詰めこ
み過ぎに注意。
・冷蔵庫は 10℃
以下に、冷凍庫は
-15℃以下に維持。

・こまめに手洗い。
・食材もよく洗う。
・タオルやふきんは
清潔なものに交換。
・冷凍食品の解凍は冷蔵庫で。
・ゴミはこまめに捨てる。

・清潔な器具、容器で保存す
る。
・温めなおすときは十分に加
熱する。（目安は 75℃以上）
・時間が経ちすぎたり、少し
でも怪しいと思ったら、思い
切って捨てる。

・食事の前にしっかり手洗い。
・清潔な器具を使い、清潔な食

器に盛り付
ける。
・長時間室
温に放置し
ない。

・食品を冷蔵庫から出したら、
すぐに調理する。
・加熱は十分にする。特に肉や
魚は、中まで火が通っているか
確認！
・調理中の肉や魚の汁が、調理
済みの食品にかからないように
する。

家庭でできる

（厚生労働省「家庭でできる食中毒予防の６つのポイント」参考）

油断大敵
！

弁当等のテイクアウトや宅配サービス利用時の注意点

　すぐに食べきれる量を注文する。
　表示が添付されている弁当等は、消費期限や保
存方法を確認する。表示がない場合は、食べきれ
る期限の目安や持ち運び、保存時の注意点をお店
の人に確認する。

☆購入・注文するとき
　テイクアウト品の購入は、買い物などの最後
にし、常温で長時間持ち歩かない。
　保冷剤を使用するときは、弁当等の上に置く
と冷やしやすい。保冷バッグを使うと、より効
率的。

☆テイクアウトするとき

　弁当等が家の外に放置されないよう、家にいる
ときに届くように手配する。また、配達人と会わ
ずに受け取るときは、到着後すぐに回収する。
　容器や包装が破損している、要冷蔵品が十分に
冷えていないなど、異常を感じたら、食べずに購
入先に連絡する。

☆宅配を受け取るとき
　食べる前には必ず手を洗う。
　弁当等はできるだけすぐに食べきる。すぐに
食べられない場合は、冷蔵庫で保管し、再加熱
するときは、電子レンジ等で中心部まで十分に
加熱する。

☆食べるとき

東京都福祉保健局「とうきょう・ふくしほけん情報「福祉保健」」参考

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

　
市
立
図
書
館
と
市
内
コ
ミ
セ
ン
で

は
、
児
童
・
生
徒
の
み
な
さ
ん
が
勉
強

で
き
る
場
所
を
提
供
し
ま
す
。

　
な
お
、
コ
ミ
セ
ン
が
満
室
の
場
合
は

利
用
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
下
条
コ
ミ
セ
ン
（
☎

53
ー
０
７
８
８
）
、
七
谷
コ
ミ
セ
ン

（
☎
53
ー
２
５
８
８
）
、
須
田
コ
ミ
セ

ン
（
☎
53
ー
３
１
２
１
）
、
中
央
コ
ミ

セ
ン
（
☎
57
ー
７
７
７
５
）
、
上
条
コ

ミ
セ
ン
（
☎
57
ー
１
０
２
１
）
、
北
コ

ミ
セ
ン
（
☎
53
ー
３
３
８
０
）
、
市
立

図
書
館
（
☎
53
ー
３
５
０
０
）

　
加
茂
市
は
ロ
シ
ア
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン

で
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
機
会

に
、
ロ
シ
ア
の
こ
と
、
ロ
シ
ア
の
学
校

の
こ
と
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

日
　
時
　
８
月
４
日
（
水
）
午
後
１
時

30
分
〜
３
時

対
　
象
　
小
学
校
５
年
生
く
ら
い
〜
高

校
生

15
人
　

　
ま
た
、
家
族
浴
室
利
用
料
は
、
1
回

（
１
時
間
）
の
利
用
に
つ
き
千
円
で
す

が
、
「
障
害
者
手
帳
」
を
提
示
し
た
場

合
は
、
利
用
料
が
500
円
（
定
額
の
２
分

の
１
）
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
食
事
や
物
産
品
購
入
の
み
の

ご
利
用
で
入
浴
し
な
い
場
合
の
入
館
料

は
無
料
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
七
谷
温
泉
美
人
の

湯
（
☎
41
ー
４
１
２
２
）

図
書
館
、
コ
ミ
セ
ン

学
習
の
場
と
し
て
利
用
可
能

夏
休
み
企
画

　
　
ロ
シ
ア
を
知
ろ
う
！

コ
ミ
セ
ン
等
の
定
員
変
更

補
聴
器
助
成
受
付
開
始

美
人
の
湯
　
８
月
か
ら

　
　
　
個
室
利
用
料
等
変
更

　
加
茂
七
谷
温
泉
美
人
の
湯
で
は
、
８

月
１
日
（
日
）
か
ら
個
室
利
用
料
等
が

変
わ
り
ま
す
。

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
。

❶
ど
ち
ら
か
一
方
の
耳
の
聴
力
が
40

d
B
以
上
の
人
。

❷
医
師
に
補
聴
器
の
装
着
が
特
に
必
要

と
判
断
さ
れ
た
人
。

助
成
額
　
補
聴
器
購
入
費
の
半
額
（
上

限
２
万
５
千
円
）※

生
活
保
護
世
帯
の

家
族
は
全
額
（
上
限
５
万
円
）
を
助
成

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
福
祉
係

（
☎
内
線
171
）

市
内
福
祉
施
設
（
か
も
川
荘
、
ゆ
き

つ
ば
き
荘
）、
各
コ
ミ
セ
ン
の
部
屋
の

専
用
貸
出
し
に
つ
い
て
、
定
員
が
変
わ

り
ま
し
た
。
各
施
設
・
部
屋
の
定
員
は
、

利
用
し
た
い
施
設
に
直
接
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
健
康
福
祉
課（
☎
内
線
171
）

対
　
象
　
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対

象
で
は
な
い
18
歳
以
上
の
う
ち
、
次
の

※

小
学
校
４
年
生
以
下
で
参
加
を
希
望

す
る
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

会
　
場
　
公
民
館
第
１
研
修
室

参
加
費
　
加
茂
市
国
際
交
流
協
会
会
員

無
料
、
非
会
員

500
円

講
　
師
　
新
潟
県
国
際
交
流
員
　
エ

フ
ィ
モ
ワ
・
エ
カ
チ
ェ
リ
ー
ナ
さ
ん

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
氏
名
（
ふ

り
が
な
）
、
学
校
名
、
学
年
、
住
所
、

電
話
番
号
を
７
月
30
日
（
金
）
ま
で

に
、
加
茂
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

（
総
務
課
内
☎
内
線
327
、

kokusai
@
city.kam

o.niigata.jp

）
へ
。

変更前 変更後 変更前 変更後
平日 1,500円 500円
土日祝 2,400円 800円
平日 3,000円 1,000円
土日祝 4，800円 1,600円

■個室利用料

12畳

24畳

区分
金額（税込）

1回（3時間） 延長（1時間あたり）

2,000円

4,000円

1,000円

2,000円

■利用回数券

変更前 変更後
平日専用 5回券

3,000円
全日専用 5回券

3,500円
大人

（中学生以上）
11回券
7,700円

小人
（小学生）

11回券
2,750円

金額（税込）区分

※変更前の利用回数券も使用できます。
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食 中 毒 予 防 の ６ つ の ポ イ ン ト食 中 毒 予 防 の ６ つ の ポ イ ン ト

　毎日食べる家庭の食事にも、食中毒発生の危険が潜んでいます。
　家庭で起こる食中毒は、発症する人が少なかったり、症状が軽かったりすることが多いことから、風邪や
寝冷えと思われがちです。また、食中毒とは気づかれずに重症化することもあります。
　以下の６つのポイントに注意して、食中毒予防を心がけましょう。

　新しい生活様式にも慣れ、飲食店からのテイクアウトや宅配サービスを利用するこ
とも多くなってきました。
　そこにも食中毒発生の可能性が潜んでいます。

1　購入

4　調理 5　食事

2　保存 3　下準備

6　残った料理

食中毒予防の３原則 食中毒菌を「付けない、増やさない、やっつける」

問い合わせ　健康福祉課（☎内線 165）

・消費期限などの
表示を確認する。
・肉や魚はそれぞ
れ分けて包む。（保

冷剤などがあると良い）
・購入したら寄り道しないで、
まっすぐ帰る。

・要冷蔵（凍）品は、持ち帰っ
たらすぐに冷蔵（凍）庫に入れる。
・冷蔵庫の詰めこ
み過ぎに注意。
・冷蔵庫は 10℃
以下に、冷凍庫は
-15℃以下に維持。

・こまめに手洗い。
・食材もよく洗う。
・タオルやふきんは
清潔なものに交換。
・冷凍食品の解凍は冷蔵庫で。
・ゴミはこまめに捨てる。

・清潔な器具、容器で保存す
る。
・温めなおすときは十分に加
熱する。（目安は 75℃以上）
・時間が経ちすぎたり、少し
でも怪しいと思ったら、思い
切って捨てる。

・食事の前にしっかり手洗い。
・清潔な器具を使い、清潔な食

器に盛り付
ける。
・長時間室
温に放置し
ない。

・食品を冷蔵庫から出したら、
すぐに調理する。
・加熱は十分にする。特に肉や
魚は、中まで火が通っているか
確認！
・調理中の肉や魚の汁が、調理
済みの食品にかからないように
する。

家庭でできる

（厚生労働省「家庭でできる食中毒予防の６つのポイント」参考）

油断大敵
！

弁当等のテイクアウトや宅配サービス利用時の注意点

　すぐに食べきれる量を注文する。
　表示が添付されている弁当等は、消費期限や保
存方法を確認する。表示がない場合は、食べきれ
る期限の目安や持ち運び、保存時の注意点をお店
の人に確認する。

☆購入・注文するとき
　テイクアウト品の購入は、買い物などの最後
にし、常温で長時間持ち歩かない。
　保冷剤を使用するときは、弁当等の上に置く
と冷やしやすい。保冷バッグを使うと、より効
率的。

☆テイクアウトするとき

　弁当等が家の外に放置されないよう、家にいる
ときに届くように手配する。また、配達人と会わ
ずに受け取るときは、到着後すぐに回収する。
　容器や包装が破損している、要冷蔵品が十分に
冷えていないなど、異常を感じたら、食べずに購
入先に連絡する。

☆宅配を受け取るとき
　食べる前には必ず手を洗う。
　弁当等はできるだけすぐに食べきる。すぐに
食べられない場合は、冷蔵庫で保管し、再加熱
するときは、電子レンジ等で中心部まで十分に
加熱する。

☆食べるとき

東京都福祉保健局「とうきょう・ふくしほけん情報「福祉保健」」参考

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

　
市
立
図
書
館
と
市
内
コ
ミ
セ
ン
で

は
、
児
童
・
生
徒
の
み
な
さ
ん
が
勉
強

で
き
る
場
所
を
提
供
し
ま
す
。

　
な
お
、
コ
ミ
セ
ン
が
満
室
の
場
合
は

利
用
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
下
条
コ
ミ
セ
ン
（
☎

53
ー
０
７
８
８
）
、
七
谷
コ
ミ
セ
ン

（
☎
53
ー
２
５
８
８
）
、
須
田
コ
ミ
セ

ン
（
☎
53
ー
３
１
２
１
）
、
中
央
コ
ミ

セ
ン
（
☎
57
ー
７
７
７
５
）
、
上
条
コ

ミ
セ
ン
（
☎
57
ー
１
０
２
１
）
、
北
コ

ミ
セ
ン
（
☎
53
ー
３
３
８
０
）
、
市
立

図
書
館
（
☎
53
ー
３
５
０
０
）

　
加
茂
市
は
ロ
シ
ア
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン

で
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
機
会

に
、
ロ
シ
ア
の
こ
と
、
ロ
シ
ア
の
学
校

の
こ
と
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

日
　
時
　
８
月
４
日
（
水
）
午
後
１
時

30
分
〜
３
時

対
　
象
　
小
学
校
５
年
生
く
ら
い
〜
高

校
生

15
人
　

　
ま
た
、
家
族
浴
室
利
用
料
は
、
1
回

（
１
時
間
）
の
利
用
に
つ
き
千
円
で
す

が
、
「
障
害
者
手
帳
」
を
提
示
し
た
場

合
は
、
利
用
料
が
500
円
（
定
額
の
２
分

の
１
）
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
食
事
や
物
産
品
購
入
の
み
の

ご
利
用
で
入
浴
し
な
い
場
合
の
入
館
料

は
無
料
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
七
谷
温
泉
美
人
の

湯
（
☎
41
ー
４
１
２
２
）

図
書
館
、
コ
ミ
セ
ン

学
習
の
場
と
し
て
利
用
可
能

夏
休
み
企
画

　
　
ロ
シ
ア
を
知
ろ
う
！

コ
ミ
セ
ン
等
の
定
員
変
更

補
聴
器
助
成
受
付
開
始

美
人
の
湯
　
８
月
か
ら

　
　
　
個
室
利
用
料
等
変
更

　
加
茂
七
谷
温
泉
美
人
の
湯
で
は
、
８

月
１
日
（
日
）
か
ら
個
室
利
用
料
等
が

変
わ
り
ま
す
。

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
。

❶
ど
ち
ら
か
一
方
の
耳
の
聴
力
が
40

d
B
以
上
の
人
。

❷
医
師
に
補
聴
器
の
装
着
が
特
に
必
要

と
判
断
さ
れ
た
人
。

助
成
額
　
補
聴
器
購
入
費
の
半
額
（
上

限
２
万
５
千
円
）※

生
活
保
護
世
帯
の

家
族
は
全
額
（
上
限
５
万
円
）
を
助
成

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
福
祉
係

（
☎
内
線
171
）

市
内
福
祉
施
設
（
か
も
川
荘
、
ゆ
き

つ
ば
き
荘
）、
各
コ
ミ
セ
ン
の
部
屋
の

専
用
貸
出
し
に
つ
い
て
、
定
員
が
変
わ

り
ま
し
た
。
各
施
設
・
部
屋
の
定
員
は
、

利
用
し
た
い
施
設
に
直
接
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
健
康
福
祉
課（
☎
内
線
171
）

対
　
象
　
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対

象
で
は
な
い
18
歳
以
上
の
う
ち
、
次
の

※

小
学
校
４
年
生
以
下
で
参
加
を
希
望

す
る
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

会
　
場
　
公
民
館
第
１
研
修
室

参
加
費
　
加
茂
市
国
際
交
流
協
会
会
員

無
料
、
非
会
員

500
円

講
　
師
　
新
潟
県
国
際
交
流
員
　
エ

フ
ィ
モ
ワ
・
エ
カ
チ
ェ
リ
ー
ナ
さ
ん

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
氏
名
（
ふ

り
が
な
）
、
学
校
名
、
学
年
、
住
所
、

電
話
番
号
を
７
月
30
日
（
金
）
ま
で

に
、
加
茂
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

（
総
務
課
内
☎
内
線
327
、

kokusai
@
city.kam

o.niigata.jp

）
へ
。

変更前 変更後 変更前 変更後
平日 1,500円 500円
土日祝 2,400円 800円
平日 3,000円 1,000円
土日祝 4，800円 1,600円

■個室利用料

12畳

24畳

区分
金額（税込）

1回（3時間） 延長（1時間あたり）

2,000円

4,000円

1,000円

2,000円

■利用回数券

変更前 変更後
平日専用 5回券

3,000円
全日専用 5回券

3,500円
大人

（中学生以上）
11回券
7,700円

小人
（小学生）

11回券
2,750円

金額（税込）区分

※変更前の利用回数券も使用できます。
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太
田
遺
跡
は
下
条
川
左
岸
の
沖
積
地

に
あ
り
、
平
成
十
九
年
に
発
掘
調
査
が

行
わ
れ
た
。
調
査
は
小
規
模
で
あ
っ
た

が
、
奈
良
・
平
安
時
代
の
集
落
の
一
部

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
写
真
の
黒
い
塊
は
イ
ネ
の
種
子
が
固

結
し
た
も
の
で
、
大
き
さ
は
５
㎝
ほ
ど

で
あ
る
。
建
物
の
柱
穴
の
覆
土
か
ら
出

土
し
た
。
米
粒
が
熱
を
受
け
炭
化
し
て

固
ま
っ
た
た
め
発
見
で
き
た
大
変
貴
重

な
も
の
で
あ
る
。
大
小
合
わ
せ
て
四
点

出
土
し
た
。

　
い
つ
の
も
の
で
あ
る
か
を
解
明
す
る

た
め
に
考
古
学
と
自
然
科
学
分
析
の
手

法
を
用
い
た
。
考
古

学
で
は
柱
穴
か
ら
一

緒
に
出
土
し
た
土
器

か
ら
年
代
を
推
測
す

る
。
須
恵
器
や
黒
色

土
器
の
お
椀
、
須
恵

器
の
小
型
壺
が
出
土

し
、
須
恵
器
の
形
や

産
地
か
ら
土
器
の
年

代
は
九
世
紀
後
半
頃

と
み
な
せ
る
。
　

　
自
然
科
学
分
析
で
は
放
射
性
炭
素
の

年
代
測
定
（
自
然
界
に
存
在
す
る
炭
素

の
同
位
体
の
う
ち
、
炭
素
14
の
比
率
を

測
定
す
る
方
法
で
、
炭
素
14
の
半
減
期

が
約
五
七
三
〇
年
で
あ
る
こ
と
を
利
用

す
る
）
を
行
い
、
そ
の
結
果
、
八
世
紀

末
〜
十
世
紀
後
半
の
幅
の
中
で
お
さ
ま

る
値
が
得
ら
れ
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
炭
化
し
た
米
は
平

太
田
遺
跡
出
土
の
古
代
米

安
時
代
の
も
の
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。

　
ま
た
、
形
状
の
表
面
観
察
の
所
見
か

　
　
　
　
　
　
　
　
は
い
に
ゅ
う

ら
、
種
実
は
イ
ネ
の
胚
乳
で
、
長
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
い

４
〜
5.5
㎜
、
幅
２
〜
３
㎜
。
穎
（
イ
ネ

の
穂
先
に
つ
い
て
い
る
も
の
。
）
の
付

着
は
な
い
。
な
お
、
写
真
左
は
割
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
ら
づ
と

た
お
に
ぎ
り
の
一
部
が
藁
苞
に
入
れ
ら

れ
た
ま
ま
炭
化
し
、
右
は
お
焦
げ
を
し

ゃ
も
じ
で
削
っ
て
で
き
た
も
の
と
の
考

え
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
後
、
平
成
二
十
五
年
に
弘
前
大

学
人
文
学
部
北
日
本
考
古
学
研
究
セ
ン

タ
ー
に
炭
化
米
の
サ
ン
プ
ル
を
提
供
し
、

粒
型
と
粒
大
の
形
状
分
析
と
Ｄ
Ｎ
Ａ
分

析
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
が

断
片
化
す
る
ほ
ど
劣
化
し
て
い
る
こ
と

が
判
明
し
、
イ
ネ
の
品
種
ま
で
は
解
明

で
き
な
か
っ
た
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
平
安
時
代
の
本

資
料
は
下
条
地
区
で
収
穫
さ
れ
た
市
内

最
古
の
米
で
、
現
在
ま
で
連
綿
と
つ
な

が
る
稲
作
の
歴
史
を
物
語
る
稀
少
な
遺

物
で
あ
る
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
伊
藤
秀
和
）

加
茂
の
風
土
記

太田遺跡出土の炭化米塊

今
回
の
手
話
：
応
援
す
る

・
旗
を
振
る
よ
う
に
両
手
を
２
回
左

　
右
に
振
り
、
左
手
の
立
て
た
親
指

　
を
右
手
の
ひ
ら
で
前
に
押
し
出
す

　
よ
う
に
２
回
た
た
き
ま
す
。

　
協
力
：
手
話
サ
ー
ク
ル
よ
つ
ば

新
町
火
災
義
援
金
の
金
額
が
確
定
し
ま

し
た
（
１
４
３
，
５
７
３
円
）

　
令
和
３
年
５
月
31
日
ま
で
市
内
20
カ

所
に
お
い
て
義
援
金
の
募
金
箱
を
設
置

し
た
結
果
、
お
か
げ
さ
ま
で
義
援
金
の

総
額
は
１
４
３
，
５
７
３
円
と
な
り
ま

し
た
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

NEW須田憩いと遊びの広場に＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

体重計を設置しました！＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

お子さんの発育・発達の確
認や育児相談などにお役立
てください。

体重を測れる日　（須田憩いと遊びの広場）

７月20日(火)、８月10日(火)、９月21日(火)の
10：00～11：00

ぴ
よ
ぴ
よ

ぴよぴよぴよぴよ ２０２１年８月号・９月号
子育て支援センターおたより　第128号

　小さなお子さんは自分の体調をうまく伝えること
ができません。屋外だけでなく、室内でもお子さん
の顔色や汗のかき方に注意し、動きや表情の変化に
気をつけることが大切です。また、水分補給や涼し
い場所での休息、汗を拭く時間をこまめに設けて、
十分に栄養を摂り、暑さを元気に乗り切りましょう。

あそびの
広場ＨＰ

子育て支援センター　お問い合わせ
・乳幼児あそびの広場　神明町２丁目６番27号　☎0256-57-0341
・須田憩いと遊びの広場　大字後須田661番地１　 ☎0256-53-2078

・開館日　日曜～金曜日、祝日
・時　間　午前９時～午後５時
（★の日は事業のため、一般利用は午後１時から）

・休館日　土曜日、12月29日～1月3日

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止・延期になることがあります。最新の情報は市ホームページをご覧になるか、事前にお問い合わせください。

イベント 日　時 場　所 内　容

乳　幼　児
あ そ び の
広　　　　場

須田憩いと
遊びの広場

身体計測
健康相談

８月５日（木）
９月２日（木）
（受付）9：30～11：00

身長、体重を測りましょう。(バスタオルが必要です)
管理栄養士、助産師が相談に応じます。

８月18日（水）
９月15日（水）
（受付）9：30～10：30

お子さんの成長に関すること、子育ての疑問や
お悩みなどに、保健師や看護師が応じます。

体重を
　　測れる日

毎週木曜日
10：00～11：00

体重を測りましょう。赤ちゃんも測れます。
（赤ちゃんはバスタオルが必要です）

すくすく相談

絵本のへや
８月20日（金）
９月17日（金）
10：30～10：50

みんなで絵本や紙芝居、折り紙を楽しみましょう。
9月17日は新潟中央短期大学の稲場健先生（臨床心理士）による絵本の読み
聞かせです。終了後はお子さんの発達や心に関する相談ができます。

育児講習会
（要予約）
先着10組

※お子さんと一緒
　に参加できます

★８月26日（木）
★９月８日（水）
10：30～11：00

8月のテーマ　｢子どもの歯科(口腔ケア)｣
歯科衛生士による講座です。歯の健康について学びましょう。
9月のテーマ　｢災害への備え(子育て世帯の備え)｣
いざという時のために、日頃からどのような準備を
しておけば良いのか学びましょう。

ひろば＆カフェ
（要予約）
先着10組

★８月24日（火）
★９月14日（火）
10：20～11：00

広場のご利用がはじめての方、未就園のお子さんとお
家の方、一緒に遊んだり、おしゃべりを楽しみましょ
う。飲み物が必要な人はご持参ください。（乳児と一
緒にご参加の人はバスタオルをお持ちください）

を防ごう

加
茂
市
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン

ト
メ
ニ
ュ
ー
ア
イ
コ
ン
を
追
加

　
加
茂
市
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

の
ト
ー
ク
画
面
に
メ
ニ
ュ
ー
ア
イ
コ
ン

を
追
加
し
ま
し
た
。
ま
ず
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
、
新
型
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
情
報
ペ
ー
ジ
、
加
茂
山
公

園
ペ
ー
ジ
へ
の
リ
ン
ク
を
掲
載
し
ま
す
。
　

　
今
後
は
、
こ
れ
ら
３
つ
の
他
に
市
民

生
活
に
役
立
つ
情
報
を
掲
載
す
る
予
定

で
す
。
ま
た
、
メ
ニ
ュ
ー
に
追
加
し
て

ほ
し
い
機
能
の
ア
イ
デ
ア
を
随
時
募
集

し
ま
す
。
広
報

広
聴
係
あ
て
に

メ
ー
ル
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

問

総
務
課
広
報
広
聴
係
（
内
線
327
）

koho@
city.kam

o.niigata.jp

登録はこちら
▼　▼　▼

市立図書館 夏休み中の臨時開館

7/19（月）、22（木・祝）、23
（金・祝）、26（月）、8/2（月）
8（日・祝）、9（月・振替休日）
16（月）、23（月）、30（月）
開館時間　9：00～18：00

※貸し出し、視聴覚機器、インター
　ネット不可　

問 市立図書館（☎53-3500）
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太
田
遺
跡
は
下
条
川
左
岸
の
沖
積
地

に
あ
り
、
平
成
十
九
年
に
発
掘
調
査
が

行
わ
れ
た
。
調
査
は
小
規
模
で
あ
っ
た

が
、
奈
良
・
平
安
時
代
の
集
落
の
一
部

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
写
真
の
黒
い
塊
は
イ
ネ
の
種
子
が
固

結
し
た
も
の
で
、
大
き
さ
は
５
㎝
ほ
ど

で
あ
る
。
建
物
の
柱
穴
の
覆
土
か
ら
出

土
し
た
。
米
粒
が
熱
を
受
け
炭
化
し
て

固
ま
っ
た
た
め
発
見
で
き
た
大
変
貴
重

な
も
の
で
あ
る
。
大
小
合
わ
せ
て
四
点

出
土
し
た
。

　
い
つ
の
も
の
で
あ
る
か
を
解
明
す
る

た
め
に
考
古
学
と
自
然
科
学
分
析
の
手

法
を
用
い
た
。
考
古

学
で
は
柱
穴
か
ら
一

緒
に
出
土
し
た
土
器

か
ら
年
代
を
推
測
す

る
。
須
恵
器
や
黒
色

土
器
の
お
椀
、
須
恵

器
の
小
型
壺
が
出
土

し
、
須
恵
器
の
形
や

産
地
か
ら
土
器
の
年

代
は
九
世
紀
後
半
頃

と
み
な
せ
る
。
　

　
自
然
科
学
分
析
で
は
放
射
性
炭
素
の

年
代
測
定
（
自
然
界
に
存
在
す
る
炭
素

の
同
位
体
の
う
ち
、
炭
素
14
の
比
率
を

測
定
す
る
方
法
で
、
炭
素
14
の
半
減
期

が
約
五
七
三
〇
年
で
あ
る
こ
と
を
利
用

す
る
）
を
行
い
、
そ
の
結
果
、
八
世
紀

末
〜
十
世
紀
後
半
の
幅
の
中
で
お
さ
ま

る
値
が
得
ら
れ
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
炭
化
し
た
米
は
平

太
田
遺
跡
出
土
の
古
代
米

安
時
代
の
も
の
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。

　
ま
た
、
形
状
の
表
面
観
察
の
所
見
か

　
　
　
　
　
　
　
　
は
い
に
ゅ
う

ら
、
種
実
は
イ
ネ
の
胚
乳
で
、
長
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
い

４
〜
5.5
㎜
、
幅
２
〜
３
㎜
。
穎
（
イ
ネ

の
穂
先
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と
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太田遺跡出土の炭化米塊
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手
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：
応
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る

・
旗
を
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る
よ
う
に
両
手
を
２
回
左

　
右
に
振
り
、
左
手
の
立
て
た
親
指

　
を
右
手
の
ひ
ら
で
前
に
押
し
出
す

　
よ
う
に
２
回
た
た
き
ま
す
。

　
協
力
：
手
話
サ
ー
ク
ル
よ
つ
ば

新
町
火
災
義
援
金
の
金
額
が
確
定
し
ま

し
た
（
１
４
３
，
５
７
３
円
）

　
令
和
３
年
５
月
31
日
ま
で
市
内
20
カ

所
に
お
い
て
義
援
金
の
募
金
箱
を
設
置

し
た
結
果
、
お
か
げ
さ
ま
で
義
援
金
の

総
額
は
１
４
３
，
５
７
３
円
と
な
り
ま

し
た
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

NEW須田憩いと遊びの広場に＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

体重計を設置しました！＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

お子さんの発育・発達の確
認や育児相談などにお役立
てください。

体重を測れる日　（須田憩いと遊びの広場）

７月20日(火)、８月10日(火)、９月21日(火)の
10：00～11：00

ぴ
よ
ぴ
よ

ぴよぴよぴよぴよ ２０２１年８月号・９月号
子育て支援センターおたより　第128号

　小さなお子さんは自分の体調をうまく伝えること
ができません。屋外だけでなく、室内でもお子さん
の顔色や汗のかき方に注意し、動きや表情の変化に
気をつけることが大切です。また、水分補給や涼し
い場所での休息、汗を拭く時間をこまめに設けて、
十分に栄養を摂り、暑さを元気に乗り切りましょう。

あそびの
広場ＨＰ

子育て支援センター　お問い合わせ
・乳幼児あそびの広場　神明町２丁目６番27号　☎0256-57-0341
・須田憩いと遊びの広場　大字後須田661番地１　 ☎0256-53-2078

・開館日　日曜～金曜日、祝日
・時　間　午前９時～午後５時
（★の日は事業のため、一般利用は午後１時から）

・休館日　土曜日、12月29日～1月3日

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止・延期になることがあります。最新の情報は市ホームページをご覧になるか、事前にお問い合わせください。

イベント 日　時 場　所 内　容

乳　幼　児
あ そ び の
広　　　　場

須田憩いと
遊びの広場

身体計測
健康相談

８月５日（木）
９月２日（木）
（受付）9：30～11：00

身長、体重を測りましょう。(バスタオルが必要です)
管理栄養士、助産師が相談に応じます。

８月18日（水）
９月15日（水）
（受付）9：30～10：30

お子さんの成長に関すること、子育ての疑問や
お悩みなどに、保健師や看護師が応じます。

体重を
　　測れる日

毎週木曜日
10：00～11：00

体重を測りましょう。赤ちゃんも測れます。
（赤ちゃんはバスタオルが必要です）

すくすく相談

絵本のへや
８月20日（金）
９月17日（金）
10：30～10：50

みんなで絵本や紙芝居、折り紙を楽しみましょう。
9月17日は新潟中央短期大学の稲場健先生（臨床心理士）による絵本の読み
聞かせです。終了後はお子さんの発達や心に関する相談ができます。

育児講習会
（要予約）
先着10組

※お子さんと一緒
　に参加できます

★８月26日（木）
★９月８日（水）
10：30～11：00

8月のテーマ　｢子どもの歯科(口腔ケア)｣
歯科衛生士による講座です。歯の健康について学びましょう。
9月のテーマ　｢災害への備え(子育て世帯の備え)｣
いざという時のために、日頃からどのような準備を
しておけば良いのか学びましょう。

ひろば＆カフェ
（要予約）
先着10組

★８月24日（火）
★９月14日（火）
10：20～11：00

広場のご利用がはじめての方、未就園のお子さんとお
家の方、一緒に遊んだり、おしゃべりを楽しみましょ
う。飲み物が必要な人はご持参ください。（乳児と一
緒にご参加の人はバスタオルをお持ちください）
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プ
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、
新
型
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ナ
ワ
ク
チ
ン
情
報
ペ
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、
加
茂
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公

園
ペ
ー
ジ
へ
の
リ
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を
掲
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し
ま
す
。
　

　
今
後
は
、
こ
れ
ら
３
つ
の
他
に
市
民

生
活
に
役
立
つ
情
報
を
掲
載
す
る
予
定

で
す
。
ま
た
、
メ
ニ
ュ
ー
に
追
加
し
て

ほ
し
い
機
能
の
ア
イ
デ
ア
を
随
時
募
集

し
ま
す
。
広
報

広
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係
あ
て
に
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ー
ル
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

問
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務
課
広
報
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（
内
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koho@
city.kam

o.niigata.jp

登録はこちら
▼　▼　▼

市立図書館 夏休み中の臨時開館

7/19（月）、22（木・祝）、23
（金・祝）、26（月）、8/2（月）
8（日・祝）、9（月・振替休日）
16（月）、23（月）、30（月）
開館時間　9：00～18：00

※貸し出し、視聴覚機器、インター
　ネット不可　

問 市立図書館（☎53-3500）
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体重計を設置しました！＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

お子さんの発育・発達の確
認や育児相談などにお役立
てください。

体重を測れる日　（須田憩いと遊びの広場）

７月20日(火)、８月10日(火)、９月21日(火)の
10：00～11：00
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ぴよぴよぴよぴよ ２０２１年８月号・９月号
子育て支援センターおたより　第128号

　小さなお子さんは自分の体調をうまく伝えること
ができません。屋外だけでなく、室内でもお子さん
の顔色や汗のかき方に注意し、動きや表情の変化に
気をつけることが大切です。また、水分補給や涼し
い場所での休息、汗を拭く時間をこまめに設けて、
十分に栄養を摂り、暑さを元気に乗り切りましょう。

あそびの
広場ＨＰ

子育て支援センター　お問い合わせ
・乳幼児あそびの広場　神明町２丁目６番27号　☎0256-57-0341
・須田憩いと遊びの広場　大字後須田661番地１　 ☎0256-53-2078

・開館日　日曜～金曜日、祝日
・時　間　午前９時～午後５時
（★の日は事業のため、一般利用は午後１時から）

・休館日　土曜日、12月29日～1月3日

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止・延期になることがあります。最新の情報は市ホームページをご覧になるか、事前にお問い合わせください。

イベント 日　時 場　所 内　容

乳　幼　児
あ そ び の
広　　　　場

須田憩いと
遊びの広場

身体計測
健康相談

８月５日（木）
９月２日（木）
（受付）9：30～11：00

身長、体重を測りましょう。(バスタオルが必要です)
管理栄養士、助産師が相談に応じます。

８月18日（水）
９月15日（水）
（受付）9：30～10：30

お子さんの成長に関すること、子育ての疑問や
お悩みなどに、保健師や看護師が応じます。

体重を
　　測れる日

毎週木曜日
10：00～11：00

体重を測りましょう。赤ちゃんも測れます。
（赤ちゃんはバスタオルが必要です）

すくすく相談

絵本のへや
８月20日（金）
９月17日（金）
10：30～10：50

みんなで絵本や紙芝居、折り紙を楽しみましょう。
9月17日は新潟中央短期大学の稲場健先生（臨床心理士）による絵本の読み
聞かせです。終了後はお子さんの発達や心に関する相談ができます。

育児講習会
（要予約）
先着10組

※お子さんと一緒
　に参加できます

★８月26日（木）
★９月８日（水）
10：30～11：00

8月のテーマ　｢子どもの歯科(口腔ケア)｣
歯科衛生士による講座です。歯の健康について学びましょう。
9月のテーマ　｢災害への備え(子育て世帯の備え)｣
いざという時のために、日頃からどのような準備を
しておけば良いのか学びましょう。

ひろば＆カフェ
（要予約）
先着10組

★８月24日（火）
★９月14日（火）
10：20～11：00

広場のご利用がはじめての方、未就園のお子さんとお
家の方、一緒に遊んだり、おしゃべりを楽しみましょ
う。飲み物が必要な人はご持参ください。（乳児と一
緒にご参加の人はバスタオルをお持ちください）
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（金・祝）、26（月）、8/2（月）
8（日・祝）、9（月・振替休日）
16（月）、23（月）、30（月）
開館時間　9：00～18：00

※貸し出し、視聴覚機器、インター
　ネット不可　

問 市立図書館（☎53-3500）
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・補聴器相談   市役所相談室４　11：00～12：00
・チリメンモンスターをさがそう！（8月1日まで
　に市立図書館☎53-3500へ要予約）
　　　　　　　市立図書館　10：00、13：30から
・休館（文化会館、温水プール）

・心配ごと相談
　　　　　　　市役所相談室４　 9：00～15：00
・影絵スタンドをつくろう！（8月1日までに市立
　図書館☎53-3500へ要予約）
　　　　　　　市立図書館　10：00、13：30から
・ロシアを知ろう！　　公民館　13：30～15：00

・読もう、語ろうイギリス文学
　　　　　　　　　市立図書館　10：00から
・夏休みおはなし会
　　　　　　　　　市立図書館　10：00から
・休館（BBC）

・なんでも健康相談
　　　　　　　　上条コミセン　 9：30～11：30
・むかしばなしの会
　　　　　　　　　市立図書館　14：00から

・司法書士無料法律相談（司法書士会三条支部
　加藤　笑さん、前日までに☎47－1882へ要予約）
　　　　　　　市役所相談室１　 9：00～12：00
・モハ１写真撮影会
　　　　冬鳥越スキーガーデン　10：00～12：00
・休館（民俗資料館）

・休館（民俗資料館、各コミセン、子供プール）

　休日当番医　鷲塚内科医院
 　　　　　　☎５２－２０５４ 　9：00～17：00
・休館（民俗資料館）

　山の日
　休日当番医　監物小児科医院
 　　　　　　☎５２－０８００ 　9：00～17：00

　振替休日
　休日当番医　いからし小児科アレルギークリニック
 　　　　　　☎５３－２２５０ 　9：00～17：00
・休館（民俗資料館）

・休館（公民館・市民体育館、民俗資料館、各
　コミセン、子供プール）

・むかしばなしの会
　　　　　　　　　市立図書館　14：00から
・休館（文化会館、温水プール）

・読もう、語ろうイギリス文学
　　　　　　　　　市立図書館　10：00から
・なんでも健康相談
　　　　　　　　ゆきつばき荘　 9：30～11：30
・休館（BBC）

・休館（民俗資料館）

・心配ごと相談
　　　　　　　市役所相談室４　 9：00～15：00
・夏休みおはなし会
　　　　　　　　　市立図書館　10：00から
・休館（美人の湯）

7月・8月

26
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㈪

1
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加
茂
市
防
災
・
市
民
情
報
配
信

サ
ー
ビ
ス
に
登
録
し
ま
し
ょ
う

　
利
用
者
登
録
（
無
料
）
を
す
る
と
、

メ
ー
ル
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
、

防
災
情
報
な
ど
の
緊
急
情
報
や
お
知
ら
せ

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※

夜
間
や
休
日
な
ど
の
場
合
、
配
信
が

遅
れ
た
り
配
信
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
市
と
し
て
重
要
度
の
高
い
も
の
を

発
信
し
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

登
録
方
法

Ｅ
メ
ー
ル
　t-kam

o@
sg-p-jp

に
空
メ
ー

ル
を
送
信
し
、
自
動
返
信
さ
れ
た
メ
ー
ル

の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら
会
員
登
録
を
し
ま
す
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
　
加
茂
市
を
友
達
追
加
し
、
届

い
た
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら
会
員
登
録
を
し
ま
す
。

ツ
イ
ッ
タ
ー
　
自
身
の
ア
カ
ウ
ン
ト
か

ら
、
加
茂
市
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
フ
ォ
ロ
ー

し
ま
す
。

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
　
自
身
の
ア
カ
ウ
ン
ト

か
ら
、
加
茂
市
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
フ
ォ
ロ

ー
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
下
記
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

配
信
履
歴
　
過
去
の
配
信
を

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。

市民憲章  第１条（環境） 豊かな自然を大切にし　住みよいまちをつくります

　広報かもお知らせ版No.965の暮らしのカレンダー
に記載の「7月19日（月）公民館・市民体育館休館」
が間違っていました。
　正しくは7月26日（月）でした。おわびして訂正し
ます。

・休館（BBC）
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人口のうごき　7月1日現在 世帯　10,184 (-11) 人口　25,809  (-39)　
男　12,594  (-16)　女　13,215  (-23)　（　）内は前月比
（6月異動分）出生12 (男7 女5)　死亡43 (男 20 女 23)　転出29　転入21

＃かもぴく＃かもぴく Instagramで、加茂の様子や
風景の写真、自分で描いた絵
を、「# かもぴく」をつけて投
稿していただいた中から、毎
月 1枚ご紹介します。
皆様からの投稿お待ちしてい
ます！

　加茂祭りの夜の 1枚です。
　かつて出店はなく、神事だけが粛
々と執り行われた祭りがあったので
しょうか。

　光と影のコントラストが厳かさ
を引き立たせていますね。

担当者 コメント

総務課広報広聴係（☎内線 327）総務課広報広聴係（☎内線 327）

@suke2gata

【有料広告】

【有料広告】


